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１　憂いの聖剣と、女たち












　その暗い部屋で聖剣は、つと――その机の上に置かれた物体を眺めていた。

　長方形の皮張りの箱。厚さは手のひらほど。右から左までの長さは大人が両手を広げた程度のものだった。






「…………」






　室内にはその箱以外にも雑多なものが所狭しと積まれている。

　しかし。テオティルの瞳は、その箱だけを瞬きもせずに見つめている。






　――ふと、ものも言わず、身じろぎもせず佇んでいたテオティルの手が、すっと持ち上げられた。

　無感情な瞳のまま、つぶやく。






「……淀み……」






　伸ばされた指先が、そっと箱に――……






　――触れる寸前。






「――誰かいるのか!?」






　部屋の扉が開け放たれた。

　鋭い声が響き渡り、次の瞬間部屋にはくすんだ金の髪の男が踏みこんで来ていた。男の手には抜き身の剣が握られている。






　だが。






　室内を見渡した男は――怪訝そうに眉を持ち上げた。






「……気の、せいか……？」






　その口からは怪しむような声が漏らされる。

　見回しても暗い室内はしんと静まっていて、そこには何者の姿も見られなかった。






　しかしそれでもなお怪訝そうに顔をしかめた男は、片眉を持ち上げて。警戒した瞳のまま、他のものには目もくれず、机の上に安置してあった皮張りの箱の前に進み寄る。

　男は箱に触れ、その鍵がしっかりとかけられたままであることを確認すると、苛立ったように舌打ちをした。そこへ、慌しい足音が近づいてくる。






「クラウス様！　いかがなさいましたか!?」






　誰かが部屋に駆けこんで来た。――クラウスの侍従だ。

　侍従はクラウスが剣を手にしているのを見ると、一瞬怯えたような顔をした。そんな男の青い顔に、クラウスはふんと鼻を鳴らして、手にしていた剣を男の足元に力いっぱい放りやる。






「ひっ」






　鋭い切っ先は敷かれた絨毯を裂くようにして床に当たり、そして耳障りな金属音を響かせながら跳ね返って床に転がった。危うく足を切る寸前だった侍従は短く悲鳴を上げ――そこへ間髪いれず、厳しい叱責が叩きつけられる。






「ずっと見張っていろと言っただろう！　何故誰もいなかった！」






　クラウスの顔は怒りに紅潮し、目は吊り上がっている。睨まれた侍従は慌てて床に身を投げ出してこうべを下げた。






「も、申し訳ありません……急にオフィリア様がおいでになられて……ここは隠し扉の奥ですし大丈夫かと――」

「黙れ！　言いわけをするつもりか！　もし〝あれ〟に何かあれば、お前たち皆無事ではすまないぞ！」






　床に額を擦りつけるようにして震える侍従に、クラウスは容赦のない言葉を投げつける。その激高には、駆けつけた他の使用人たちまでもが身を竦ませている。皆……己の主人の気性をよく知っているのだ。

　クラウスは、平伏した侍従の耳を踏みつける勢いでその頭の間際に立ち、上からねめつけるような目で男を刺す。






「いいか……？　くれぐれも、この部屋の警護は怠るな……ことを起こす前に露見すれば、これまでの苦労が無駄になるだけではすまない……私も、私に多くを与えられてきたお前達も皆一巻の終わりだからな……」






　暗い双眸に――侍従は、申し訳ありませんと震える声を何度も何度も絞り出すほかできるすべはなかった……。















「……哀れな……」






　不意に、薄い唇がポツリと言った。






　――この国の第三王子の住まいの前に立ったテオティルは、何もかもを見たかのような瞳で、そのエントランスの奥――たった今まで自分がいた部屋の方角を見つめていた。

　夏の果実のような色の瞳は冷え切っている。






　先の魔王を勇者が封じて以降、千年女神の技を目の当たりにすることなく過ごしてきた人の世界。

　テオティルは、その入り口の奥にぼんやりと見える……人には見えぬ、人の思念の集合体の悪しき色にため息をつく。






「……人があのような業の塊を生むとは……女神が仰せのとおり、世は変わった。……今や信仰は薄れつつあるのか……」






　ポツリとそう漏らす。

　もはや、ただ魔王を滅すれば人を救えるという時は過ぎ去ったのだろう。






　聖剣は、考えこむように身じろぎもせず、つい今しがた自分が見たものについて思いを馳せていた。






　――と、そこへ――。

　彼の見つめるエントランスの奥から、バタバタと慌ただしく誰かが出てくる。

　きらびやかなドレスの裾の中で、足をこれでもかと踏みつけて――苛立ちを床に叩きつけるようにして。その主は不機嫌を隠すこともなく周囲に喚き散らした。






「なんなのよ……！　せっかく私が足を運んで来たっていうのに……！」

「お、お待ちくださいオフィリア様！」

「オフィリア様！」






　取り巻きと従者を引き連れ不機嫌そうに出てきたのは……クラウスの婚約者、公爵家令嬢のオフィリア・サロモンセンだった。

　綺麗に整えられた柳眉をキリキリと歪め、頰を膨らませ面白くなさそうに歩いてくる。






「クラウス様ったら！　最近私をないがしろにしすぎなのではなくて!?　茶会にも来てくださらなかったし、ビクトリア様との茶会の時にも同席してくださらなかったわ！　一人でビクトリア様にお会いするのがどれだけ大変なのか、ちっとも分かっていらっしゃらないんだから！」

「お、お嬢様どうかもう少し声を落として……」






　お付きの従者も取り巻きも、オフィリアの不平がクラウスの身内の者に聞かれやしないかと肝を冷やしている。なだめようと伸ばされた令嬢の手を、オフィリアは払いのけた。






「うるさいわね！　そんなの私の勝手で――……」






　──と──……。

　そんなオフィリアの目が、ある者の姿を捉えてぴたりと止まる。

　廊下の隅に立ち、彼女たちのほう――正確には、クラウスの住まいの奥を見つめ、静かに佇むテオティルである。






「あ、ら……」






　途端、オフィリアの顔から険がとれる。

　――真っ直ぐ清らかに輝く銀の髪。目鼻立ちは際立つように整っていて、鮮やかなオレンジ色の瞳には睫毛が物憂げな影を作っている。

　そんなテオティルの姿に、とても視線を素通りさせることのできなかったオフィリアの口から、感嘆のため息が漏れる。

　見たこともない美貌だった。

　ただそうして立っているのを見ているだけで、オフィリアの胸には最高の美術品でも目にしたかのような感動が湧き上がる。常日頃――他の令嬢たちと競うようにして美しいものをかき集めてきたオフィリアだからこそ、余計にその美しさを見過ごすことができなかった。






「な、なんて綺麗な男なの……」






　オフィリアは自分が怒っていたことも忘れてそうつぶやいた。

　同様に、取り巻きの令嬢や従者の口からも、うっとりした息がこぼれ落ちて――いや、それどころか……。

　気がつけば、周囲には彼女たちと同じように青年に魅せられたように立ち止まる者たちが人垣を作っていた。兵に、官に、使用人たちに……中にはクラウスに挨拶に来たのか、見知った顔の貴族の姿もあった。

　徐々に増えていく観衆に気がついて。オフィリアは……ふと、あることを思いついた。うす薔薇色の唇がにんまりと持ち上がる。






「……いいじゃないの……」






　オフィリアは思った。この、青年に見とれ、魂の抜かれたような顔をしている者たちの前で、あの美しい男を独占してやったらさぞ気分がいいことだろう。

　周囲から己に集まる羨望の眼差しを想像した令嬢は、うっとりと目を細める。それは王子に冷たくされた憂さ晴らしにももってこいだと思えて。

　男がどういう者なのかは分からないが、身なりはそう高価そうではなかった。せいぜい町民といった風体で……とても公爵家の娘で、王子の婚約者である自分に逆らえる身分ではないだろう。……そう値踏んだオフィリアは……。






「ふふ……行くわよ。ちょっと遊んであげましょう」

「あ、お、お嬢様!?」






　不敵に笑った令嬢は、手にしていた扇をさっと顔の前で開くと――つかつかと、テオティルのほうへと歩み寄って行くのだった……。


















　――同じ頃の洗濯場。






「……大丈夫……大丈夫……大丈夫よ……」






　と……こわばった青い顔で繰り返す娘は、どう見ても大丈夫ではない。

　聖剣テオティルを見失って。動揺したエリノアは引きつった顔でグッと拳を握る。






「ひ、ひとまず……騎士様たちを全力ダッシュで撒いて……迷子……迷子の届けを……」

「落ち着け……あの鍛えられた肉体の男たちをお前が撒けるわけがないだろう……」






　冷静に、しかしどこか子供をあやすような調子で突っこむヴォルフガング。






「じゃ、じゃあお手洗いに行くって言って撒くわ！　換気窓から……換気窓によじ登って――」と、顔面滝汗で逃亡策を練りはじめた娘に……

　男はため息をつき、エリノアの顔を覗きこみ……なだめるように肩に手を置いた。






「いいからちょっと落ち着け。心配するな、忌々しいが……あの者ならば必ずお前の元に戻ってくる」

「だ、だ、だけど……あんな幼児みたいな子……放って置けない……穴に落ちて怪我したりしたらどうしたらいいの!?　さが、探しに行かないと……」






　いや、そそっかしいお前じゃないんだからそうそう穴になど落ちるわけあるか。と思ったヴォルフガングではあったが……それはそっと心に秘めて、大丈夫だ、と娘の目を見る。






「お前が行けば、護衛騎士も必ずついてくる。どう言って捜索するつもりだ？　聖剣を探すなんて言うわけにもいかん。変に徘徊すれば、怪しまれるだろう。……いいからお前はいつも通りの仕事をしていろ、俺が鳥に化けて探しに行く」






　ヴォルフガングはそう言いながら、大きな手をエリノアの頭にのすっと移動させ……よしよしと髪を撫でる。






「でも――……」

「大丈夫だ。待っていろ」






　エリノアは戸惑ったが――男の頼もしい言葉と視線に……

　一瞬ぐっと何かを吞みこむようにして。それから、ゆっくりと、頷いた。






「――わ、分かった――」






　ありがとうヴォルフガング――と……

　エリノアが顔を上げて続けようとした、時だった。






「――あ！　エリノア！　いた！　ちょ、大変よ!!」






　唐突に、洗濯場へ誰かが飛びこんで来た。






「え――ぐっ!?」






　大きな声にエリノアが振り返ろうとした瞬間、猛烈な勢いで駆けて来たその婦人――エリノアと同じ制服を着た侍女は、エリノアの襟元をがしっと引っつかみ――そのままＵターンして、今来た道を駆け戻りはじめた。






「!?　!?　せ、先輩!?」

「来るのよエリノア！」

「へ、あ、わっ……ぁああああっ!?」






　エリノアは、そのまま先輩侍女にずるずる引きずられて行く。






「せ、せんぱい、く、苦しっ……ヴォ、ヴォルフガングっ……お、お願いよぉおお!?」

「…………」






　お願いだからねぇええええ!?　と、連れ去られる間際に叫ぶエリノア。に、思わず無言のヴォルフガング。

　遠くで事態に気がついた騎士たちも慌てている。






「な、なんだあれ……なんだあれ、ブレア様の侍女……!?」

「こ、こわ……見たかあの顔……嫁さんが怒った時の顔とそっくりだった……何事だ……？」

「お、おい、それよりも追いかけるぞ！」

「あ、ああ……」






　二人はどすどすと、先輩侍女と引きずられるエリノアを追いかけて行った。

　そして残されたヴォルフガングは……。






「…………いや、あれは……大丈夫か……」






　突然の出来事に、一瞬唖然としていたヴォルフガングだが……あの光景は、エリノアの王宮勤め中には割りとよく見かける光景である。

　それよりもと、ヴォルフガングは小鳥に化ける。一刻も早く、この王宮内に消えた聖剣を探し出さなければ。──と、魔物は。今見たエリノアの必死にも間抜けな姿を忘れることにした。

















２　木登り要員エリノアと、怖いお姉さん












「ひーっっっ！」






　エリノアは叫んだ。

　王宮の外。建物の傍に立つ木の上で。精一杯に腕を伸ばしながら。






　なんとも情けない声だが仕方がない。

　それは幹のしっかりした比較的登りやすい木ではあったが、何せ今いる場所の高さが怖い。

　だというのに。そんな場所で、エリノアが利き手の指先から脇腹、右足までをピンっと一直線に、めいっぱいに伸ばしても……その、目当てのものには指がかするだけ。せめて二本の指が届けばつまむこともできるのだが……。

　木はもうこれ以上うえは、枝が細くなっていて登れそうにない。






　困ったエリノアは、木の幹にしがみついたまま上を見上げる。

　深緑の梢の一枝に、黒い一枚の上着。

　飾りはないが、一目で安物ではないと分かるその上着は……エリノアの主人、ブレアの所有物である。

　エリノアは高所に青ざめながら渇望する。あれだ、あれが取りたいのだどうしても！

　しかし……いくら願ってみても、枝に絶妙な引っかかり具合の上着は落ちてきやしない。






（……何故……このような事態に……）






　必死に木につかまりながら……エリノアは、いったいどうして自分が年甲斐もなく木登りなどに、それも勤務中に――興じる羽目になったのだろうかとげっそりする。

　と、そんな青ざめる娘に、木の下からやや緊張感に欠ける声がかけられた。






「エリノア～、悪いわねぇ～」






　声の主は……同僚のややお年を召した先輩侍女、セレナである。






「ごめんねぇ、私がもうちょっと若かったら登るんだけど……なんせこの前痛めた腰が痛くて……大丈夫？」

「は、はい……大丈夫です……」






　エリノアが青い顔ながらもなんとか頷くと、侍女セレナは、まあ頼りになるわねぇと嬉しそうである。そのほこほこしたのどかな顔を見ると……とても怖いからできませんとは言えないエリノアであった……。






　――ことの発端はこうだった。

　彼女セレナは本日忙しい主人のために、宮廷の執務室まで衣類などを届けに行った。が……。

　その帰り道、王宮と宮廷とをつなぐ道を歩いている時に、彼女は取り替えて持ち帰って来た王子の衣類や仮の寝床用のリネン類を、数点突風にさらわれてしまったそうなのである。

　そしてさらわれた衣類たちは広い王宮の庭園のほうへ飛んで行き――……慌てた彼女が同僚に助けを求め、現在に至る。

　つまりそのうちの一点が、現在エリノアが脇腹をつりそうになりながら手を伸ばしている、あの上着である。とどのつまりエリノアは、ブレアの私室付き侍女の中で一番若いゆえに、木登り要員として連れてこられたというわけであった……。






　まあ、確かに普段から腰が痛いと訴えるセレナには木登りは厳しいだろう。

　……そしてついでに状況説明しておくと……例の押しかけ護衛騎士たちは、すでに他の衣類を拾いに王宮の庭に散って行った後である。

　何せ、彼らの大好きなブレアの衣類。事態を知った途端、彼らは目の色を変えて。エリノアそっちのけで回収に走り去って行った。

　まあ……あの筋肉の塊のような男たちでは、この木の枝の細さを考えると、きっと重すぎて登れなかったことであろうし……何よりも、彼らはあまりにガサツすぎて、とても任せる気にはなれないとエリノアも（セレナも）思ったのだった……。









「よ……よし！」






　さて、エリノアは深呼吸してから、もう一度上着に手を伸ばす。が――しかしやはりダメだった。

　ブレアの上着は指の腹には触れるものの、それがやっとで。袖が枝に引っかかっているのか、手繰り寄せることができない。

　なにせ物が物である。王子の衣類がかなり高価であることを当然知っている侍女エリノアは、それを破いてしまうかもという危険を犯してまで、無理に引っ張る気にはとてもなれなかった。しかし、諦めるわけにもいかないのが実情だ。






「ダ、ダメだ……やっぱりなんとかもう少し上によじ登ろう……」






　エリノアはちらりと下を見て、ゴクリと喉を鳴らす。

　彼女が立っている場所の高さは、丁度少し先にある王宮の建物の一階と二階部分の境目と同じくらいで。ものすごく高いというほどではない、が……。

　悪いことに、傍には池があった。

　落下して転がろうものなら落下ダメージに加えて水没の危機である。自分のそそっかしさをよく知るエリノアは、自分が池にハマる気がしてならなかった……。






「……いや！　恐れていては何も始まらない。なせばなる……！　……はず！」






　エリノアは意を決して、つとめて慎重に、なんとか木肌の凹凸に足をかけ……。






　と――。






「うっ!?」






　スコーンッ！　と――唐突な衝撃だった。

　エリノアが恐る恐る足をあげた時。その後頭部に、突然、小石でも投げつけられたかのような衝撃が……。

　それはさほど痛くはなかったが、急なことに驚いて。足を滑らせたエリノアは――慌てて幹に抱きついた。と、同時にぽちゃんと音がする。






「……っ、っ、……あ、……危なかった……な、何、今の――」






　……と、幹につかまったまま振り返ると、その顔面に――何か白い塊が高速で飛んで来た。






「ぅっわ!?」






　思わず身構えて目を閉じると、次の瞬間、頭に、わしっ……と、何かが爪を立てる。






「ひ……」






　首をすくめるエリノア。と――






「……おい、何をやっている。……聖剣が見つかったぞ」






　憮然とした聞き慣れた声に、エリノアが、あっと瞳を開く。

　すると、頭から感触が離れ、ととと……と、素早い動きで、傍の枝の上に小鳥の姿が現れた。






「ヴォルフガング！　見つかったの!?」

「ああ。すぐ近くの王宮内で発見した。……何をしている、急げ、どうもやっかいな状況に巻きこまれているようだったぞ」

「え、えぇ……でも……」






　エリノアは困惑したように顔を上げる。

　若いとはいえ、運動音痴気味のエリノア。必死にここまで来たからにはあの上着は取っておきたかった。

　と、すぐさま状況を察したか。小鳥ガングが、上着に向かって小さな羽を振る、と――

　頭上の枝がまるまるボキッと折れて……

　ブレアの上着をのせたまま、驚くエリノアの元までゆっくりと降りてきた。






「さっさと行くぞ！」






　――さすが魔物。やることが乱暴である……。









　　　　　＊　＊　＊









　王子の住まい前の廊下は広い空間が設けられている。

　エントランス入口の両側には大きなガラス窓があり、その前にはそれぞれ来客用の上等な長椅子が据えてあった。

　その長椅子に腰を下ろし、令嬢たちに取り囲まれたテオティルは、不思議そうな顔で彼女たちをじっと眺めていた。

　あれやこれやと理由をつけて、ここまで強引にテオティルを引っ張ってきた令嬢たちは、きゃあきゃあと実にかしましい。

　特に――テオティルの隣に陣取ったオフィリアはいたくご機嫌で。青年の腕に手を添え身を乗り出して、その整った顔をまじまじと堪能している様子だった。






「本当に美しいこと……名はなんと言うの？　歳は？　王宮の者ではないでしょう？　誰かに仕えているのかしら……うちに来る気はない？　いくらでも払うわよ」






　オフィリアがそう言うと、テオティルの反対側にいた取り巻き令嬢が黄色い声を上げる。






「ずるいわオフィリア様……私だってこの者が欲しいです！　うちはどう？　父は高官よ、うちに来たらいい暮らしができるように取りはからうわ！」

「あらうちだって！」






　普段はあまりオフィリアには逆らおうとしない取り巻き令嬢たちも、稀に見る風貌のテオティルにすっかり興奮し切っている。

　オフィリアが眉をしかめた。






「ちょっと……ずるいってなんなのよ……」

「だってオフィリア様にはクラウス様がいらっしゃるでしょう？　他の男性なんて必要ありますこと？」






　令嬢はオフィリアを案じるようなふうを装う。






「そうですわよ、ビクトリア様だってなんとおっしゃることか……私の家に仕えさせれば、オフィリア様だっていつでもこの者を愛でることができるようになりますわよ」

「……何を言っているの、ただの使用人よ。私がどんな使用人を抱えようと、ビクトリア様たちが口を挟むことではないわ」






　ふんとオフィリアは鼻を鳴らす。直前にクラウスに門前払いをくらったせいか、少し反抗的な気分になっているらしい。その気晴らしに強引に構いはじめたものの、間近で見ると、その青年の人間離れした美しさはいよいよ彼女達の心を虜にした。令嬢たちは、すっかりテオティルを家に抱えこむ気になっている。






「あの……」






　勝手な言い合いに、困惑した顔のテオティルは令嬢たちに声をかける。が、彼を挟み、誰の家に召しあげるかで喧々諤々けんけんがくがく言い争っている令嬢たちはちっとも耳を貸さない。どうにも、テオティルを美術品か何かと勘違いしているような節がある。テオティルは、ため息をついた。

　もういっそここで転移してエリノアの傍まで帰ろうか。

　しかしながら、それは自宅にいた時、女豹婦人コーネリアグレースから禁じられたことでもあった。

　婦人は言った。






『ご主人様に迷惑をかけたくないなら不用意に人前で力を使わないこと』……と。






　テオティルの頭の中で女豹婦人がくるくる踊りながら言う。






『臣下ならば主人に迷惑をかけてはいけません。エリノア様も陛下も普通にお暮らしになりたいと仰せです。ならば、外部の者の前では外部の者の常識に合わせて目立たぬようにすること！』






　分かったわね？　と……。






「……うーん……」






　婦人に言われたことを思い出したテオティルは唸った。

　今、自分を取り囲んで騒いでいる娘たちは、どう考えても〝外部の者〟で。

　ここで転移して姿を消すことは、女豹婦人の禁止事項にバッチリあたってしまうのだろう。






「……」






　ではこの者たちの前でなければいいわけだ。そう理解したテオティルは長椅子から立ち上がろうとした。が、それはオフィリアと令嬢たちに引き止められる。






「どこへ行くの？　許可もなく立ち去ることは許さないわよ」

「…………」






　テオティルは令嬢の高圧的な顔に眉をひそめる。






　と――。

　そこへ、通りかかった者があった。

　その者は、騒いでいる令嬢たちに目を留めると――足を止め、グッと眉を持ち上げてドスの利いた声を出す。






「…………ちょっと……あんたそこで何してんの……？」

「「え」」






　王宮には不釣り合いな響きであった。令嬢たちがとっさに顔を上げる――と。

　そこには、目をしらっと細め、じっとりとした顔でこちらを見る――






「ル、ルーシー・タガート!?」






　廊下に仁王立つ、赤い巻き毛の令嬢の登場に――オフィリアが「うっ」と、顔を引きつらせた。

　ルーシーは柄の悪い半笑いの顔でオフィリアたちが腕を絡めているテオティルを見た。――ただし、目はひとつも笑っていないのだから恐ろしい。

　ルーシーは言った。






「……その……無駄に目に刺さる美形は……うちの（義妹の）身内なんだけど……？　なーんであんたたちと一緒にいるのかしらぁ……？」






　……その瞳、威圧感……。






　まるで獲物を狙う鷹である……。

















３　怒れる拳と、鎮火の泥












　怪しむような顔で、第三王子の住まい前の廊下で立ち止まったルーシー。

　その目に睨まれたオフィリアは、身をすくめて――しかし、こちらも威勢だけは負けてはいない。






「う、うるさいわね！　あんたに関係な……ぇ……!?　この男……あなたの家の者なの!?」






　オフィリアはぎょっと、隣に座るテオティルを仰ぎ見る。テオは……。






「……」






　ひとまず空気を読んで黙っておくことにした。

　ルーシーは、オフィリアを上から睨んだまま、ずずいと――エリノアが見ていたらキレそうなチンピラ顔で――彼女たちのほうに近づいて行く。






「だったらなんなのよ？　なんか文句あるの？」

「ちょ……」






　そのしかめた眼光の威圧感たるや……ひるんだオフィリアは、堪らず隣にいたテオティルの背の後ろに身を隠す。しかし、ここで引き下がるのはルーシーに負けるようで嫌だった。






「あ、あんたたちみたいな筋肉一家にこんな美しい男が相応しいわけないでしょ！」

「はぁ？」






　ルーシーは呆れたようにため息をつく。






「……全く……美しいものを見るとすぐ手を出そうとするんだから……ほら！　さっさとその色惚けした手を離しなさい！　あんたも立つ！　とっとと家に帰るわよ！」






　ルーシーは叱咤を飛ばし、令嬢たちを解散させようとした。






　と――おやおやと……誰かが言った。






　それは、表面的には穏やかな……だが、嘲りを含んだ声だった。

　声は続ける。






「随分、楽しそうだね――オフィリア」

「!?」






　その声に、場にいたテオティルとルーシー以外の者たちがギクリと身を震わせる。

　全員がほぼ一斉に振り返り、そして、そこにいた青年を見て――その不穏な笑顔に、オフィリアの顔がさっと血の気を失った。






「とても賑やかだったから様子を見に来たのだが……まさか君だったとは……」






　青年の笑い声を聞いて、テオティルに見とれて廊下に立ち止まっていた使用人たちが、慌てた様子で立ち去って行く。

　クラウスの棘のある視線は、テオティルとその背中に寄り添う形で座っているオフィリアに注がれていた。






「ク、クラウス様……」






　オフィリアは狼狽えながらテオティルから離れると、長椅子から立ち上がってかしこまる。他の令嬢たちも慌ててそれに倣い、こわばった顔を床に向けた。

　そんな中、クラウスの登場にも動じなかったルーシーが、彼に向かって視線と身を沈める。






「これは殿下、ご挨拶いたします。ご機嫌いかがですか？」






　決して良くはなさそうだと思いながらも……ルーシーが王子に折り目正しく淑女の礼をとると、彼はそんなルーシーをチラリと見て鼻を鳴らし……すぐに視線を外す。






「タガートの娘か……オフィリア……君ともあろうものが、こんな跳ね返りと一緒になっていったい何を？　下品にも男を取り合っていたように見えたけど？」

「……い、いえそんな……」






　きつい口調にオフィリアが言葉を詰まらせる。『跳ね返り』扱いされたルーシーは、お辞儀をしたまま王子に悟られぬように舌打ちを漏らす。（「こちとら生まれた時から跳ね返ってますけど何か!?」と──言いたいが、我慢した。パパの為に）

　クラウスは不快そうな視線を、じっと己を見ているテオティルの頭の先からつま先までに走らせて。その際立つ容貌へか、あからさまに苛立つような顔をした。そしてやはりオフィリアと同様、テオティルの服装を値踏んで吐き捨てる。






「なんだこの身分の低そうな男は……オフィリア、まさか君がここに連れて来たのか？」

「そ、そうではありません！」

「卑しい身分の者を囲んで喜んでいるなど嘆かわしい……君はもしかして私の婚約者としての自覚がないのかな？　君が何をしていようがどうでもいいが、お願いだから私の品位を落とすようなことだけは控えてくれよ、その座を追われたくなかったら」






　王子の吐き捨てた言葉に、オフィリアが傷ついた顔をする。それを見た公爵家の従者が、主人を案じるようにオフィリアに寄り添って。堪らず王子に悔しそうな視線を向ける。……と、クラウスはそれを見逃さなかった。






「なんだその目は……？」






　クラウスの冷淡な目が従者を刺し、鼻を鳴らす。






「主人が叱咤されて悔しいのか？　は！　主人思いな僕しもべだな……」






　クラウスは小馬鹿にしたように嘲笑いながら、いいだろうと愉快そうに言った。






「ならばその忠心、どれほどのものか見せてもらおうか」

「クラウス様!?」






　次の瞬間、オフィリアの戸惑ったような悲鳴が上がった。

　クラウスが、驚くオフィリアの指から、そこにはめられていた黄金の指輪を抜き去ったのだ。

　クラウスはその指輪を手ににやりと笑う。と、彼は傍の窓を己の侍従に開けさせて、唐突に――。






　――外に向かって指輪を力一杯に、投げ捨てた。






「な……っ、王子!?」






　再び悲鳴が上がり、真っ青になったオフィリアが呆然としている。オフィリアの従者は慌てて窓辺に走り寄ったが――小さなリングは広い庭園に消えて、どこに落ちたのかすらも分からなかった。






「な、なんてことを……」






　クラウスは笑いながら立ち尽くす人々を見ている。






「さぁて大変だ。君が私の婚約者であるという証の指輪がどこかへ行ってしまった。確か、あれは私の母上が特別豪華にあつらえさせたものだったよね？」

「ク、クラウス様……お、お許しくださいっ」






　オフィリアはへなへなと絨毯張りの廊下に膝を落とした。

　クラウスの言うとおり、今投げ捨てられた指輪はオフィリアがクラウスの婚約者に確定した時に贈られた大切な金の指輪で。彼女の〝王族の婚約者〟としての身分を証明するものでもある。

　指輪には王家の印が刻まれているだけでなく、派手好きな側室妃の求めで特別に大きくて高価な宝石があしらわれていて……もしそれを失くしたなんてことになれば、側室妃は烈火のごとく怒るだろう。

　しかも、それを投げ捨てたのが彼女の息子だと抗議してもきっと無駄なのだ。側室妃は溺愛する息子の非を認めないだろうし……もしくは、そんな暴挙に走らせるほどに王子を怒らせたのかと、逆に叱責を受けるのが関の山だった。

　それが分かっているオフィリアは、ついに床の上で泣き出して……。

　しかしそんな彼女をクラウスは蔑むようにせせら笑いながら、傍で呆然としている従者に言った。






「ほら、さっさと探してこいよ。主人に忠誠を誓っているんだろう？　あの指輪をなくしたなんてことになれば、オフィリアも公爵家もただではすまないぞ」

「！」






　オフィリアの従者は青い顔で転がるように廊下を走って行った。

　その慌てぶりを一頻ひとしきり笑ったクラウスは、崩れ落ちたオフィリアを冷たい顔で一瞥すると、鼻を鳴らしてさっさとどこかへ行ってしまった。そこには一欠片の愛情もあるようには見えなかった。

　残されたオフィリアは、絨毯の上で嗚咽を漏らして泣いている。だが、いつの間にか、彼女の傍にいたはずの取り巻き令嬢たちの姿がない。どうやら王子の不興を買ったオフィリアに巻きこまれるのは御免だと、彼女たちも立ち去ってしまったらしい。

　そうして一人涙するオフィリア。その耳に――ふいに、舌打ちが聞こえた。令嬢は弾かれたように赤い目を上げ――






　……た、途端、ギョッとする。






　舌打ちの主。そこに腕組みして仁王立ちしていたルーシーは……。

　強烈な鬼顔でギリギリと歯軋りしている。その口から、不意に低い言葉が漏れる。






「……やっぱり……王子ってのは……」

「え……」






　睨むような顔でオフィリアを真正面から見て、ルーシー。






「さすがに……殴ったらまずいわよね……？」

「は……？」

「ダメ、よね……ダメ……かしら……？　案外……いけるんじゃない……？」






　恐ろしい幽鬼のような顔で問われたオフィリアは唖然とする。






「ちょ……っ!?」






　ルーシーの瞳がだんだんだんだん仄暗い色となり……その拳が、ぐ……っと、怒りすぎて青ざめた顔の前で握られたのを見て――オフィリアが慌てて立ち上がった。涙も引っこむ恐ろしさである。






「ば、馬鹿じゃないの!?　ダメに決まってるでしょう！　何考えてるのよあなた！」

「だって死ぬほどむかつくわ。なんなのあいつ……もちろんあんたも悪いのよ!?　婚約者のある身でよその男にくっついたりして！　迂闊にも程がある！」

「ひっ！」






　ルーシーに吼えるように叱咤されたオフィリアは首を竦める。が、やはりルーシーの怒りの矛先はクラウスに向いているようだった。






「でも……一度の失態で、実家まで危機に晒すような罰を与える真似、する必要がある!?　それはあんまりでしょ！　仮にももうすぐ夫婦になろうかという相手なのよ!?　王族と言えど、相手に過失があったなら話し合って共に解決して行かないと──なんなのあの冷酷な態度は！　思いやりのかけらもない！　あー……一度と言わず、百回くらいボコボコにしてやりたい……」

「ばっ……」






　怒り心頭という顔で王子のあとを追おうとするルーシーに、オフィリアが必死に取りすがっている。

　ルーシーは、とにかく、身分を鼻にかけて、偉そうに踏ん反り返っている人間が大嫌いである。彼女自身は拳が強いのも踊りが上手いのも、努力あっての賜物だが。貴族社会の中では、そういった努力が、彼らの身分を笠に着るような行為に踏みにじられることも多い。

　それにだ、いくらオフィリアに非があったとはいえ、婚約者に『どうでもいい』などと言われてしまった女の悲しさはどれほどだろうか。自身も片思い中のルーシーは、そこに一番腹が立ったらしい。






「せめて一発！　国とパパの為にも、ここらでクラウス王子の性根を一度叩き直したほうが──」

「お、落ち着きなさいルーシー・タガート！　そんなことしたら……一族皆処刑されるわよ！　ちょ、やめなさいったら!!」






　ルーシーを引き止めるオフィリアは、しかしズルズルと彼女に引きずられ……なんて馬鹿力なの!?　と、また別な意味で青ざめて……。従者も不在でどうしたらいいのだと、助けを求めるように周囲を見回した、時――。






「――あれ？　そこの恐怖の鬼顔お嬢様は……もしかしなくても我が姉上様では……」






　戸惑ったような声がした。






「え？」

「……ん？　エリノ──……ア？」






　かけられた声でやや正気に戻ったらしい猛獣令嬢が振り返る。その目がエリノアを捉え──た、途端。ルーシーの殺気に満ちていた瞳がギョッとする。






「ちょ、何その格好……っ!?　エリノア！」






　ルーシーは、オフィリアの手を振りほどくと、一目散にエリノアに駆け寄っていった。

　そこに立っていた娘は泥だらけだった。……特に手と膝から下がひどい。

　エリノアが動くと、茶色い滴が下にしたたり落ちる。彼女の背後を覗くと、廊下には泥のあとが続いていて、彼女が歩いてきたらしい道筋がはっきりと分かった。






「な、何があったの!?」

「へ？」






　驚いたルーシーがエリノアの肩をつかむ。と、娘は令嬢の勢いにびっくりしたような顔をした。

　しかしルーシーには、王宮侍女である義妹がこんな恰好で、しかも、王宮の廊下を汚してまで、第三王子の住まいの前に来ているということが、ただごとではないと思えた。ルーシーは不安そうな顔でエリノアを見ている。

　……そんな令嬢の後ろでは……彼女を引き止めようとしていたオフィリアが、とりあえずルーシーの殺気が消えたことにホッと胸を撫で下ろしていた。と――。






「エリノア様！」






　誰かがその横を風のように駆け抜けた。






「え……？」






　――テオティルだった。






　オフィリアは唖然として……目と口をぽかんと開く。

　その、先ほどまでは自分たちがいくら話しかけようともニコリともしなかった青年が――泥だらけの侍女に向かって心から嬉しそうに微笑みかけている。

　青年は、ルーシーの手からエリノアを取り上げると、泥も気にせずに彼女を優しく抱え上げた。そうして激しく頬擦りをする青年に、侍女はげっそりした顔で応じる。






「テ、テオ……な、なんでよりによってクラウス王子の住まいこんなところに……」

















４　ヴォルフガングは石投げ犯と間違えられた……












　それでどうしたのと赤髪の義姉は心配そうに問う。その視線はエリノアが怪我をしていないのか見回していて。テオティルが義妹を抱きしめているのがとても鬱陶しそうだった。

　そして泥だらけの娘に怪我がないと知ると、ルーシーはホッとしたのか――グイッと瞳を吊り上げる。






「あんたねぇ……いったいなんなの、足も手もドロドロじゃない！　王宮の廊下をこんなに汚すなんて……心臓に悪い！」

「す、すみません……」






　鬼顔のルーシーに肩をすくめながら――エリノアは恐る恐る後ろを振り返り……途端、頭を抱えた。

　長い廊下の床には、中央に貴人が歩く場所を示す真紅の絨毯が敷かれている。使用人たちは絨毯のない端を歩く決まりなのだが……その端――大理石の床には、エリノアがつけただろう泥の足跡が点々と続いている。






「あああぁ……そうだった……」

「あああじゃないわよ……どういうこと？」






　青ざめる娘は、背後の惨事に今気がついたらしい。

　ガックリと頭を落としたエリノアは、それがですね……と、このような有様になったわけを語りはじめる……。






「――私、さっきこの近くの庭園で木登りをしていて――」

「アホなの？」






　すかさず義姉に鋭い突っこみをうける。言葉で殴るような、間髪入れない切り返しだった。






「う……」






　鷹の目の令嬢は上から義妹を睨み下ろす。






「王宮の庭園で木登りって……それで何よ!?　木から落ちて下の池に落ちたわけ！」






　ある程度的確なエリノアの行動予測をしてくる侮あなどれない義姉。






「おや……エリノア様……池に落ちられたのですか？」






　エリノアを背後から抱きしめているテオティルが心配そうに聞いてくる。が、エリノアは慌てて違うと手を振った。






「ち、ちが……何もわたくしめ登りたくて登ったわけでは……そして、違います！　今日は池にハマってません！　本当です！」






　傍にいたオフィリアまでもが、涙目のままエリノアを呆れ顔で見ていて。エリノアは尚更うろたえた。

　このままでは自分はとんでもない跳ね返り侍女にされてしまう。王宮侍女なのに……そんな認識を王子の婚約者に持たれては一大事である。エリノアは慌てて自分のエプロンのポケットに手を突っこんで、中から白いハンカチを引っ張り出した。

　そして勝ち気そうな顔を呆れで満たした令嬢たちの前に、それを持ち上げる。






「な、何よ……？」






　泥だらけの娘から、鼻先にぐいっと捧げられたハンカチに――オフィリアは不審そうな顔をした。

　――と、娘の片手が折り畳まれていた上布をそっと持ち上げて――。

　そこにあったものを見たオフィリアが――あ！　と、高く叫んだ。






「こ、これ――」






　オフィリアは目を瞠って包まれていたものを手に取った。

　それは、オフィリアの手のひらの上で眩く黄金色に輝いている。






「わ、私の…………指、輪……？」






　令嬢は顔をこわばらせて息を吞む。先ほど自身の婚約者本人に、放り捨てられた指輪だ。認めたくはないが自分にも非があることは分かっていて。――でも、あんなふうに投げ捨てられて――もう見つからぬのではないかと――。

　このまま王子に指輪と同じように切り捨てられるのではないかとオフィリアは恐ろしくて――……。






　……だが、指輪は再びオフィリアの手に戻った。

　リングにはしっかりと王家の紋章が刻まれている。

　確かにそれが自分のものであると知ると、オフィリアは言葉をなくした。それをもたらした娘に彼女は戸惑いと驚愕を浮かべた瞳を向ける。その娘にはいい感情がなかった。それどころかひどく侮辱した覚えすらあって……。

　と、その様子を隣から覗きこんでいたルーシーも、目をまるくして言った。






「エリノア……オフィリアの婚約指輪じゃない……！　どうしてあんたが……？」






　二人の言葉を聞いたエリノアは、ホッとしたように笑顔になった。






「よかったぁ……やはりそうでしたか！」






　嬉しそうなエリノアの顔を見ると、オフィリアは余計困惑する。が、エリノアが嬉しそうな顔をしたのは一瞬だけだった。彼女はすぐにハンカチをポケットに収めて、申し訳なさそうな顔をする。






「ええと、拾った経緯はまた今度でもよろしゅうございましょうか……申し訳ありませんが、わたくしめ廊下を掃除しなくては……」






　王宮を汚したままにしておいては大ごとになってしまう。

　エリノアは、テオティルに背後から抱きしめられた格好のまま、二人にペコリとお辞儀をして。のしかかってくる青年を引きずりながら、くるりと身を返して行った。






「……ぁ……」

「エリノア！」






　廊下を駆け戻って行くエリノア（と、テオティル）を見て、唖然とするオフィリア。隣にいたルーシーは、慌ててスカートの裾をつかむと、エリノアを追いかけて走って行った。






「…………」






　残された令嬢は――。

　遠ざかっていく三名が廊下の向こうに消えると……呆然とした視線を己の手のひらの上に落とす。






「……」






　黄金の指輪は、そこで静かに、清らかに輝いていた。


















「……――それが――木登り中突然飛んできたんです。頭に」






　廊下の床に膝をつけたエリノアは、右手で雑巾を前後左右にせわしなく行き来させながら、ルーシーにそう言った。






「飛んで……ああそうね、クラウス様が思い切り投げていらしたから……そう、あんたの頭に当たったの……」






　傍でモップを動かしていたルーシーは、運がいいんだか悪いんだかと、苦笑を浮かべて義妹の話を聞いている。






「最初は、どこぞの厳しい魔物にでもさっさとしろと頭に石でも投げられたのかと思ったんですが……」

「……は？　魔物？」

「あ……い、いえ、その……し、仕事に厳しい悪魔のような――上役様？　とか？」






　不可解そうな顔をしたルーシーに、エリノアはしまったと慌てて手を振っている。






　――オフィリアの前から去った後。とりあえず水場で自らの泥を綺麗に洗ったエリノアは……現在ルーシーたちと共に、廊下の掃除を行なっていた。

　もちろんエリノアは、使用人でもない令嬢ルーシーには、掃除など手伝ってもらうわけにはいかないと断ったのだが……。

　体育会系な義姉に、『パパと武道の稽古をしている時の私のほうがよっぽど泥だらけよ！』……と、やや強引に押し切られ今に至る……。

　そんなわけで。エリノアが雑巾で泥汚れを落とし、ルーシーがそこをモップで拭き……テオティルは、水の満たされたバケツを持ちながら、ニコニコと二人の後をついて歩いていた。

　そうして作業しつつ、エリノアはルーシーにあの指輪――オフィリアがクラウスから贈られた婚約指輪を見つけた経緯について話をしていたというわけである。

　そうそれで、とエリノアは話を続ける。






「木を下りようとしたら……」

















５　謝礼は十二割。byルーシー












　……――ブレアの上着を木の上から回収して。〝どこぞの厳しい魔物〟ことヴォルフガングと共に木を下りようとしたエリノアは……途中――ふと、傍の池の中でキラリと光るものに気がついた。

　その池は、庭園の景観の一つとして作られた広い池で、深さはそう深くない。水際には整えられた草が生え、池の中には水草が浮かぶ。

　その、やや王宮寄りの岸辺の近く――エリノアが登っていた木から少しだけ離れた水中で、何かがキラキラと太陽の光を受けて輝いていた。

　水面の煌めきとは違う光に、エリノアはなんだろうとつぶやいた。

　……と、傍にいた小鳥が急に、まるで警告するように、ピッと鋭く鳴いたのだ。

　視線を向けると渋い顔の魔物は言った。『何やら不穏な気配を感じる、ほうっておけ』と。






『へ？　不穏……？』

『……どうやらかなり値のはる代物のようだが……虚栄心……嫉妬、怒りに執着……人間の作り出した物にしては強い負の感情がこもっている。グレンにでもやれば喜ぶだろうが……あまりお前には良いものではないぞ』

『ええ？』






　グレンが喜びそうなと聞いたエリノアは訝しげに眉間を寄せて……。






　――しかし。






『お、おい……!?』






　ヴォルフガングが驚いて声を上げた。

　小鳥が見ている前で……エリノアはおぼつかない様子で木を下りると、水辺にブレアの上着を置いてから、池に足を踏み入れて行った。水の中をそろりそろりと進んでいく娘に――ヴォルフガングは慌ててその肩の上に舞い降りた。






『何をやっている！　ほうっておけと言っただろう！』






　しかし娘は足を取る池中の泥に苦戦しながらも、立ち止まらなかった。






『いやだって……お仕えしている身としては王宮の落とし物はほうっておけないわよ……』






　使用人としては、王宮内の遺失物は回収する義務があった。だってそれは、エリノアたちの主、王家の人々の持ち物である可能性が高い。それが高価なものだというのなら、おそらく間違いなくそうだろう。

　それに……侍女セレナが洗濯物を風にさらわれた一件もあったわけで……。

　その持ち主ブレアは虚栄心や嫉妬というものとはそぐわないが、セレナが飛ばした衣類に入っていたという可能性もある。だとしたら、余計に拾わないわけにはいかなかった。

　エリノアは――よろけながら池を進み……。

　水底に揺れる金色の光目掛けて、両手をゆっくりと沈めていった――。









「……――ら……池の中にあったのがあの指輪だったというわけなんです」






　ヴォルフガングとの会話は省きながら、エリノアはそうルーシーに説明した。

　もちろん、拾い上げた指輪に刻まれた印が王家の紋章だとはエリノアにもすぐに分かって。

　しかも、王家の印の下には力の象徴である太陽を模した赤い大きな宝石があしらわれていた。






「どこかで見たような記憶があって……そういえば舞踏会でお目にかかった時に、オフィリア様が似たような指輪をはめていらっしゃった気がいたしまして……だったらクラウス様のところにいらっしゃるかもしれないと、あそこに持って行った次第です」

「なるほど……」

「はい――でも……王家の紋章がばっちり入った指輪だったもので……これは大変だと……ちょっと慌ててしまって……まさか……自分がこれほど泥を振りまいていたとは……」






　エリノアはげっそりして、自分の前に続く廊下を見た。

　美麗に整えられた格式高い廊下には、まだまだ己が残した泥汚れが点々と続いていて。それは王族たちの住まいであるこの王宮には、決してあってはならないものだった。






「……本当にすみませんお姉様……私もまさか、あんな貴重な宝物を池の中から拾うなんて思ってもみなくて……」

「まあ、そうよねぇ」






　それは普通池の中になどあるはずのない代物だ。

　落ちていた指輪の紋章を目にした時点で、娘は血の気が引くほど驚いたのだ。

　普段そういった王族たちの貴重な品々は、使用人たちの中でも特に主人たちの信用が厚い者たちのみで厳重にあつかわれる。上級侍女になったばかりのエリノアは、まだそんな物をあつかえる機会はなくて……はっきり言って、高価な上に特別な意味を持つ王家の宝は……持っているだけでも震えるほどに緊張した。

　――そしてエリノアは──気がつくと、あわあわ言いながら走り出していた。

　正直なところ、先ほど義姉の鬼顔を見るまでは我を忘れていたし、自分が泥だらけだったことも、跳ね飛ぶ泥にも、申し訳ないが気を払っている余裕などありはしなかった……。

　ルーシーもため息をつく。






「もうちょっと落ち着きなさいって言いたいけど……ま、気持ちは分かるわ。あれは王家が拵こしらえた歴代の婚約指輪の中でも特に贅沢な石をあしらったって話よ。確か昔はどこだかの王族の所持品で、以前オフィリアがあれひとつで屋敷が一軒建てられるとかって自慢していたのを聞いたことがあるわ。……たくっ、ちゃんとオフィリアに礼くらい言わせなさいよ！　そもそもはあの子の自業自得なのよ？　王子の前で別の男にうつつを抜かしたりするから……指輪を失くしたなんてことになったらサロモンセン家は大ごとだったんだし、八割くらいの謝礼を取ったっていいくらいだわ……！」






　ルーシーは、エリノアがオフィリアから満足な礼の言葉も聞かずに立ち去ったことが許せないらしい。ぶつぶつ言いながらモップを廊下に叩きつけている。そんな義姉に、エリノアは「八割って」と呆れながら苦笑する。






「何言ってるんですか……無事に持ち主にお返しできてよかったですよ……そんな高価な物、持っているだけで恐ろしい……だいたい謝礼どころじゃないです。だってクラウス様のお住まい前を泥だらけにしたままにしておくと、今度はこっちがクビの危機なんですよ？　せっかく継続的に安定的な職を手に入れたのに、そんなあてにもできないもののためにのんびりなんてしていられませんよ」






　言いながら。早く廊下を綺麗にしなくてはと、一層雑巾掛けに身を入れだしたエリノアに……ルーシーは険しい暗黒顔でギリギリと奥歯を噛む。






「まったく……なんであんたがこんな面倒事を……絶対に今度オフィリアから謝礼を十二割毟り取ってやる……っ」

「いやっ、ちょ、数割増えてませんかお姉様……!?」






　ガクッと項垂れるエリノアであった……。









　ルーシーは、納得がいかないのか、その後もずっとぶつぶつと不平を言い続けた。しかしそう言いながらも、掃除を手伝ってくれる優しい義理の姉に、エリノアは内心ではありがたいなぁと感謝しつつ……彼女の不平は、はいはいと適当にあしらった。そして、そんな二人の後をほのぼのした顔でバケツを持ってついて歩く稀な美貌の青年……。






　一行の奇妙さには、通りかかる使用人たちは皆、怪訝な顔をしている。エリノアは一生懸命なのだが、人々には不審げに見られ、避けられている。そんなありさまを……。

　窓の外から眺めていたヴォルフガングはため息をこぼす。






「やれやれ……」






　小鳥態のヴォルフガングは窓越しに、廊下に必死でへばりついている娘を見た。






　あの時――エリノアが池から指輪を拾い上げた時。

　ヴォルフガングの魔物の目には、指輪の周りに渦巻く毒々しい色がはっきりと見えていた。

　もともと、稀なる宝石には人間の邪な感情が集まりやすい。時に酔狂な魔物が人の争いを狙って、世界に素晴らしい宝石を落とすこともある。そうすると人々は宝石に魅了され、奪い合い、血を流す。それだけでも魔物は喜ぶが、争いの火種となった宝石はそうして数百年負の力にまみれ続けると、魔物には格別な代物にもなるのだった。

　その――エリノアが見つけた血の色の大きな宝石も、さぞ名のある代物なのだろう。が――長い時を過ごすうちに集まった人々の怨念のようなものが禍々しくまとわりついていて。……だから止めたのだ。

　きっと、あれの所有者はあまりいい死に方はしない。触れただけでも、人間はきっと少なからず邪悪な力の影響を受けてしまう。ヴォルフガングはそれをエリノアには触れさせたくはなくて……。






　しかし。






「……」






　ヴォルフガングはその時の光景を思い出して、長い長いため息をつく。






「……まさか……あいつの浄化の力があれほど強いとは……」






　小鳥はつぶらな瞳をエリノアに向ける。

　廊下に這いつくばって泥を拭いている娘。

　あの間抜けな娘が池の水の中で指輪をつかんだ時……一瞬、池の水がたわむように揺らいだのを、ヴォルフガングは──見た。

　唖然とした。

　彼の目には、娘の手の甲にある女神の印が眩く光ったのが見えて――同時に、水中を走る青白い聖の輝きが見えた。

　その瞬間、小さな彼の身体にぞわりと走るものがあって。






　――そうしてヴォルフガングが目を瞠り、我が目を疑っている間に──娘が水中から指輪を持ち上げた時には……その小さなリングからは、既に邪気が祓われていた……。






　ヴォルフガングは言葉を失くした。

　その指輪にはめられていた大きな石には、確かに幾重にも禍々しい気配が溜めこまれていたのだ。永い時代、幾度も持ち主を変え、その度に血や負の感情を浴びてきたのだろうと容易く想像がつくような……。

　複雑に絡み合った邪気は、そう簡単にとき解せるものではない。──はずだと……思っていたのだが──……。






　それが目の前で、一瞬にして根こそぎかき消された。わずかな痕跡すら……残さずに。






『──……』






　指輪は今や娘の手の上で無垢な輝きを放っていて。ヴォルフガングは行使された聖の力に恐怖さえ覚え――……












　……たのだが。






　ヴォルフガングの羽毛に包まれた身体が震えた、その瞬間。

　指輪に刻まれた王家の紋章に気がついた娘が「ぎゃーっっっ!!」……と。強烈な叫び声を上げる。

　その声に驚き、ビクッと身を震わせたヴォルフガング。

　彼の黒い瞳が次に目撃したのは……。






　腰を抜かし、あわあわ言いながら――泥だらけのまま転がるように王宮に向かって行くエリノアの情けない姿であった……。









「……はーなんなんだあれは……」






　ヴォルフガングはなんと言っていいか分からなかった。

　あのような力を持っておきながら、現在娘が行っていることはといえば、己がクビにならない為の泥掃除である……。

　聖なる力の持ち主として世に出れば、様々な栄光を手にできそうなものだが――と一瞬哀れに思って――。

　小鳥は、ハッと我に返った。

　いや、俺の知ったことではないと吐き捨てて、小鳥は苦々しく廊下の娘を睨む。

　娘は義姉に叱咤されながら……聖剣に懐かれながら……ひたすらひたすらに必死で廊下の泥をぬぐっている。

　それを――手伝いたくてたまらない己に気がついて。ヴォルフガングは羽で顔を覆い、なんてことだと呻くようにため息をついた。






「……くそ……勇者め……間抜けヅラをしおって……負けぬぞ俺は！」

















６　失敗！　異臭放つ洗濯物、騎士の目論見。












　――その頃。






　己の居所に戻ったブレアは、再び気落ちした様子で立っていた。






「…………」






　彼が見回して落胆しているのは、ブレアの住まいの中にある侍女たちの作業場だ。

　中には備品類を置いた棚のほか、大きな作業用のテーブルと、休憩用に使われる小さなテーブルと椅子などが置いてある。






　中には、誰の姿もない……。いや……みんな背後にいるのだ。彼の探す者を除いた全員が。






　その〝全員〟こと、彼の私室付きの使用人たちは。皆、帰って来た主人を喜んで出迎えたのだが……。しかし、皆、すぐに、しまったなという表情で互いに顔を見合わせた。

　何故ならば……皆、主人がどうしてここへ帰ってきたのか。どんな期待を抱いてその部屋を覗きに来たのか──どうしてその肩が今しょんぼり無言で落とされているのかを知っている。

　……が……。

　さらに今日はおかしなことに……ブレアの隣で、もう一人の男、騎士オリバーが顔面を押さえてうなだれている。






「…………すみません……ブレア様……」

「……オリバー？」






　何故か己以上に落胆した様子を見せる騎士に、ブレアが不思議そうな顔をしている。

　しかし、騎士のこの落胆には理由があった。






　――この日の午前中。大量の洗濯物をエリノアに押し付けた騎士オリバー。

　洗濯物を清潔な状態に戻すには、まず洗濯をこなし、さらに繕い物をしなくてはならない。

　しかもあの量である。絶対に、今日の彼女の居場所は、侍女たちの作業場ここか洗濯場に限定されるはずだとオリバーは思っていたのだ。

　そうして彼女の居場所を特定できるようにしておけば――きっとブレアが仕事の合間を見て娘に会いに戻った時も、確実に二人を引き合わせられるものだと……。






　思っていたのだが。






「……」






　……残念ながら……ここに来る前にそれとなくブレアを立ち寄らせた洗濯場にも、この作業場にもエリノアはいなかった。

　いや、自分が渡した洗濯物は確かに洗濯場に干されていた。……が、オリバーが王子に会わせてやりたかった娘はいなかったのだ。

　オリバーはこげ茶の髪をかきむしって唸る。






「あ、いつ……！」






　あれだけ大量の洗濯物をかき集めてまで仕込んだというのに何故いない!?

　青年が隣を見ると、ブレアは長いため息をついている。その静かな音に、いたたまれないオリバーは、ブレアから素早く離れると、そこでおろおろ主を見守っていた侍女たちに小声で尋ねる。






「おい！　なんであいつまたいないんだよ!?　どこいった!?」






　せっかくやっとのことでブレアを執務机から引き離したのに！　とオリバーが嘆くと、そこにいた年配侍女たちは困ったような顔をする。






「さぁ……私たちもちょっと……途中までは王宮の庭でセレナと一緒だったと思うんだけどねぇ」






　――と、そこへ。

　ガハハと豪快な笑い声を立てながら、トマス・ケルルとザック・ウィリアムズ、そしてセレナが帰って来た。






「いやーすべて回収できてよかったなご婦人よ」

「あらあらご親切にー」

「お？　オリバー……に……やや!?　ブレア様もおられるではありませんか！」

「ブレア様お戻りでしたかー！」

「トマス……ザック……お前たち……」






　のんきに帰って来て、ブレアを見た途端パッと嬉しそうな顔で駆け寄ろうとする騎士二人を……オリバーはガシッと、とっ捕まえる。突然首の後ろを握られた二人は、キョトンとした顔でオリバーを見る。その野太い腕にはブレアのものらしき衣類が抱えられていた。






「おい！　新人娘はどこだ!?　お前たち……見とけって言っただろ!?」






　オリバーの言葉に顔を見合わせる二人。






「……おお、そういえば……ブレア様のお洋服に目が眩んですっかり忘れていたな……」

「仕方ないだろ、ブレア様のお召し物だぞ？」

「……」






　オリバーは、のんきにも真剣な顔の二人に頭を抱えている。

　その背に、ヒゲの騎士トマスがぽんっと手を乗せる。






「そう落ちこむなオリバー」

「大丈夫だ、誰かいたよなぁ？　……ん？　あれは誰だった？」

「えー……と？」






　ああでもないこうでもないと言い合う二人にオリバーが顔を上げる。






「誰か？　他の仲間と交代したのか……？」






　いったい誰にと問うオリバーに、二人は首を傾げる。






「？　あいつ……隊服着てたけど、うちの騎士じゃなかったんだっけ？」

「……そういえば最初は見たことない服だったような……もう一人の男も……あれ？」

「あ、違う、違うぞ、侍女が新人娘を拉致（？）しに来た時は、男は一人だった」

「ん？　そうだったか……？」






　覚えてねーなぁとザック。






「おい……かけらも話が見えねぇ！　どういうことだ！」






　らちのあかない二人の会話に苛々とオリバーが割って入る。問いただすと……洗濯場でエリノアの傍に見慣れない男が二人いたと言う。






「男……？」






　オリバーが顔を怪訝にしかめると、トマスが顎ヒゲに手をやりながら首を捻る。






「いい筋肉したヤツと……あれ？　俺、筋肉しか覚えてねーわ。もう一人はどんなヤツだった？」

「キラキラした……男？　あれ？　女だったっけ？」

「うーん……」

「…………はー……」






　どうやら、それしか記憶に留めていないらしい二人に、オリバーが呆れかえっている。






「いや、俺たちも新人娘が『洗濯物くらい干せなければお嬢ちゃまにいずれ幻滅される』とか言って脅かすもんだから必死でさ……」

「お、前ら……っ、お前らの仕事は護衛じゃなかったか!?」






　憤るオリバーに……背後から低い声がかかる。






「オリバー」






　呼ばれた男が弾かれたように振り返る。と、冷静な顔のブレアがそこに立っていた。






「私は仕事に戻る。お前は家に帰って少し休め」

「え……ブレア様……!?」






　ブレアは配下に、あまりカリカリするなと言い残し……。

　一見何事もなかったような顔で居所を後にして行った。そんな王子の姿に……オリバーががっくりうなだれる。






「…………」

「まあ、ちょっとオリバー坊ちゃん大丈夫？」






　ずん……っとその場にしゃがみこんで落胆する熊男に、ブレアの年配侍女が声を掛ける。オリバーは彼女に問う。






「なんでこう……あの二人はタイミングが合わないんだ!?」

「本当にねぇ。どうしてかしら……困ったわ、もしかしてあの二人相性が悪いの？」

「初恋は実らないって言うしねぇ……」

「あらダメよ諦めちゃダメ！　ブレア様は今猛烈にお忙しいんですもの仕方ないわ！」

「そうよねぇ……でもブレア様にはもう少しお休みいただかないと……国の大事とはいえねぇ……一度ブレア様を布団で簀す巻きにして強制的にお休みいただくっていうのはどう？」

「その手はまず王妃様に許可をいただかないと――」






　……わいわい盛り上がりはじめた侍女たちは、オリバーそっちのけであれやこれやと対策を練っている。

　その下で……見事に目論見の外れたオリバーは、ガックリと悔しそうに肩を落とすばかりだ。






「くそ……っ、新人娘のやつ……今に見てろよ！」






　……何やらまた熊とエリノアの間に衝突の起こりそうな気配である……。















　――静かに廊下を進みながら。

　気落ちする己を感じると、自然……ブレアの足が止まった。視線は彷徨うように窓の外に向けられる。






　現状、王国による勇者と聖剣の捜索はうまく行っていない。

　ブレアもほうぼうに捜索隊を走らせたが成果はなく、王宮内も散々調べたものの手がかりすら見つからない。

　それでもやるべきことを淡々とこなすブレアだが、成果の見えない仕事というものは苦痛だ。どんなに忙しくても、わずかでも手応えがあればいいのだが……。






　そんな中、配下たちはしきりに彼に休めと言ってくる。

　もちろんブレアも自分が疲れていることは分かっている。

　しかし、このままでは王国に取り返しのつかない事態が起こってしまいそうで。気はとても休まらなかった。目にする景色も心なしか暗く沈んだ色に見える。






「……」






　ブレアはもう一度ため息をこぼし、廊下の先へ進もうとした。が……。

　その時、不意に。歩きはじめたブレアの瞳が小さく和らいだ。

　長い廊下を見ていた青年は、思い出した。以前――この廊下をエリノアと共に歩いた時のことを。






　それはエリノアがここに来たばかりの頃のこと。

　稽古場に向かうブレアの供をした娘は、カゴいっぱいの洗濯物を抱えていて。

　よたよたと覚束ない足取りで、それでも足を懸命に踏ん張らせながら自分について来た。

　その姿を思い出すと――ふっと心が軽くなる。






「…………やれやれ」






　……またいずれ、ああいったなんでもない日常を送りたいと思った。

　転びそうになったところを彼に助けられ、満月のようにまるくなった緑の瞳を思い出すと……笑みがこぼれる。

　しかし困ったことに……。

　そうなると、今度は会いたいと思う気持ちが強くなった。ブレアの表情を和らげた笑みが、苦笑に変わる。






　ここのところ、エリノアとはずっとすれ違うばかりである。やや強引に城下まで送って行った時以来、顔も見ていない。

　とても会いたいが――国の為にも聖剣は早く探し出さなければならない。

　仕方ないのだと寂しそうに息をつき、ブレアは廊下の先を見据え、執務室に向かって足を踏み出した。






　――と……その途中。

　廊下の向こうから小走りにこちらへやって来る一人の女の姿が彼の目にとまった。

　どこかで見たことのあるその女人は、ブレアに気がつくと、かしこまった様子で頭を下げた。






「これは……ブレア様。ご挨拶申し上げます」

「お前は……」






　それはオフィリア・サロモンセンの従者だった。

　令嬢が王宮を訪れる時は必ず伴われている者で、ブレアも何度も会ったことがある。

　しかし、つまり彼女はクラウス側の人間で……ブレアとは互いにあまりいい印象のない間柄だと言える。

　そんな者が……どうして主も伴わず、自分に声をかけて来たのかが不思議だった。






「どうした。私に何か用か？」

「あの、それが……」






　従者は恐縮した様子でブレアに応じ、内密にして欲しいと前置きをしてから、ここを訪れた理由を語りはじめた。






　――オフィリア・サロモンセンが庭園で婚約指輪を紛失したこと、彼女を含めた従者たちが慌てて探しに行ったが、それが見つからずに困ったことなど。

　ブレアは……言いにくそうな従者の言葉の調子から……どうやら話が大幅に省略されていて、その省かれた部分に、己の弟クラウスが関わっているのではと察するが――。

　その話の中に、唐突に思いがけない者の名前が上がった。






「……エリノアが……指輪を……？」






　思わぬ者の口から飛び出したその名前に、ブレアが驚く。確認するように聞き返すと、従者は神妙な顔で頷いた。






「左様です。もしオフィリア様が、王家から授けられた指輪を紛失したとあれば……当家はどんな罰を受けていたか分かりません。特にビクトリア様は……お怒りになると我々ではどうにも……」

「……」






　従者は言葉を濁らせる。そのわけはブレアにもよく分かった。






「しかしあの方のおかげで、オフィリア様も我々も窮地を救われました。お嬢様の話では……池の中に落ちたものを拾っていただいたとか……」






　従者は感謝してもしきれないと言いながら、実感のこもったため息をこぼしている。が……床を見ていた彼女は、それを黙って聞いていたブレアの眉がぴくりと動いたのには気がつかなかった。






「それでどうしてもお礼申し上げたくて参ったのですが……」






　おいででしょうか？　と従者が顔をあげた時――。






「っ!?　……ブレア様!?」






　――青年はすでに走り出していた。

















７　奇妙な三人組と。












　その時間、廊下に立っていた衛兵たちは。

　彼らの前を横切るようにして、廊下掃除をしている奇妙な三人組を怪訝な目で追っていた。

　三人組は……王宮侍女と。令嬢ふうの気の強そうな娘。そしてもう一人、まるで正殿に飾られた絵画の中からでも抜け出てきたような美貌の男で構成されていた。






　……まあ、先頭をちょこまかと床を拭いて回っている王宮侍女はいいとしよう、と若い衛兵Ａ。

　問題は残りの二名。

　そのうち令嬢ふうの娘には彼らも身元に心当たりがあった。彼女は将軍タガートの愛娘である。

　しかしだ。彼女の名は、本日の王妃の来客予定表に名前があった気もするのだが……それがどうしてこんなところでぶつぶつ文句をこぼしながら掃除をしているのだろうか。

　理由を問いたくても、令嬢は現在とても機嫌が悪そうで。やや乱雑に、大胆にモップを振るっている……正直あまり近寄りたい雰囲気ではなかった。






　……そんな令嬢の穏やかでない様子にもかかわらず、美貌の男はひたすらニコニコと廊下を拭いている。……いや、男は時折座りこんだ廊下の途中で、そこに据えてある石像や飾り物の刀剣に向かって何かを話しかけていた。

「貴殿はどこの山から切り出されておいでになった？」「ほう、あの名峰から……」「廊下に飾られているだけでは退屈では……？　私も長いこと野ざらしで……」……と、……どう見てもそこに人間はいないのだが……。






　それらを目撃した衛兵たちは顔を見合わせて困惑した。

　なんだあれは。いろんな意味で両者共に怖いではないか。そして結局彼らはいったい何故この第三王子の居所まわりをうろついているのだろうか。いや……やっていることは掃除だけど、と。若い衛兵ＡとＢは困り果てた様子である……。






　――そんなこととはつゆ知らず。

　廊下を懸命に拭き掃除していた侍女ことエリノアは、庭園に続く出入り口の枠をきれいに拭き上げてから――弾かれたように顔を上げた。






「よ……かったぁ……！　終わったぁ……っ」






　ホッとした顔には汗がにじんでいる。

　エリノアがそう言うのと同時に、廊下の端にモップをかけていたルーシーもやれやれと肩を回す。






「こっちもよ。じゃあ道具を片付けてさっさととんずらしましょ。ほら、あんたも行くわよ」






　令嬢は、片手でくるりと持ち上げたモップを颯爽と肩に担いで、テオティルに向かって顎をしゃくる。……彼女は本日も可憐なワンピースとヒールの靴を身につけているが……何故だかそんな雄々しい仕草がとてもさまになっている……。

　立ち上がったエリノアはテオティルの傍まで行って、彼に手を差し出した。






「テオ、行こう？」

「？　終わったのですか？」

「ええ本当にありがとう、とても助かったわ」






　エリノアがそう言うと、テオティルは表情を輝かせて立ち上がり、彼女の手を握る。無邪気な顔の聖剣に、エリノアも嬉しそうに笑う。と、その背をルーシーが押した。






「何やってるの、じゃれあってないでさっさと帰りましょ。いつまでもここにいたらクラウス様がお戻りになってしまうわ。見咎められたらまた厄介よ」






　令嬢の言うことはもっともである。とにかく急いでここから離れようと、エリノアがテオティルの手を引いて歩き出すと、その後ろにルーシーが続く。そうして少し歩くと、娘はホッとしたのか振り返って二人に微笑みかけた。






「二人とも本当にごめんね……でもありがとう、おかげで一人でやるよりとっても早く終わったわ」






　直前、散々な洗濯物と戦い、そのあとは木登りで体力を削られていた。自分だけでは掃除は夜中までかかったかもしれないとエリノア。

　安心しきった表情で、後ろを見ながら礼を言う娘の顔に、テオティルも、そして素直ではないルーシーもやや照れ照れと嬉しそうである。






「もうすぐ終業時間だし、家に帰ったらお礼に何かおいしいものを作るわ。大したものはないけどルーシー姉さんもよかったら――」






　――と、エリノアがそう言った時。

　三人の足は廊下の角に差し掛かった。

　すると不意に、エリノアを見ていた二人……ルーシーとテオティルの足がピタリと止まる。






「あ」

「？」

「……え？」






　二人を見上げていたエリノアも、手を繋いでいたテオティルが立ち止まるものだから……身体がカクンと引き止められて。なんだろうと不思議そうに二人を見ると。二人共、エリノアの向こう――進行方向をぽかんと見つめている。






「ルーシー姉さん？　テオ？　どうし――っ!?」






　二人の視線を辿って。前方へ振り向いたエリノアが、ギクリと身体をこわばらせる。格式高い王宮の廊下が見えるはずの視界に――金色と黒の何かが飛びこんで来た。しかも振り返った鼻先をかするような近さに。

　あまりの近さにギョッとして。慌てて跳び退いて距離を少し取ると……金色の物体は黒い衣服の端に施された縁取りの部分であったのだということが分かった。

　どうやら、誰かがそこに立っていて、角を曲がった途端、ぶつかりそうになったらしい。その人物の顔を見上げて――。






「え……？　あっ！」

「…………」






　驚くエリノアを、ルーシーとテオティルは何故だか共に無言で見下ろしている。

　そしてエリノアが見たものは……。






「ブ……レアさ、ま……？」






　腕を組み、じっと佇んでいた主人の顔を認識したエリノアが瞳を瞬いている。一瞬、何故ここにと違和感を感じたエリノアはポカンとして……。

　しかし次の瞬間、あろうことか、前方不注意で己の主たる王子にぶつかりそうになったのだと気がつくと、ハッとした娘は慌てて「も、申し訳ありません！」と、頭を下げた。






　……が……






「……？（あ、あれ？）」






　待てども暮らせども主人からはなんの反応も返ってこない。

　不思議に思ったエリノアは恐る恐る顔を上げる、と……。

　ブレアの静かな視線は、ある一点……エリノアの手に落ちていた。彼の視線はそこに縫い止められたまま。そのまま引き結ばれた口は開く気配がない。






「…………」

「え……あの……」






　その沈黙にエリノアは戸惑った。

　彼は普段から無表情でいることが多いが……何故か今日はその背の後ろに不穏な気配を感じる気がした。物言わぬ視線もどこか普段とは違うような気もして……分かりにくい主人の様子にエリノアが困り果てている。









　……その時ブレアはなんとも言い難い感情に言葉をなくして立っていた。

　サロモンセン家の従者の話から、すぐさまエリノアのおおよその居場所を悟ったブレア。

　クラウスの居住区の傍に彼女がいるということだけでもう既に不安だが、池に入ったという話も気になっていた。

　そうして不安なまま駆けつけたわけだが……。

　そこで目に飛びこんで来た光景に……彼は今、戸惑い、苦々しさ、腹立たしさと……何やら不穏な感情に縛られて、身動きができなくなっていた……。






　けれども彼は。それをすぐさま表に出すような人間ではなかったわけだ。

　どうしたのだろうと不思議そうに、不安そうにこちらを見上げてくるエリノアを無言で見下ろしながら……。

　どこかで己の様子を客観的な視点でとらえ、生来の辛抱強さでそれを堰せき止めた。

　業火が燃え盛るようにして突発的に心を蝕んだものは、先日城下でエリノアの〝兄貴分〟に出会った時のものとよく似ている。

　それはおそらく野放しにしてはならないものだ。――そう冷静に思うのだが……。






「…………」






　その〝男〟を見ると、ブレアの灰褐色の瞳の奥に憤るような色がちらつく。






　先日、あれだけ己が触れるのに躊躇し、悩んだ白い華奢な手を……その〝男〟はなんのためらいもなく、さも当たり前という顔で握っている。ブレアが鋭い視線を送っても、平然とした顔で……。

　それを見ていると……ブレアは胸の内にとても冷静ではいられない何かを感じてしまうのだった。

















８　第二王子の短い要求












「…………」

「……？　あの……殿下？」






　無言のブレアがどこを見ているのだろうとその視線を追ったエリノアは――ハッとして、自分の手が、テオティルと繋がれたままであることにようやく気がついた。

　銀髪の青年は、相変わらずきょとんと悪びれもなくエリノアの手を固く握りしめている。






「！　……、……、……」






　主人の前である。

　しまったと思ったエリノアは、さり気ないふうを装って（※装えてない）テオティルの手から己の手を引き抜いた。隣でテオティルがあからさまに悲しそうな顔をしているが……ひとまずそれはごめんと心の中だけで謝って……後回しにすることにした。

　もはやエリノアにとって、テオティルは幼児も同然だ。が……はたから見れば、彼は立派な青年である。

　さすがに王宮侍女が職場の廊下で、しかも担当王族の目の前で男と手を繋いだままなのは勤め人としてはいただけなかった。そもそも思い切り部外者のテオティルは、王宮では不審者扱いされても――。






（おかしくな……あ、れ…………テオ？）






　そこまで考えたエリノアは、はたと気がついた。それは重大な気づきだった。

　――なんだかんだいろいろあって失念していたが……。






（……しまった……部外者っていうか……）






　緑の瞳がうっと聖剣の化身である彼に向き……そして次に主人ブレアをハッと見て――……。

　エリノアの顔色は失われた。






（…………聖剣と、ブレア様を……出会わせてしまっ……）






　気がついた途端、エリノアの口からうっと喉を詰まらせたような音が出る。危ないところで悲鳴を堪えたが、冷や汗は止めようがない。

　現在、聖剣の姿形は世間様の認識する形からまったく変わってしまっている、とはいえ……ブレアは勇者誕生の瞬間の、唯一の目撃者である。そんな彼に、再びテオティルを会わせてしまうとは……。






（つ、痛恨のミス……）






　恐る恐る見上げると、ブレアはじっと静かにテオティルを見ている。

　エリノアは焦った。隣で未練がましくエリノアのはずされた手を見ているその青年の顔は間抜けにも程があるが……その実彼は、千年の間、国内外の多くの強者たちの憧れの存在であったものである。この国の王子であるブレアとて例外ではないはずだった。

　そんな憧れの化身を前に――もしかしたらブレアは何かを感じ取ってしまっているのか。

　もしこれがきっかけとなり、彼が何か……メイナードが封じたエリノアに関する記憶を思い出してしまったら――……。






（ああああああ!?）






　……と、

　固唾を吞んでブレアを見ていたエリノアの背を……ツンツンと、つつく者がいた。

　……ルーシーである。






「ひっ!?　え、あ、ルーシー姉さん……？」






　エリノアがギョッと振り返ると、義姉はうさんくさそうな顔で眉を持ち上げている。






「ちょっとなんなの……ブレア様のガン見が怖いんだけど。あんたたちさっさと離れなさいよ……」

「は……？」






　ブレア様がやきもち妬いてるわよと平然とした顔で言ってくるルーシーに、エリノアはポカンとして。ブレアはピクリと眉間を寄せて顔を上げる。






「や、く……？」






　それに驚いたのはエリノアである。






「ひぃっ、ちょ、姉さん！」






　しかし王子に顔を向けられたルーシーはというと……すんとした顔で、あらと横目を細めている。






「そうですよ殿下。違うんですか？　そういうふうにしか見えませんけど？」






　その微妙に挑発的な顔に……エリノアがまた別の意味で青ざめている。

　以前からこの義姉は、少々歪んだ父愛のせいで、密かにブレアをライバル視している節がある。

　分かっている、それは分かっているが……義姉の態度にエリノアは身の竦む思いである。

　慌てたエリノアは義姉に飛びかかり、その口を塞ぐ。






「姉さん！　や、す、すみませんブレア様！　ルーシー姉さん！　今冗談言ってる場合じゃないから！」

「何よだって……ちょ、押さないでよエリノアっ」

「？　エリノア様？」






　いいからちょっと待ってて！　……と、ルーシーとテオティルを己の背後に追いやって。エリノアはブレアに向かい直った。必死に両手両足を広げ、テオティルをかばう姿には、再びブレアがムッとしている。






「も、申し訳ありませんお騒がせしてしまって……あ、あの、王宮にお戻りになられたのですね？　な、何かわたくしめにご用命でも……」






　必死の額には汗が浮かんでいる。

　青年はそんな娘の顔をしばし無言で眺め、何かを考えているようだったが……周りに気がつかれぬ程度のため息をつくと、彼はエリノアに向かって首を振る。






「……いや……サロモンセン家の者に聞いた。令嬢の指輪を拾う為に池に入ったそうだな？　あの池は場所によっては深さがある。大丈夫だったのか？」






　真剣な顔で怪我はないのかと問われて。エリノアは一瞬キョトンとしたが――すぐに慌てて頷いた。






「あ――……はい、大丈夫でございます……え？」






　肩透かしを喰らったような気がして。エリノアはパチパチと瞳を瞬かせる。

　てっきりテオティルのことを尋ねられると思っていたのだ。だって、あんなに食い入るようにテオティルのことを見ていたのに。確かにあれは、何か思うところがあるという顔に見えたのだけど――と、エリノアは、少しだけ困惑した面持ちで主人の顔を見た。

　けれどもブレアは、それ以上は何も言わず、「そうか」と一瞬ホッとしたような顔をして見せただけだった。その眼差しには青年の優しさしか感じられない。

　エリノアは、気のせいだったのだろうかと首を捻った。

　と、ブレアが半分身を返し、エリノアに言った。






「では私はこれで失礼する。お前も……その者たちと共に帰るといい」






　その表情はもういつもと変わらない。普通に、真顔。






「は──、い……」






　そのまま去って行こうとする主人に、エリノアは何か違和感を感じつつも、彼を見送って……。






（……あれ？）






　その時エリノアは、ふと、この廊下がクラウスの住まいへ向かうための廊下であることに気がついた。

　ブレアとクラウスは普段から対立していて。彼ら兄弟王子はほとんど互いの住まいには行き来がない。

　それなのに、どうして今日は、忙しいはずの主人がここにいるのだろうと思ったエリノアは――もしかして、と心の中でつぶやいた。






（……もしかして……）






　ブレアは自分に怪我がないかを問う為に、わざわざここまで足を運んで来てくれたのだろうか……。






（…………いや、まさか……）






　エリノアは不思議そうに、遠ざかって行く主人の背中を見送って――






　……いたのだが。






　不意に、ブレアがくるりと身を返し、エリノアの前まで廊下を戻ってきた。






「あれ？　ブレア様？」

「……」






　難しい顔で戻って来たブレアをエリノアが迎える。と……。

　主人は、厳しい顔のまま、一瞬テオティルを一瞥する。そして視線をエリノアの緑色の瞳に戻し、長い沈黙（※逡巡）のあと、彼は毅然とした顔で言った。






「……………………手は繋ぐな」

「はっ…………………………は……？」






　反射で「はい！」と、言いかけたエリノアの顔に……疑問が浮かぶ。






「……手？」

「…………」






　しかしブレアが言ったのは、それだけだった。

　それだけを言い残し……ブレアは無表情で颯爽と身を返して廊下をすたすたと去って行く。……その向こう側で、それだけをやっと言えた青年が、痛恨の面持ちで顔を赤くしていようなどとは……もちろんエリノアには分からない。

　――そうして残されたエリノアは……ぽかんとして。眉間だけは怪訝そうに、意味がつかめないというようにこわばらせて……。






「え……？　何？　何が……？」






　神妙な顔で主人の発言について思い悩みはじめた娘の後ろで……ふんと音がした。

　ほーらね、とルーシーが鼻を鳴らしている。






「やっぱりね。妬いてんじゃないの」

















９　動揺と、勇者の影












　え、と男は目をまるくした。






「それで引き下がって来たんですか!?」






　それだけで!?　と目をむく騎士の視線の先には、無言でうなだれる男の姿が。

　立派な背を曲げて、執務机に肘をつき、手で額を押さえる表情はいかにも苦悩に満ちている。もう片方の手は強く握られて机の端に乗せられていて。その拳から滲み出る無念さには……オリバーは、束の間唖然とした。それは男がかつて見たことのない王子の姿だった。









　――王子がオリバーたちと別れたあと。

　ブレアの住まいに残されていたオリバーは、エリノアを探しに来たサロモンセン家の従者から、王子がどこかへ走って行ってしまったと知らされた。

　彼女の話やセレナやトマスたちの話をすり合わせて。これはきっと、ブレアはエリノアのところへ行ったのだろうとピンと来たのだが……。






　その後、執務室に帰って来た王子の顔がこれである。

　王子を出迎えた官や騎士、僕に至るまで誰しもが戸惑って。そうして王子の執務室に動揺が静かに広がっていく中、部屋にはオリバーひとりが残された。

　他の者たちは皆神妙な顔で、健闘を祈る……とかなんとか言いながら退出して行った。

　ブレアの傍で働く彼らは、口の重い第二王子が、あまりベラベラと個人的な話を皆にする性質でないことをよく知っている。

　そうしてどうやらいつの間にか、皆にブレアの異変の原因究明を託されたらしいオリバーは、執務机の向こうでぼうっとしたままの王子の様子をまじまじと観察した。

　執務机の前に腰を下ろしたブレアは、一応そこに積み上がっていた書類を手に取っている……のだが……。それきり心ここに在らずな状態で動かない。

　オリバーが話しかけるも……王子は暗い顔のまま、ため息以外はうんともすんとも言わない。

　見かねたオリバーはしまいにはこう切りこんだ。






『エリノア・トワインと何かあったんですか』






　すると――案の定ブレアは弾かれたようにオリバーの顔を見て。

　ああやっぱりなと思ったオリバーは、まさか玉砕したとかじゃねぇだろうなとひやひやしながらも……それを切り口に王子を問いただしたのだが――……。






　話を聞いた男は、いやちょっと待ってくださいと手を上げる。






「え？　それで――そのまま連中を帰したんですか？　エリノアと……銀の……髪の男……？」






　手のひらを王子に向けて、反対の手で己のこめかみを押さえた男は、いったいそれは誰なんですかと聞いた。

　するとすぐさま冷えた声が返ってくる。






「知らぬ。……将軍のご令嬢と共にいたゆえあちらの関係者だろう」

「はぁ……」






　素っ気なく返されたオリバーは、納得のいかない様子で眉間にしわを寄せている。

　いや、男が誰だとかいう問題はこの際置いておこうとオリバー。






「ブレア様……こう言ってはなんですが……もっと何かあったんじゃありませんか……？」

「何かとは？」

「男を牽制してくるとか、新人娘を奪い取って連れてくるとか……手を繋ぐなって……そこですか!?　いや……それも確かに気になるでしょうが……なんかもっとこう……重要なとこがあるでしょう!?」






　オリバーはじっとりした目を吊り上げてブレアを見る。王子の安泰な将来のためにもきっちり良い伴侶を得て欲しい熊騎士は、どうやら本日は彼をしっかり叱っておこうという算段のようである。






「分かる……俺には分かりますよ!?　恋愛レベル一……みたいなブレア様がそう上手いこと立ち回れないことくらい……！　だけどっ……誰だそいつ、みたいな追求もしなかったんですか!?　それじゃあ指くわえて獲物をさらわれていったのと同じではないですか！」

「……おい獲物などと……」






　言うな、と言いかけたところでそれはキッパリと遮られる。






「いーえ、ブレア様。今そういうのいいですからっ」






　王子の言葉を断じた男は、何故ですか!?　と、顔をブレアに迫らせて問い詰める。そのじっとりした顔に……。






「…………………」






　ブレアは十分すぎる間を置いてから――。配下からすっと目を逸らし、やや気まずげな顔でつぶやいた。






「……………………動揺してしまった……」

「はぁ!?」

「…………」






　その答えに唖然とする配下に、ブレアは苦虫を噛み潰したような顔をする。






「……情けないのは分かっている。だが、真実そうであったのだからどうしようもない。そして過ぎたことも変えられぬ」






　どうしようもないと言いながらも、その目にはどこか悔しさが浮かんでいた。

　唸っていたオリバーも、その真剣さには黙りこむ。






「あの者たちの繋がれた手とエリノアの笑みを見ただけで――まるで喉元に矢でも受けたかのように声が出なくなった」






　ブレアはその瞬間のことを思い出して物憂げな顔をする。

　エリノアと見知らぬ男。繋がれた手。それを目撃したあの瞬間――ブレアの身体は衝撃にすっかり支配されてしまっていた。

　驚き、戸惑い、そして憤りと。そして……。






　ブレアは擦れるような声で静かに言った。






「……何故かは説明できない。だが……あの時確かに感じた。あの二人は……決して離しえない存在なのだと」

「え……？」






　ブレアの思い詰めたような表情にオリバーが戸惑っている。






　――それは、城下で出会ったエリノアの〝兄貴分〟とエリノアとの間に感じた親しさとはまた違った鮮烈な印象だった。

　どうしてそう思ったのかは分からない。だが、あの二人を見た時、ブレアは二人の間に、切り離しようがない何かを……強力な力のようなものを感じた。

　その不可解なものの正体が、愛なのか、または別の絆なのかは彼には分らない。が……それは、彼に強い敗北感を与えた。そこから溢れ出てきた言いようのない感情が、激しい嫉妬だったこともブレアを苦悩させる。そんな強い嫉妬を持ったことが、彼はこれまで一度としてなかったのだ。






　と、それを聞いて、オリバーが顔をしかめる。






「どういうことですか……？　入りこめないほど二人が親しげだったということですか？　それともブレア様でも負けそうな屈強な相手だったと……？」

「いや……そう鍛えているというふうの男ではなかった。それに、そう親密そうだったわけでもない」






　透き通るような肌に、美しい銀の髪と、明るい橙色の瞳を持った青年。

　彼とエリノアは手を繋いではいたものの、ベタベタした感じは見受けられなかった。男の顔は純粋に幸せそうで……。

　それだけならば、ブレアはきっとここまであの二人の間に踏みこみ難いとは、感じなかったはずだ。






「…………」






　ブレアは沈黙したまま身を起こした。椅子に背を預けて天井を仰ぎ、己の心の中に浮かんだ、激しい失意について考える。確かに他の男と手を取り合っていた姿は見ていて気分の良いものではない。だが、それ以上に、何か不可思議な力を感じたのだ。

　――あの男が隣にいた時、エリノアは――何故か、ひどく手の及ばぬ者のように見えた。

　あれはまるで、とブレアはそのまま目を閉じる。






（まるで……聖殿で女神像を見上げる時に感じるような…………）






　――そう思った時。ふと、ブレアの脳裏にエリノアの姿が思い浮かぶ。






　背を向けた娘。

　いつも通りのメイド服。

　風になびく黒髪……。






　――彼女の向こう側には、大きな――女神の大樹。

　――大樹は彼女を守るように緑の枝先を枝垂れさせていて。






　――その






　――白い右手に……

　――銀色に輝く、何か――……。


















「――ブレア様!?」

「！」






　名を呼ばれて。思いふけっていたブレアがハッと目を開ける。






「どうかなさったんですか……？　大丈夫ですか？」

「いや……」






　急に物を言わなくなったブレアの顔を、配下は心配そうに覗きこんでいた。その大地の色の瞳を見ながら……。

　夢と現実の境に立たされていたような感覚に……ブレアは瞳を瞬いた。たった一瞬だが、思考が不思議な印象に囚われていた。






（……今のは……？）






　感じた既視感に戸惑う。その中で……ブレアは勇ましい娘の姿を見た気がして……。

　何故そんなものが思い浮かんだのかは不明だったが……もしかしたらと彼の口が動く。






「え？」

「……もしかしたら……私が敗北を感じたのは、男ではなく……エリノアに、だったのかも、しれんな……」

「は……？」






　王子の突拍子も無い発言に、オリバーが怪訝な表情をする。あのそそっかしい娘に何故という顔だ。

　ブレアはそんな彼に首を振って。なんでもない、少し思っただけだとつぶやいた。

















10　※危険　魔王の前でガールズトーク












　――ブレア様はどうして『手は繋ぐな』なんて言ったんだろう。






　エリノアは、その銀色の小さな楕円を見つめながら考えていた。

　あの一瞬……自分を見下ろしていた王子の顔がやたら切迫していた気がして……。

　自分を見つめるブレアの顔を思い出したエリノアは、次第に落ち着かない気持ちになる。

　あの瞬間は、本当に呆気にとられて全然思考が働かなくて。ただただ驚いただけだった。が――こうして思い返してみると、毅然としていた王子の頰がうっすらと赤くなっていたような気がして……。






「…………うーん……」






　見間違いだろうかとエリノア。

　でも、王子がわざわざ引き返して来たのもなんだか変だった。

　あの時の彼の目は、どこか葛藤に満ちていて……。

　何故だろう……それがやたらと可愛らしかった気がしたのだが……。






　と、そこまで考えて、エリノアはハッとして首を横に振る。






「は、はぁ!?　か、可愛いって……!?　可愛いなんてそんな失敬な……」






　王子に向かって可愛いなんて、可愛いなんて……と、繰り返すエリノアの顔は焦げつきそうに赤い。

　これまで、エリノアの中の〝可愛い〟のヒエラルキーの頂点は、今も昔も変わらずにブラッドリーなわけだ。が……あの瞬間のブレアの顔は――。






　そう思った瞬間、心臓と胃に複雑な痛みを感じた。胸は締めつけられたが、胃は差しこむように痛い。どうやら、ときめきとストレスとに、同時に苛まれたらしい。






「ぐ……そんなの不敬、いや殿方に向かって失礼っていうか……なんなの!?」






　誰に向けて怒っているのか……（多分自分）エリノアは羞恥に顔をゆがめて唸っている。顔は耳まで赤く、額には汗がにじむ。

　これではただただ、ブレアが気になって仕方がない。もし『手は繋ぐな』と言った言葉のあとで、王子がその理由をきちんと添えていてくれれば、きっとここまで頭を悩ませることもなかったはずなのにとエリノア。






「ぅ……きっと、理由を知れば、こんなに悩んだのが恥ずかしくなるくらいなんでもない理由なんだわ……そうよ、だって、だって私なんて相手になさるわけが……」






　いつでも泰然自若としているブレアのことだ。きっと自分のように騒がしい人間は好まない。でもならば何故、気になる……っ、とエリノアが呻いた時……。






「……ちょっとエリノア……何スプーンを握りしめて唸ってるのよ……」






　訝しむような声が聞こえて。エリノアは我に返って顔をあげる。すると……食卓を挟んだ向こう側にいるルーシーの、怪訝そうな目と視線がかち合った。






「どうかしたの？　何？」

「あ……」






　そうだったとエリノアはバツの悪そうな顔をする。と、その顔を見て、それまで静かに姉の百面相を見守っていたブラッドリーも心配そうにエリノアを覗きこんだ。






「姉さん大丈夫？」






　エリノアは引きつった笑いでそれに応じる。

　気がつけば……弟の背後には生暖かい顔のコーネリアグレース（人間態）が立っていて。向かい側の席ではテオティルが不思議そうな顔でこちらを見ているし、背後の棚の上には黒猫グレンがいて、ブラッドリーの傍の床には白犬姿のヴォルフガングが横たわっている。それぞれニマニマ笑いだったり、呆れ顔だったり……今は人間のルーシーがいるから彼らも何も言ってこないが……。

　一同の視線に気がついて、エリノアの身体には嫌な汗が噴き出した。






（……しまった、そうだった……私、ルーシー姉さんを家に招いて夕食を振る舞っていたところだったんだわ……）






　目の前のテーブルの上には、いつも通りのコーネリアグレース手製の料理にまじり、辛党のルーシーのためにエリノアが作った甘辛い鶏肉料理などが並べられている。それを見て皆でテーブルを囲んでいたのを思い出したエリノアは自分に悔いる。……よくもまあ、このメンツでテーブルを囲んだ状態で、我を忘れられるものである。

　と、不意にルーシーが「それにしても」と、眉をひそめて周囲に視線を巡らせた。






「少し見ないうちに家の中の人口密度が……いえ人じゃないのもいるけど……なんか激増してない……？」






　令嬢はコーネリアグレースや犬の姿のヴォルフガングたちを見ている。

　いろいろあったが、ルーシーはこの姿の彼らとちゃんと会うのは初めてだった。






「あ、ごめんなさい勝手に……」






　この家はタガート家の所有物である。無断で住人を増やしたのはまずかったかと、エリノアが慌てて頭を下げる。と、ルーシーはひょいと肩をすくめて手にしていたパンを口に放りこんだ。






「別に良いわよ、あんたはちゃんとうちに家賃を納めているんだし。でもブラッドリーには動物はダメなんじゃなかった？」

「僕は大丈夫だよ」






　ブラッドリーが静かに言うと、その顔を見たルーシーが、眉をひそめ首を捻る。

　そして、エリノアに怪訝そうに聞いた。






「ねえ……ブラッドリーって…………前からこんな顔だった……？」

「え……」






　ルーシーの不審そうな声にエリノアがギクリと肩を揺らす。






「ど、どうして？」






　上擦った声で問い返すと、令嬢は細めた横目でじっとブラッドリーの顔を見つめながら言った。






「だって、もう少し純真な感じじゃなかった？　こんな生意気そうな顔してたかしら……」






　遠慮のない感想に、エリノアはとてもハラハラした。が、ブラッドリーはルーシーの言葉に口元だけで笑う。






「僕だって、いつまでも変わらずになんていられるわけがないよ。子供じゃないんだし。……はい姉さん。早く食べないと料理が冷めるよ」

「あ、ありがとうブラッド」






　澄ました顔で姉の皿に料理を取り分けてやるブラッドリー。ルーシーは、そんな彼をジロジロ観察しながら、まあそうなんだろうけどと続けた。






「なんか随分と腹黒そうな感じになったわねぇ……あんた、グレるのはいいけどエリノアに迷惑かけるんじゃないわよ!?」






　令嬢がギロリとブラッドリーを睨むと、少年は鼻で笑う。






「ふ……それ年中父親に反抗して迷惑かけまくってる人の言うこと？」

「あ!?」（低音）

「ちょ、ルーシー姉さん！　ブラッドもやめなさい！」






　エリノアは慌てる。暗黒顔で睨み合う二人が怖い。

　さらに周りでそれを見守る連中（魔王配下たち）も怖い。エリノアはお願いだから落ち着いてくださいと哀願する。






「喧嘩してないで仲良くご飯食べよう！　ね？」






　必死になだめると、二人は睨み合ったまま渋々と食事に戻る。しかし、互いの間にはイガイガした空気が漂ったままだった。

　二人とも、以前はこんな感じではなかったのだが……どうにも魔王化後のブラッドリーとルーシーはあまり相性が良さそうではない。言いたいことを言うルーシーの遠慮のない言葉に、いつその配下たちが腹を立てないかも恐ろしくて……。

　と、ハラハラしたエリノアがふと顔を上げると、ニコッとしたテオティルと目が合う。






「安心してくださいエリノア様。私がいます。その時は、私が全力で二人を黙らせます」

「…………」






　お任せくださいと邪気のない顔の聖剣に……エリノアが青い顔でうなだれる。

　万年反抗期令嬢と魔王、そして聖剣の三つ巴戦なんて……絶対に勘弁してほしいと願うエリノア。

　こんなスリリングな食卓はなかなかないに違いなかった……。









「で？」






　ブラッドリーを睨みながらパンをかじっていた令嬢は、ふんと鼻を鳴らしてからエリノアを見る。






「え……な、なんですか？」

「実際のところブレア様とはどうなってるの？」

「え!?」






　エリノアがギョッとしてスプーンを皿の上に落とした。






「だってブレア様わざわざ引き返してこられて、それでなんて言った？　手を繋ぐなですって！　普通言う？　そんなこと。なんとも思っていない相手に言うことじゃないわよ！」






　ルーシーはいつになくニマニマ笑ってエリノアを見ている。

　エリノアは……真っ赤な顔で「そっ……」と、言葉を無くしてから、しばしぱくぱくと魚のように口を開けたり閉じたりしていたが……。ルーシーがあんまりにもニヤニヤするもので……。

　恥ずかしそうな顔で「そ、そうなんですか……？」と、恐る恐る義姉に問い返した。

　その戸惑ったような顔に、ルーシーは余計楽しそうにニンマリして。うんうんと弾むように頭を縦に振り、好奇心を抑えられないという表情でエリノアに向かって身を乗り出した。






「で、どうなの？　エリノアはブレア様のことどう思ってるの!?」

「え……そりゃ……ブレア様は素敵な方です、けど……」






　言いながら、恥ずかしいのかエリノアの顔がだんだんと下を向いていく。






「そもそもわたくしめなどとは同じステージにおられないと言いますか……王子様に向かって図々しいと言いますか……」






　しどろもどろの答えに、ルーシーが唇を尖らせる。






「確かに身分差はあるけど――舞踏会の時だってすごく似合って――」






　いたと、言いかけて。令嬢は口をつぐむ。

　エリノアの言うことももっともだった。

　将軍家に養子に入ったとはいえ、王子と侍女、二人の間は決して近いとは言い難い。

　女子トーク的なノリで話題にするのは容易いが、はたしてこの二人、実現可能な仲なのだろうか。ルーシーはちょっぴり不安に思った。






　エリノアは、長らく病気の弟を抱えて生活して来たこともあって、現実的なところがある。

　弟第一、生活第一が彼女の信条であろう。

　もしエリノアがブレアの妃になれれば、弟も安泰で、姉弟二人左団扇で優雅な生活が送れそうな気もするが……。

　これまで下働き生活を送り、堅実さをモットーに、細々城下で暮らして来た娘にとっては、王族の妃など。遠い夢。実現可能なことと思えなくても不思議はない。

　そしておそらくそこを突破できない限り、エリノアがブレアに踏みこむことは難しいのではないだろうか。

　ルーシーは──ここにさらに、『勇者と魔王』問題が存在していることを知らない。






　しかし惜しいとルーシーは思った。

　あの鉄仮面のブレアが、外に感情を漏らすくらいだ。彼の中には相当エリノアに対する想いがあるに違いない。






「……それがエリノアに伝わればねぇ……」






　どうしたらいいだろうか、と頬杖をついて漏らすルーシー。

　いっそ、王子はきっとあんたのことが好きなのよともっとエリノアを焚き付けてみるか。それとも反対に、ブレアのほうに突撃して、直談判に行ってみるか――もしくは、父と共謀して外堀から埋める作戦で――。






　と、ルーシーがあれやこれやと思い巡らせていた時……その肩にツンツンと触れるものがあった。






「……ん？」






　ルーシーが振り返ると、そこには太ましい婦人……コーネリアグレースが立っていた。






「？　何？」






　どっしりした風貌の婦人は、どこか愉快そうな笑顔で彼女を見ている。

　すっかり彼女を昔のトワイン家の使用人だと思いこんでいるルーシーは、彼女を不思議そうに見上げた。と、婦人が言った。






「お嬢さん……ブラッドリー様の殺気を完全スルーできるなんて物凄い図太い神経ですわねぇ、と……いうあたくしの個人的な感想は置いといて……そろそろ、そのガールズトークおやめになったほうがよろしいかと思いますわよ」

「？」






　婦人の警告めいた言葉に、ルーシーは怪訝そうな顔をする。と……。

　気がつくと、いつの間にか室内がいやに暗い。ただ、何故かテオティルという青年が薄ぼんやりと光っていて、そしてその明かりの中、エリノアが弟に向かって必死で止めろ止めろと叫んでいる。






「？　何？　何事？」（※ルーシー。動じない）

「ブラッド！　ど、どうしたの!?　部屋に闇を呼びこまないでっ！」

「…………」






　身体を揺すぶられている弟は、何やら壮絶に不愉快そうな顔をしている。

　まさかそれが自分とエリノアの会話のせい……というか魔王の魔力のせいだと思わないルーシーは、いったいなんなの？　と、眉をひそめている。

　と、ああそうか、とルーシー。






「……やれやれ、ブラッドリーは相変わらずなのね。あんたの姉さん好きも大概ね、そろそろ姉離れしなさいよ」






　令嬢は、魔王の不機嫌によって引き起こされる室内の暗く、重苦しい空気の理由は何も分かってはいなかったが……ブラッドリーの恨めしそうな顔には心当たりがあったらしい。

　呆れたように薄ら笑いながら、エリノアが作った料理に平然と手を伸ばすルーシーに……ブラッドリーが仄暗い殺気を向けている。その目が……なんだか赤く光って見えるような気がして――……忍び寄る魔王の力にも全く意を介しない個人主義すぎるルーシーの様子にも――……エリノアはものすごく気が遠くなった。






「ぁ……ちょ、待って、ふ、二人とも……」

「だったら何……？　ファザコンのあんたにだけはとやかく言われる筋合いないんだけど……」






　付き合いは長いが……エリノア以外は絶対に「姉さん」と呼びたくないらしいブラッドリーはルーシーを「あんた」呼ばわりで睨んでいる。

　と、今度はその禁句（？）に、ルーシーがドンとテーブルを叩いて立ち上がる。






「ファザコン!?　私はファザコンじゃないわよ！　ちょっとパパが好きなだけで……！」

「僕だって姉さんがすごく好きなだけだけど？　なんか文句あるの……!?」

「はぁ!?　チッ、なんなのよこのシスコン坊主！　さてはそういう本性だったのね!?　いい度胸じゃないの……病人じゃないなら手加減しないわよ！」






　ルーシーは蛇のような顔で、猛虎のように吠えている。それを迎え撃つブラッドリーの顔の、冷たいことといったらなかった……。






「ちょ、や、やめっ……二人とも！」






　慌てて止めに入るエリノア。その争いを見ながら……。

　黒猫が腹を抱えて笑っている。






「こっわ、あの人間……こっわ！」

「あれは……人間なの？　素質あるわ～」

「……」






　惚れ惚れと言うコーネリアグレースに、ヴォルフガングが、何がだというげっそり呆れた顔をしている。

















11　トワイン家の家計簿












　その夜。エリノアは居間のテーブルで家計簿をつけていた。

　寝巻きに着替え、髪を下ろしているその顔色は冴えない。






「うーん……」






　並んだ文字と数字を睨んで唸る。

　エリノアが上級侍女になり、トワイン家では幾らか収入が上がった。

　初めは給金を受け取らず、社会復帰的な意味合いではじめたブラッドリーのモンターク商店の手伝いも、親切な店主の計らいで給金がもらえることになった。

　そういう事情を考えれば……少しは家計も安定してきても良さそうなものだが……。






　しかし、住人の増えたこの家の家計は、いまだに余裕というものとは無縁である。

　休眠中のメイナード以外の魔物三名分とテオティルの食費や生活に必要な雑費やら燃料代やら。基本的にヴォルフガングたちは肉食を好むのでそれも結構馬鹿にならない。

　けれども本当は。ブラッドリーからは、魔物たちには食事は出さなくてもいいとエリノアは言われてはいた。

　ヴォルフガングたちからも、自分の食料くらい自分で調達できると主張されてはいる。が……。

　しかし、妄想力豊かなエリノアはそれを頑なに止める。






「……だってね……調達って……いったい何をどこでって……思うじゃない……？　あの子たち、肉食なのよ!?」






　エリノアはつどつどにそう神妙な顔で訴える。

　魔物が自分で食料調達とは。しかもこんな街中で。自然……獲物はなんだと聞きたくなるではないか。

　しかもこんなこともあった。出会って当初の調理中、エリノアがふと肉はどのくらいの焼き加減が好みなのだと聞いた時のこと。

　ヴォルフガングは……。






『生でもいい』






　グレンは……。






『血が滴っているくらい？　……えへ♪』（←※最後のわざとらしい『えへ♪』は、ギョッとしたエリノアに向けられたもの）






　……魔物などという不穏な存在にそんなことを聞かされて、考えるなというほうが無理というものだった。

　エリノアは慄いた。この人たち……こんな王都のど真ん中で、いったいなんの生肉もしくは血の滴る食料を確保するつもりなんだろう……と……。

　想像してゾッとした。

　……もう、よく食べそうな女豹コーネリアグレースに至っては、怖くて聞けなかったくらいである。






　――そういう事情もあって。エリノアは彼らには、必ず三度三度自宅で用意したものを食べさせることを心に誓った。

　放っておいて、どこぞの家畜や……もしかしたらもっと身近な……ものでも狩って食べるのではと思うと、恐怖しかないエリノアである。

　グレンに至っては平気で盗みを働きそうで不安だったのもある。

　これに関しては、グレンが『まあしないとはお約束できませんけど』と、けろっと言うもので……エリノアにとっては本当に頭の痛い問題だった。

　彼らの主君であるブラッドリーには、それだけは絶対にさせないようにと、重々言い聞かせて貰うようには頼んでいるが……まあ、とにかく、彼らを放ってはおけないのだった。






　エリノアは、家計簿に並ぶ〝肉〟購入の金額にげっそりしている。が……。






「……まあ全員分の衣食住費がかかるようになったのと、ブラッドの治療費とお薬代がなくなった分とで差し引きゼロって感じかな……」






　ため息をこぼしつつも、気を取り直したようにうんうんと一人頷くエリノア。






　――以前は、ブラッドリーの体調はいつも低空飛行で不安定。突然悪化することも多かった。

　医療費は家計を圧迫し、それはとてもエリノアの悩みの種だった。

　でも、現在魔力のおかげでブラッドリーはとても体調がいい。それでも安心しきれないエリノアは、定期的に弟をかかりつけの医師に診てもらうつもりだが、そのくらいの代金ならば、今まで出ていた治療費に比べると安いものである。

　そう考えると、急に出ていくお金がなくなった分、楽になったような気もする。






「…………」






　不意に、エリノアの指が、記録を遡って行くようにページをめくる。

　分厚くて、色あせた茶色の表紙がつけられたトワイン家の家計簿。

　これは二人暮らしをはじめた当初に、商売人であるリードの母から勧められて記録をつけはじめたもので、今日に至るまでの姉弟たちの暮らしぶりが事細かに書き記されていた。

　そんな――姉弟たちの、これまでの苦悩と奮闘の記録を目で追って。エリノアが、ふっとため息をこぼす。

　……今だっていろいろと大変だ。聖剣や魔王や魔族やら……。

　それでも、それらを背負ってでも頑張ろうと思えるのは――病に苦しむ弟の顔を見なくても良くなったせいだろう。






　――ブラッドリーが生まれたのはエリノアが三歳の頃。

　その日のことをエリノアはもうはっきりとは覚えてはいないが……そのイメージだけはしっかりと記憶の中に残されている。






　とびきりキラキラした、底抜けな喜びと幸福感。

　もはや顔も声も思い出せない母が、とろけるような表情で幸せそうに、小さな彼を抱いていて。

　父が労わるようにその頰にキスをしたのを……おぼろげな輪郭だけで覚えていた。

　目で見た記憶はすでにない。でも、漠然としていても、イメージだけしか残されていなくても。それが、エリノアの記憶の中で一番幸福だった日の記憶だ。

　それ以降は母も亡くなってしまったし、一家揃っての幸福な記憶はない。

　ゆえに、ブラッドリーは、宝物なのだ。……他の誰がなんと言おうと、エリノアにとっては、彼は天使だった。






　その可愛い弟が、苦痛から解放されて。

　縛りつけられていた寝台を降り、普通に身支度をしてエリノアに向かって『いってきます』と微笑んでくれるのを見るのは、喜び以外のなんでもない。

　父も母もない今……以前のように、この世に残された唯一の肉親が、いつ病で命を落とすかと怯えた日々を思えば……。

　たとえ魔物や聖剣の化身にハラハラさせられようと、自分が勇者で胃がキリキリしようとも……今は、天国のようである。






「……いや……魔物と同居しといて天国はないか……」






　おまけに天使だと思っている彼は、本当は魔王。

　でも、そうならなければ手に入らなかった喜びが、確かにこの家にはあった。

　エリノアは……今更ながら、自分の人生って波乱万丈だな、となんだか途方に暮れてしまう。

　ふー……と寂しい風のような長い息が、エリノアの口から吹いてくる。






「やれやれ……」






　立ち上がったエリノアは、パタンと片手で家計簿を閉じた。

　昔の散々だった記録を見たのもいけなかった。当時のことを思い出したエリノアは、なんだか感傷的な気分に沈む。






「…………」

「……姉さん？」






　と、居間の中で立ち尽くしていると、そこへブラッドリーがやって来た。

　弟は、寝巻き姿の姉がぼんやり立っているのを見て、不思議そうな顔をしている。






「大丈夫？　どうかしたの？」

「…………ブラッドぉー……」






　エリノアはブラッドリーの顔を見ると、ふにゃりと顔を歪め、覗きこんで来る弟に抱きついた。






「はー……」

「？」






　弟の存在を確かめるようにすりすりと頬擦りする姉は、大きく安堵のため息をついている。そんな姉にされるがままのブラッドリーは、キョトンとしながらも、姉の背にそっと手を添えた。






　……魔物と同居、は異常なことだと思う。

　でも、大事な弟が魔王という存在である以上、積極的に弟を守ってくれようとするヴォルフガングたちの存在は、この家には必要だ。

　だって彼らの目的は、エリノアと同じだから。

　魔物の仲間になる気はない。でも弟を守るためには折り合わなければならない。

　彼らはエリノアにはできないことができて、〝魔王〟としての弟にも詳しい。それは今の、この歪な姉弟の大いなる助けになる。






「……そうよ……肉費くらい、安いものだわ！」






　前向きな気持ちを奮い立たせるようにエリノアはそう口にしてみる。

　すると、奇妙な単語を聞いたブラッドリーは、姉がまたおかしなことを言い出したとでも思ったのか。怪訝そうな顔で眉をひそめている。






「なんなの肉費って……」






　呆れを滲ませて姉を見るも、何故かエリノアは笑っている。

　赤子でも眺めるように目尻を下げて見つめられて。その視線と〝肉費〟がどう結びつくのか分からないブラッドリーはいささか居心地が悪そうな顔をしている。






「……姉さん、なんなの……？」

「ううん。ブラッドが、ずっとこうして元気でいてくれたらいいなと思って」






　抱きしめた弟の頭をよしよしと撫でながら、エリノアは、彼のためにも自分はまだまだ家長として頑張らなければと決意を新たにした。






　そんなエリノアを眺めるブラッドリーは……いったいそれで肉費とはなんなんだと、怪訝そうである。が……。

　まあいいかと彼は肩をすくめる。

　暗い中、沈んだ顔をしていたのを見て心配したが、ひとまず姉はいつもの調子を取り戻したようだった。

　それならばいいのだ。

　姉が元気でいることが、彼にとっても一番大事なことだから。






　――と。

　その時、姉が急にそうだわと真剣な顔になった。

　エリノアはブラッドリーを見ながら真面目くさった声で言う。






「とりあえず……魔物の王としてのブラッドリーに一つ要求があります」

「……え？　何……？」






　改まった物言いにブラッドリーが少々身構える。と……エリノアはブラッドリーを厳しい目で見ながら、重い声で言う。






「お願いだから……婦人とあの子たちに……野菜も食べるように言ってちょうだい！」

「……」






　肉ばっかり食べられると家計がものすごく圧迫されるのよ！






　……と、懇願するエリノアは、わっと嘆くように両手で顔を覆う。






　……一番の大食らいが誰かは……魔物たちの体型で想像して欲しい。

　エリノアがなかなか文句を言えないのも仕方がないというものであった……。

















12　退屈グレンの再始動












　つまらないなぁ、とその猫は主君の寝台の上でため息をつく。

　柔らかな布団に四肢を伸ばしながら、彼は横目で眠りにつくブラッドリーの顔を見た。

　寝台の下の床には、忠犬さながらに、ヴォルフガングが寝そべっている。

　その白い身体の下には、床で眠る彼のためにエリノアが『あげる』と言って渡してきた柔らかそうな暖色の毛布が敷かれている。それを満更でもなさそうに……と、いうかお気に入り感はなはだしい様子の犬は、すやすやと平穏極まりない顔で寝入っている。

　それを白い目で見るグレン。は、……そう言えば、と視線を上げる。

　この家の家長エリノアは、最近彼らがブラッドリーの部屋で一緒に寝るのを嫌がらなくなった。最初の頃はあんなに嫌がっていたのに。どうにも、いろいろあり過ぎてうっかり許容されている気もしないでもない。

　鬱陶しくないのはいいし、相変わらずのうっかり屋も愉快だが。エリノアが嫌がって騒がないのはなんとなくつまらないなとグレンは思った。

　黒猫は起き上がって寝台の端に行き、床の上でスピスピ鼻を鳴らして寝ている同族を見下ろした。

　……魔物というより、もはや幸せな飼い犬そのものにしか見えない。グレンは馬鹿にしたような顔でつぶやく。






「……すっかり平和ボケしてる……あーあ、やっぱりこいつよりもっと邪悪で野心がある陛下の配下が欲しいな……」






　ヴォルフガングも、そして母コーネリアグレースも、邪心よりも忠心が高すぎるのだ。

　主君に仕えるのはいいが、こうも平々凡々と暮らすのはグレンの性には合っていない。

　前だったらエリノアで楽しく遊べたのだが、最近は聖剣なんてものが家にやって来たものだから鬱陶しくて敵わない。あの聖剣はぽやぽやしているようで、案外グレンには厳しい。おそらく、グレンが一番エリノアに危害を加えそうだと分かっているのだ。






「…………なんとかまた姉上を刺激できないかなぁ……うーん……」






　そうしてうまくブラッドリーを怒らせれば、再び魔界に道が通じて新たな魔物を呼び寄せることができるのだが。

　最近はブラッドリーの精神が少し落ち着いて来ていて、その機会になかなか恵まれない。






「どうしよっかなぁ……」






　グレンの目はひたりと悪巧みに染まっている。









　　　　　＊　＊　＊









　――所変わって宮廷。

　しんとしたその部屋の中には、時折紙をめくるひそやかな音だけが響いていた。

　荘厳なしつらえの室内は、民家が数件立ちそうなほど広い。

　壁を覆う書棚にはびっしりと書が収められていて、暗がりにそれを見ると威圧的なほどだった。

　そんな中、灯りは部屋の主の執務机の上に一つだけ。暗闇に浮かぶような机についたブレアは、一人、本日彼のもとに上がって来た報告書を一つ一つ静かに読んでいた。






　報告書の数は今日一日だけでもおびただしい数にのぼる。

　ほうぼうに飛ばした聖剣捜索の報告書、協力体制にある貴族たちからの報告書。神官たちからは、聖殿所有の資料解析や、聖剣の行方についての考察も日々上がってくる。

　こうした資料たちは、まず全てをブレアとその部下が検分し、要約後、重要なものだけを国王と王太子に報告することになっていた。この膨大な量の報告を王国の統治に忙しい父と兄にいちいち上げてはいられない。






　……そんなことを彼が言うと、オリバーたちには『ブレア様にだって他の執務もあるのに』とぶつぶつ文句を言われるが……

　それを黙殺する他ないのが現状だった。






　ふとブレアが卓上の時計に目をやると時刻は深夜。もうとっくに日を跨いでいる。

　配下や官は既に下がらせた後で、室内には他には誰もいない。

　オリバーたちは本日も去り際にジロリとブレアを見て……。






『……ブレア様の自己管理能力を信じていますよ……？　今夜こそは……徹夜とかして、疲労を蓄積するとかいう真似はなさらないと……信じていますからね……？』






　……と、どう見ても全然信じてなさそうな、疑り深い目でじっとり彼を睨みながら隊舎に帰って行った。

　オリバーに続く騎士たち……特にトマス・ケルルの訴えるような涙目のジメジメしていたことといったらない。ごつい岩のような肉体の彼らにメソメソ嘆かれると、どうにもこうにも……。

　彼らが自分の身を案じてくれているということは分かっているのだが、ついついうんざりしてしまうのだった。

　おまけにこういう事態が続くと……彼らは最終手段を使う。

　最終手段とは――つまり、彼の母への告げ口、王妃への通報である……。

　それを受けた心配性の王妃は必ず直々に執務室に乗りこんで来る。……悪い時は王太子もついて来る。






「…………」






　――それを思い出したブレアは、深い深いため息をついた。






「……仕方ない……今夜はこれくらいにするか……」






　徹夜でもしようものなら、警備の衛兵からオリバーたちに筒抜けになる。

　王妃に報告されないにしても、明日の朝のオリバーの恨みがましい顔と配下たちの湿り気が余計酷いことになるのは目に見えていて。

　この忙しい時にイライラメソメソされては、彼は耐えられても、ここで共に仕事をしなければならない官たちはきっと堪らないことだろう。

　仕事量を思えばまだまだ起きていたいところだが……やれやれと頭を振ったブレアは立ち上がり、机の上に積み上がっていた書類の一番上に、手に持っていた報告書を乗せた。

　彼の足はそのまま執務室の奥へ向かう。そこには続きの間への扉があって、その奥には仮眠室がある。今宵もブレアはそこで休むつもりだ。

　当然王宮の私室に帰ったほうが居心地はいいが、移動の手間を考えると今はここで十分だった。

　と、思わず二度目のため息が溢れる。

　いったい、いつまでこんな日々が続くのだろう。

　忙しいのは苦痛ではないが、聖剣の不在は正直不安だ。

　それに本当は彼も王宮に戻りたいのだ。






（……見たい時に、見たい顔が見られぬということは、こうもつらいものなのだな……）






　思い浮かんだ黒髪の娘の姿に、三度目のため息と共に肩が落ちそうになって――。

　いや、と、ブレアはハッと我に返る。

　今日は──というかもう既に昨日だが――昼間に少し顔を見られたではないか。そう思い出すと、自分がひどく堪え性のない生き物になってしまったようで気恥ずかしかった。






「……これは……どうしたらいいんだ……？」






　どこか思いつめた顔で呻くブレア。会えない時は、少しだけでも姿が見たいと願い。会えても、すぐに次を望む気持ちが生まれてしまう。こんなに扱いの難しい感情を抱えたのははじめてだった。ブレアは苦悩したが……ただ、ここでいつまでも呻いていても仕方のないことだということだけは彼にも分かった。

　それにオリバーたちが言う通り、徹夜ばかりもしていられない。己が倒れてしまっては上にも下にも迷惑をかけてしまう。

　ブレアは苦悩を振り払うように頭を振ると、椅子の背にかかっていた己の上着だけを手にして仮眠室への扉を押した。






　――と――……。






「……ん？」






　戸が開いた一瞬――。

　どこからか、キャハハと高い子供のような笑い声が聞こえた気がして立ち止まる。






「……声？」






　しかし、それだけだった。

　扉の奥の細い廊下はしんと静まり返っていて特に異変はない。背後の執務室の中も同様だ。

　彼が耳を澄ましてみても、あとは何も聞こえない。






　――もしや、どこかで若い衛兵たちがふざけて騒ぎでもしていたのか。






「やれやれ……」






　ブレアはそれきり興味を失ったようだった。

　そうして何事もなかったように足を踏み出して、扉をくぐり――…………






「……――ん？」






　――瞬間、ブレアの動きがもう一度止まった。

　後ろ手に扉を閉めようとした姿勢のまま、彼は異変を感じてその場に縫い止められる。






　続きの間までの短い暗い廊下には、明かりなどは何もない。

　夜ともなるとそこは真っ暗で。そこを数歩進むと仮眠室の扉だった。その廊下を全て長年の勘だけで進み、中に置いてあるランプに火を灯し寝支度をするのが毎度のことなのだが……。






「…………」






　ブレアの瞳が……ぎこちなく瞬く。

　視界は薄暗く……そこにはあるはずのない月明かりを感じて――ブレアの身は硬直した。

　視線を動かすまでもなく全体を捉えられる狭い空間には、正面に――見慣れない……窓が。

　そこに下がるカーテンはあまり厚みがないのか、薄ぼんやりと月光を通し……合わせ目の隙間からも細く光が漏れている。

　その光の下に照らされる、こんもりと盛り上がる簡素な布団と、その端に流れる黒髪に……。






「……っ!?」






　ブレアは驚きすぎて、息を吞んだきり微動だにできない。






　――室内は…………






　恋しかった香りで満たされていた。

















13　…窮地？












　ギシッと床が鳴る音がした。

　思わず後退った男のかかとが背後の扉にあたる。

　彼自らが開き、そのまま開いていたはずの扉はいつの間にか閉じていて。その手触りも高級感のある艶やかなものから、自然な木の質感に変わっているが……。

　今のブレアには、そんなものに気がつく余裕はまったくなかった。






「……!?」






　驚きすぎて言葉も出ない。

　ほんの一、二歩進めば手の届く場所には、簡素な寝台と布団。

　その主らしき者は布団に包まれていて、ブレアに背を向けてすやすや寝息を立てている。






「……………」






　ブレアはこわばったままの顔で、その――緩やかに上下する布団の動きを見て――。

　数秒の間、それがそれ以上は動かずに、確かに寝入っているのだと察すると、やっと彼はなんとか最初の衝撃から立ち直る。

　しかしいまだ心臓は早鐘を打っている。

　室内に漂う優しい香りには覚えがあった。まさかと思うと耳元にまで鼓動が響くようでうるさかった。

　状況を探ろうと、月明かりの中を灰褐色の瞳が素早く左右に動く。

　見えるのは見慣れない部屋。明らかに、仮眠室前の廊下でも、宮廷や王宮の中でもなさそうだ。

　背後の扉に張り付くようにして、ブレアは困惑をやっと声にした。






「これは……いったい……」






　たった今まで己の執務室にいたはずの彼には、自分に何が起こったのかがまったく理解できなかった。






（……いや……）






　考えられるとすれば、転送魔法だろうかとブレア。

　自分は何者かの術中に嵌められたのか。あり得なくはない。立場上、政敵からはいつでも狙われていると言っていい。

　――しかし、と、ブレアの顔に苦悶が浮かぶ。






（何故……ここなんだ……!?）






　奥歯を強く噛んで心の中で叫んだ。

　額には汗がにじんでいる。






　――と、不意に、寝台のうえのふくらみがモゾモゾと動く。






「……ぅ……ん……」

「っ!?」






　コロリ、と寝返りを打ち、こちら側へ顔を向けた黒髪の持ち主に――ブレアがギョッとする。

　分かっていたが――それでも動揺してしまった……。

　その穏やかな顔はやはり――






（エリノア……トワイン……）






　瞳も口も閉じられて。身体の上下に合わせてすやすやと微かな音がする。

　白く柔らかそうな枕にまるみを帯びた頰を乗せて……。






　……それを目撃した瞬間、ブレアの頭の中は真っ白になった。

　疑問と動揺と動悸が入り乱れて、わけが分からなくなった。こわばった顔は青いのか赤いのかもよく分からない顔色をしている。

　男はそのまま数分を、身じろぎもせず無言で硬直していた、が……ハッとした。

　このままここで立ち尽くしているわけにもいかない。

　何故ここ――つまり、エリノアの家の、しかも寝室へ来てしまったのかは分からなかったが……いつまでもこんな深夜に、うら若い娘の寝室になどいるわけにはいかない。

　ブレアは早くここを出なければと扉のほうを見て……ふと思いとどまる。






（……いや、しかし……入っておいて、無断で出ていくというのは如何なものか……）






　故意にではないにせよだ。侵入しておいて、そのまま断りもなしに出ていくのはどうなのか。

　ブレアは真剣な顔で思い悩む。もとよりこの生真面目な王子の頭には、この事態をエリノア本人に黙っておくという頭はない。

　だが、夜が明けて、エリノアが王宮に出勤してから「お前の寝室に侵入したぞ」などと打ち明けても……きっと娘には意味が分からないし、気味が悪いに違いなかった。そのギョッとした不審そうな顔を思い浮かべたブレアは、難しい顔で眠っている娘を見下ろした。






（…………ここはやはり、エリノアを起こして一言事情を話しておくべきか……）






　そうすればきっと娘は驚くだろうし、下手をすれば家人も起きだして来て騒ぎになるかもしれないが……。






「…………」






　悩んだ挙句、結局ブレアはエリノアを起こす決断をした。

　おそらく彼女はこんな状況でも、きっと自分の弁明をきちんと聞いてくれるはずだと信じた。






　そうして彼は――。

　こんなに肝が冷える思いはしたことがないと思いつつ――床に膝をつき、エリノアの寝台の脇に身をかがめ、娘の耳の傍に口を寄せる。






「……すまない……エリノア、起きてくれないか……」






　できるだけ驚かせないよう静かに……そして、できるだけ寝姿を見てしまわないように目を逸らしながら声をかけるブレアだが……安らかな眠りに沈んだ娘はうんともすんとも言わない。






「…………」






　ブレアは困って少しだけエリノアの様子を窺った。

　……いつの間にか口がぽかんと開いていた。






（……ぅ……）






　しどけなく開けられた薔薇色の唇にブレアが怯む。

　……正直、あまり直視していては目に毒なのだ。

　安心しきった顔ですやすや眠っている頰など可愛らしくてしょうがない。

　触れたらどれだけ柔らかいのだろう……と、ついぼんやり思ってしまって己に呻く。ブレアは生まれて初めて自分に、おい変な想像するのはやめろと激しく突っこんだ。






（………………どうしたらいいんだ……）






　それからなんとか数回呼びかけてみるも、エリノアはみじんも目を覚ます気配がなかった。ブレアは途方に暮れる。

　これが、相手がもし別の者であったら……きっと何もかも冷静にできるのだ。

　起こしたいなら、手っ取り早く身体でも揺り動かしてしまえばいいだけのこと。そうしてさっさと事情を説明して、さっさとこの場を去ればいい。が……。






（………………無理だ……）






　思わず壁に手をついてうなだれる。

　瞳が開いている時ですら、エリノアに触れることができない彼にとって、無防備に、しかも寝巻き姿のエリノアに触るというのは、気が遠くなるほどに難しい事柄で……。

　そうせねばと思うだけで、まるで全身が心臓になってしまったかのような動悸を感じた。こんなに心身に負担がかかる思いをしたのはいつぶりだろうか。

　ブレアは思った。

　ここに自分を放り出し、こんなことをしでかした者が何者かは知らないが……もしこれがブレアに対する攻撃だとしたら、その者はかなり的確にブレアに打撃を与えている。

　――しかし、そうだとすれば、その者はなんという陰湿な輩なのだろうか……。






（…………いっそ、これが夢ならば……）






　と、思ったところでブレアは顔を上げる。






（……いや、逃避をしている場合ではない……なんとか彼女を起こさなければ……）






　このままではエリノアが自然と目を覚ますまでここで待つことになってしまう。

　それはそれで生殺しの生き地獄だ。

　ブレアは断腸の思いで（やっと）エリノアを揺り起こす決意をした。苦悩しすぎの顔は、見たら子供が泣き叫びそうな世にも恐ろしい形相をしている……。

　彼は深呼吸をすると、エリノアの寝台の傍に立ち、ゆっくりと布団に包まれた肩に手を――……。






「……ほぁ？」

「！」






　――ブレアの指が触れるか触れないかという時だった。

　不意に、エリノアの瞼が持ち上がる。






「……あぇ……？　ウレアさぁ？」

「……！」






　とろんと定まらない瞳で見上げられたブレアが、うっと仰け反って後退る……。
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「……あぇ……？　ウレアさぁ？」

「……う……」






　エリノアは寝癖のついたぼさぼさの頭でむっくり寝台の上に起き上がって、眠そうな目を擦りながら顔を怪訝に歪めている。

　ブレアは思わず口ごもった。






「い、や……こんな夜分にすまない……その……」






　ブレアは懸命に事情を説明しようとするが……エリノアと目が合うと、この状況に焦りが生じた。

　真夜中に断りもなく若い娘の寝室にいるなどということは、ならず者の所業だ。寝起きに暗がりから男が現れれば恐ろしいに違いなかった。

　まずは驚くか、叫ぶか……。

　そう思っていたのだが。






　――しかし、娘の反応はそのどちらでもなかった。

　思わぬことに、エリノアはブレアを見た途端、眠そうに大あくびをした。






「――またなの……」

「!?」






　そのまま呆れたように見つめられたブレアが困惑している。






（……ま、た……!?）






　しかしブレアの戸惑いをよそに、エリノアは眠そうに目元を手でこすりながら、語尾の不安定な声でぶつぶつ言う。






「なんなのょこんな夜中に……その手にはもう引っかからないわょ……ブレア様ごっこはやめなさいって、言ってる……で………しょ……」






　言ったかと思うと、エリノアは眠そうにガクッと頭を落として……座ったまま、うなだれた格好で動かなくなった。






「エ、エリノア……？」






　もしかしてまた眠ってしまったのか。

　ブレアが焦って顔を覗きこもうとする。

　と――。






「!?」






　唐突に、エリノアがヌッとブレアの頭に手を伸ばしてきた。

　いきなりガシッと顔をつかまれて、ブレアがギョッと目を瞠る。






「ふ……ぁあぁ……もぅ……あんた本当に暇ねぇ……」






　エリノアはやれやれと大あくびをしながら――……。

　そのままなんと、ぐいぐいと――ブレアを布団の中に引きずりこんだ。






「……っ!?」






　その瞬間の――






　唖然とし……

　真っ赤で……

　こわばったブレアの顔の――……

　壮絶なことといったら……






　もし誰かが見ていたとしたら、きっとものすごく哀れだと思ったことだろう。






　しかし青年の驚愕を黒猫の抵抗だと思っているエリノアは手を緩めない。目を閉じて、自分も布団に戻りながら言う。






「そんなに遊びたいんだったら、昼間に遊んだげるから……こないだネコジャラシを取ってきたのょ……だから夜わ寝て……お願ぃだから……もぅ瞼が重くて死にそぅ……」

「………………」






　何か……猫を抱くような形で、包みこむように頭を腕に抱きこまれたブレアは――呼吸を忘れ、動くことができなかった。

　ただ……

　痛いくらいに心臓が鳴っている。

　と、その心音に気がついたのか、エリノアは目を閉じてぬくぬくした顔で「やっぱり小動物は心臓の音が速いねぇ……」などとのたまっている……。

　その言葉に疑問を抱く……余裕はやはりブレアにはなかった。

　そうして男が身動きできないでいると、彼が大人しくしていることに満足したらしい娘は、布団の中で、よしよしと彼の金の髪を優しく撫でる。






「いい子、いぃ子……ふぁ……つまんない時はわたぃがかまってあげるから……おとなひく……おとなしく……ぉ、と………………」






　――それきりだった。

　それきり、再び深い眠りについたらしいエリノアは、ブレアの頭を抱えたまま、今度は寝息も立てずに瞳を閉じている。しばらくすると、ひそやかにすぅすぅと呼吸する音が聞こえて来て……。

　それを耳にしたブレアは……。

　己の中で、何かがグラグラと大いに揺れているのを感じた。

　静かな吐息を間近に聞くと、その揺らぎが大きくなっていく。

　それはおそらく理性とかそういったもので――。






（――こ、れは――）






　……と、ブレアが苦悶の表情を浮かべた時だった。






　布団の上で、チッと何か、舌打ちするような音がした。






「っ!?」






　途端――ブレアは急な浮遊感にギョッとする。

　次いで、すぐさま周囲の空気が変わり、開放感を身に感じたブレアは慌ててガバリと身体を起こす。と――。






「…………な、ん……」






　驚愕した顔が左右に動く。

　月明かりが消えていた。そして。

　――エリノアが、いない。






　周囲は真っ暗だ。ブレア以外には人の気配はない。

　しかしすぐに慣れた感触に気がついた。

　手に触れるすべらかな布の感触に、彼はそこが己の仮眠用の寝台の上であることを悟る。

　ブレアは唖然とした。

　そこは、彼の仮眠室の中だった。






「ゆ……」






　夢だったのか――……。






　そう思った途端、ドッと全身に汗が噴き出した。ブレアは己の膝の上にうなだれるようにして盛大なため息をこぼした。

　……心底ホッとしたような……壮絶に恥ずかしいような……堪らない気分に苛まれていた。






「…………わ……私はいったいなんという夢を……」






　暗闇の中で顔を真っ赤にした青年は……。

　結局その日も朝まで眠ることができず。翌朝オリバーたちにものすごく責められることとなる。















　と、その頃……。

　ブレアがいなくなってポッカリ開いたエリノアの布団の中の隙間に、モゾモゾともぐりこんで行く黒い姿が……。






「……」






　ブレアに災難を振り掛からせた張本人グレンは、そうしてエリノアの腕の中に収まってみたが……そこから見える腕の主がすっかり寝入ってしまったことに膨れっ面になる。






「もー……なんだよぉ！」






　どうやら……彼はエリノアがもう自分の頭を撫でてくれなさそうだということが不満らしい。






「いつもはあんまり私の頭なんか撫でないくせにぃ！　……ちぇ、なんか損した気分……姉上め……なんで本物の私の頭は撫でないんだよぉ！　面白くないなぁ！」






　ここで何かあればきっとブラッドリーが怒るはず……と思っていたグレンだったが……その前に、なんだか己と勘違いされたブレアがエリノアに優しくされているのが気に食わなくなってしまった。

　エリノアはこれまでグレンを布団の中に招き入れたことはない。

　身勝手で気まぐれな魔物猫は、恨みがましそうにエリノアを見て……呆れたことに。プンスカ言いながらもそのままエリノアの布団の中で眠るつもりでいるようだった、が……。






　そうは問屋が卸されなかった。

　この時エリノアの部屋の扉の外には……息子の悪ふざけに気がついた女豹が金棒を手に冷気を纏って立っていた。

　暗闇の廊下に立つフリフリの寝巻き姿の婦人の顔は、何故か闇に紛れて表情が見えない。（※婦人がノーメイクだと顔が見えなくなる仕様）






　そうして……。

　この件に対する黒猫への仕置きは、この直後、彼女の手によってあますことなく行使されたという。

　エリノアは何故か朝からぐすぐす涙目の黒猫にとても不思議そうにしていたが……あまりにもグレンがうなだれているもので……可哀想に思ったらしい。約束通りネコジャラシを使ってグレンと遊んでやっていた。






　そんな二人を見守っていた聖剣は、コーネリアグレースの問いにキョトンとして答える。






「え？　第二王子の侵入？　……ええ、気がついていましたが気になりませんでした。だってエリノア様は幸せそうに眠っておいででしたし」






　主様は野原で金色の毛並みの猫とネコジャラシで遊ぶ夢を見ておられたようですー






　……と、テオはほのぼの言ったらしい。






　因みに。この件は婦人によって、ブラッドリーには巧妙に伏せられた。

　理由はもちろん……。






「世の中とトワイン家の平穏のため」で、ある。
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「…………」






　ペシッ、ペシッと繰り出される黒い獣の手を見ながら、エリノアはやれやれとため息をつく。






「こんなの面白くない、面白くないっ」

「……」






　腹立たしげに言いながらもエリノアが動かす紐を機敏に追ってくる黒猫。

　だったらやめればいいじゃないかと思うのだが、こちらが紐を引っこめそうな気配を見せると、グレンはすかさず紐に齧り付いてエリノアを睨む。

　――そういうやりとりが、既に七回程繰り返されている。やっぱりどうにも面倒な子だなぁというグレンへの認識を新たにしたエリノアであった。






　本日エリノアは休日。

　世間は聖剣不在の噂に沈んでいるが……エリノアはひとまず久々の安息日を楽しむことにした。






　の、だが……。

　なんだか朝から妙にグレンがいじいじしていて……（夜中に婦人に叱られた）結局エリノアは、そんな彼を相手に、紐遊びに付き合うことになったのだった。

　ついでに言っておくならば、彼女が『魔がさした』とか言って、この間外で摘んできたネコジャラシはとうに彼の牙と爪によってボロボロにされた。

　無残な姿になった黄緑色の植物を見たエリノアは、グレンもこれで気がすんだことだろうと思ったのだが……。

　すると黒猫は、今度はこの紐を口にくわえてつきまとう。

　エリノアは床の上でその紐を素早く左右に動かしてやりながら言う。






「……なんか……猫にずっとあと追いされると健気な気がしてちょっと嬉しいんだけど、中身があんただと思うと……微妙ね」

「何言ってるんですか、だって姉上昨日の夜、昼間だったら遊んでやるって言ったでしょ！」

「うん……まあ……そうだった、ような……」






　昨晩エリノアはとても疲れていて、眠気もひどかった。夜中にグレンに起こされて、そう約束したような気もするが、はっきりとは覚えていない。

　普段からこの黒猫は、退屈すると気まぐれに何かに化けてエリノアを脅かしにくる。

　それは特定の誰かだったり、化け物だったり、大きな虫だったり……。

　だからきっとまた夜中にそういうことがあったのだな、とエリノアは深くは考えなかった。

　グレンはふんと鼻を鳴らす。






「まったく姉上ったら、人としてそれはどうなんですか!?　魔物になれすぎにも程がありませんか!?」

「それ……あんたが言う……？」






　グレンの憤慨にエリノアが呆れ果てている。






「何事にも初心が大切ですよ。うぶな心を忘れないでください！　いい感じに私たちにビクビクしていた姉上はどこに行ったんですか！」






　面白くないと言われたエリノアは、そんなことを恨みに思われても……と思ったが。グレンは悔しそうにぺシーンッと！　と、肉球で紐の端を殴り飛ばす。






「あ」






　グレンの猫パンチがクリーンヒットした紐は、エリノアの手を離れて壁際まで飛んでいく。そのままポトリと床の上に落ちるかと思いきや――……。

　さっと黒い影がそこをよぎっていった。――黒猫が、紐を口にくわえてやってくる。






「あれ!?」






　エリノアはギョッとして、その黒猫と――グレンを見比べる。

　グレンは変わらず元の位置に座っていて。紐をキャッチしたのは別の黒猫だった。

　と、紐をくわえているほうの猫がててて……と身軽な足取りで、驚くエリノアの傍までやって来て。足元にくわえていた紐を落とす。






「それはあれよねぇ……」

「！」






　目をまるくするエリノアの前で、黒猫……ややモッフリ太った猫は続ける。艶のある、女性の声だった。






「ほら、千年も魔物がこちらに来ていないじゃない？　つまりエリノア様たちは第三世代なのよ」

「第三？」






　グレンが面倒そうに応じる。






「魔物の脅威に実際晒されて魔物を恐れている第一世代。その世代を親にもっていて恐ろしさを伝え聞かされた第二世代。そしてそういう世代の者たちともつながりがなくなってしまった第三世代……がエリノア様ね。魔物の脅威も遠い話なのよ。実感がないのね。だからあたくしたちのことなんか、お伽話程度にしか恐れてないの。ちょっと魔法が使えるメルヘンオバケくらいに侮ってるのねぇ……ま、あたくしがこんなに愛らしいから仕方ないのかしら？」

「何それ……失礼な……じゃあたまに恐ろしい目に合わせとくほうが……」

「何言ってるの。だからお前はまだまだなのよ。油断させておくくらいのほうがいいの。ほっとしているところに襲いかかるのが一番心理的にも効果的……」






「……」






　なにやら物騒な猫会議をはじめた二匹をエリノアは無言で見守った。……多分止めても無駄である。

　さて、ここまで来ればエリノアにも二匹目の黒猫がコーネリアグレースだということは分かった。

　と、太ましいほうの黒猫が、はたと気がついたように顔を上げる。






「あらいやだ、エリノア様をびっくりさせよう大作戦に夢中になってしまったわ。エリノア様も、ほら手が止まってましてよ！」

「え……？」






　そう言われて黒い鼻先で示されたのは、床に転がった紐で――。

　まさかとギョッとするエリノアに、婦人は四肢を揃え、ややグレンよりふさふさしている胸を張って弾む声で言う。






「あたくしもまぜてくださいな」

「……え……なんで……」






　たった今自分たちで侮られているとか言ってなかったか。そんな普通の猫のようなことをして大丈夫か。それに、グレンならまだしも、婦人が猫のような遊びに興じるなどとは意外も意外。というか……彼女にそんなことを要求されると何か裏がありそうで怖い。

　エリノアが戸惑って返すと、婦人はあらだって、と色気のある流し目をエリノアに向ける。






「あたくしめのごとき淑女でも、一応魔物ですから。狩猟本能っていうのかしら……ま、それとはちょっと違うんですけど、襲いたい願望？　逃げるものを歯牙で追いたい願望？　そんなものがございましてね」

「は、はぁ……物騒ですね……」

「エリノア様としてはどうです？　あたくしたちが魔物姿でそれを満たしに行くのと、この姿で紐相手に戯れるのと……どっちがよろしい？」






　そう問われたエリノアの脳裏に浮かんだのは……。

　女豹姿で夜の街中を駆けながら……金の金棒を振り回し、人々を追い高笑う婦人の姿であった……。






　ゾッとしたエリノアは慌てて紐を拾う。






「……やります。やらせてください！」

「あら。ほほほほほ、今のエリノア様の恐怖心いい感じでしたわ、おほほ」

「えー私の紐がー……」






　婦人の息子は母の横入りに不満そうな顔をしている。












　そうして一時間ほど紐遊びに付き合っただろうか。

　ようやく二匹に解放されたエリノアは、自宅の掃除をすることにした。はしゃぎ回った二匹のせいで、居間の中はすっかり毛だらけである……。

　まずは窓を開け放ち、ハタキを部屋の上のほうからはたいてまわりながら……エリノアは、傍で雑巾を手に待機しているテオティルに言い聞かせていた。






「あのねテオ……これからは絶対に、私に黙ってどこかに行くのはやめてね」

「？」

「ほら、この間、王宮でいきなりいなくなったでしょ？」

「ああ……あれですか？」






　キョトンとしていたテオティルは、やっとエリノアの言葉を理解したらしい。すみませんと素直に頭を下げる。






「本来物言わぬものとして主人様のお傍にいるのが私ですので……報告義務については頓着していませんでした」

「ああ……まあそうよね……」






　本来剣は喋らない。






「あとは……自由に動けるようになったので、ついついいろいろと興味を引かれてしまって。あ、でも帯剣してくださればフラフラしません！」

「……無理」






　意気ごんで言う男の目はキラキラと期待に満ちているが、エリノアはそれを真顔で切った。

　途端、テオティルの美しい顔が悲しげにしぼむ。






「あるじ様……」

「ぅ……そういう小さい子みたいな顔しないで！　無理だから！　四六時中テオを連れてたら王宮で仕事もできないでしょう？　それに前も言ったけど……そもそもこんな長身のテオをどうやって腰に――」






　と、エリノアが主張した瞬間、テオティルの顔がぱぁぁっと輝いた。……実に嫌な予感のする感じで。






「ああ、でしたら簡単ですよ！」

「え……」






　と、エリノアが言った時には遅かった。

　一瞬テオティルを中心に、パッと銀の光が花火のように散る。

　エリノアはその眩さに驚いて思わず瞳を閉じ――。






「……ぇ……テオ……？」






　瞳を開けた時、目の前にいたはずの青年の姿がない。床には彼が握っていた雑巾が落ちていて……。

　――と、エリノアは、右手に違和感を感じて下へ視線を動かした。その目と口がぽかんと開く。






　細い木の柄のハタキを握っていたはずの己の手に──褐色の柄が収まっていた。

　硬い感触の金属の柄の先には、美しい白刃が清澄な輝きを放っていて――……。

　それを目撃した瞬間、エリノアの喉がひゅっと鳴った。血の気がひいて、身体が凍る。

　いきなりの出来事に……ただただ驚いていると――。






『――これなら帯剣できますね！』






　と、うきうきしたテオティルの声が聞こえた。






「ひっ……」






　頭の中に直接響く声にエリノアは慄いて。途端、ガタガタ身が震えだした。

　己の手にハタキの代わりに握られている──見覚えのある代物。ついでのように、それを握る己の手の甲がぼんやり光っているのを見て――エリノアは泣きそうに慌てた。






「ちょ、テ……テオ！」






　やめなさい！　戻りなさい！　……と、エリノアが続けようとした、その時だった。

　開け放たれたままだった窓から、おはようと声がした。






「ノア、コーネリアさんいる？　頼まれた商品持って来たんだけど……あれ？　どうかしたのか？」






　朗らかな青年の声を背後から聞いて――。






　エリノアは、聖剣を手に町内中に響き渡りそうな悲鳴を上げた。

















16　王妃の脅しと、真面目天然たちの恋愛談義












　――同時刻。ブレアの執務室。

　城下の様子を尋ねたブレアに、官は懸念するような顔でそれがと言った。

　髪をきっちりと後ろに撫でつけた、やや神経質そうな顔の男だった。






「実は……今城下では、王子様方のどなたかが聖剣を抜いたのだという噂が広まっておりまして……」






　その報告に、聞きながら別の政務をこなしていたブレアの手が止まる。






「……我ら兄弟が……？」

「はい……おそらく国民たちの希望もこめられておるのでしょう」






　そう言われたブレアは考える素振りを見せた。

　分からないでもない話だった。自分もずっと、実兄である王太子が聖剣を抜いてくれればと願っていた。






「ふむ……」

「〝王子の誰かが聖剣を抜いたが、なんらかの理由で国がそれを伏せている〟と……それを真実と信じ切っている国民も少なくはないようです」

「……ほう」

「それとこれもどこから漏れたのか……城下ではすでに、最初に箝口令の指示を出したのがブレア様であるということまでもが知れ渡っておりまして……そこからまた様々な憶測が飛んでいるようですね……」






　歯切れの悪い男の言葉に、なるほど、とブレアは息をつく。






「つまり、私が皆の口を封じたということは、私にとって都合の悪い王子が聖剣の勇者となったのでは、と……そういうことだな」






　やれやれとブレアは苦笑する。






「もともと私は巷によい噂がない。そういう卑怯な真似をやりかねないと思う者も多いのだろう」

「そのようなことは……」






　無表情だった官が、この時ばかりはブレアを気遣うような顔をした。ブレアはそんな男に手を振ってみせる。






「まあそれはどうでもいい。噂は噂だ。しかし……出所が気になるな」

「それについては現在調査中です」






　男の返答にブレアはそうかと頷いた。

　官は報告書をめくりながらため息をつく。






「噂は日増しに増えていくようですね……」

「そうだな……。だがそのような情報の中にも、聖剣に通ずるなにがしの真実が隠れているかもしれぬ。引き続きよろしく頼む」

「はい心得ております。…………ところで……」

「？　どうした」






　一度机の上の書類に目を落としたブレアが、男の声にもう一度顔を上げる。と……官はジロリと冷たい視線を背後に投げていた。






「……何やら……外野がうるさいようですが……」

「…………」






　指摘にブレアは黙りこむ。……背中が斜めに傾いて、頭痛を耐えるような顔をする。

　広い執務室の端のほう。応接用に置いてあるテーブルセット。そこには、オリバーと……その彼に詰め寄る老人たちの姿が。

　老人たちは着ているものも立派で、身分も高そうな……この国の大臣や高官たちである。

　何やら揉めている様子のオリバーと大臣たちに、ブレアに負けず劣らず生真面目な男、ソル・バークレムは不審そうな目線を向けている。






「……大臣様方は……あやつを捕まえていったい何をしておいでなのですか……？」

「…………放っておけ……」






　騒ぎの理由にある程度察しがついているらしいブレアは――げっそりと手を振った。












「あの……離してくださいませんか大臣……」






　オリバーがうんざりした口調で言うも……彼の腕をガッチリ捕まえた老人たちは高圧的な顔で彼を睨む。






「黙れオリバー。それより見ろ……ブレア様が疲れた顔をなさっているぞ……本当に……大丈夫なのか!?」

「…………」






　こそこそ問うてくる大臣たちに、オリバーは――それは絶対あんた方のせいですから……と言いたいのをものすごく我慢した。そんなこととは知らず、大臣たちは固唾を吞んでブレアを見守っている……。






「あれは……話しかけにいっても大丈夫なのか……？　ご承認いただかなければならない書類がいくつもあるのだが……タイミングがつかめん……」

「……普通に行ってくればいいじゃないですか。ソルも普通に王子と会話しているでしょう!?」






　すると大臣が目を吊り上げる。






「馬鹿者！　あの空気を読まん若造と一緒にするな！　お前も見ただろう!?　バークレムが話しかける前のブレア様の顔……お、おぉおお……思い出すだけで老体に震えがくる……」

「……」






　確かに、今ブレアの傍にいる書記官バークレムが話しかける前のブレアの顔はひどかった。

　普段から職務中のブレアの顔は厳格だが、それを通り越して、まるで地獄にでも攻めこもうかというほどにいかめしくて……それで大臣たちも少々腰が引けているらしい。そうして執務室を訪れたはいいが勇気の出ない大臣や高官がオリバーのところに溜まっていって……現在に至る。






「ブ、ブレア様があのように感情を露わにされるとは……もしや……タガートの養女とはうまくいっていないということか!?」






　オリバー!?　と、詰め寄られた騎士は、疲労感のにじむ顔でげっそり答える。






「知りませんよ……なんか昨晩、娘の夢を見たとか見ないとかで……」

「夢!?　そんなわけがなかろう！　あれが女人を思う目か!?」

「はぁ……何かまた苦悩しておいでなんじゃないですか？」

「苦悩……？　ではやはりうまく行っておらぬのではないか！　お前は……側近としてなっとらん！　怠慢だぞ！　なんとかせい！」

「……そんなこと俺に言われても……」






　必死すぎる老人たちに責め立てられたオリバーは困り果ててため息をつく。

　しかし大臣たちが騒ぐのにも理由があるのだ。






　――それは、本日朝一のこと。オリバーたちブレアの側近は、王妃のもとに召集された。

　指定された王妃のサロンへ行ってみると、そこにはオリバーたち以外にも様々な顔ぶれが集められていた。中にはブレアに近しい官や大臣たちの姿まであって……。

　いったい何事かと戸惑う男たちに、彼らを迎えた王妃は厳かに言ったのだ。






『皆、聖剣探しで忘れているようだから一言言っておかなければと思って。ふふふ』






　遠回しでもったいぶった言い方には、集められた者たちに緊張が走る。

　王妃は笑っているが……自分たちは絶対に笑ってはいけないのだという空気がサロン中に充満していた。

　そんな中……オリバーたちを威圧するように立ち並ぶ侍女たちの中央で、豪奢な長椅子に腰を下ろした王妃は、彼らにゆっくりと語りかける。






『もちろん聖剣は大事よ？　……だけどね？　あなたたち――もっと大切なことを忘れているのではなくて？』






　聖剣よりも大事なことと言われ、皆に戸惑いが走った。一体何だっただろうかと官たちは顔を見合わせて。オリバーがまさかという顔をした。と、その瞬間に、王妃が高らかに言った。






『分からないの!?　ブレアの、婚約の件よ！』






　──その瞬間、皆が一瞬、は？　と、目を剥いたが――王妃は誰にも反論するいとまを与えはしなかった。うふふと笑う王妃の顔は、女神さながらに美しかったが──その目は少しも笑ってはいないのだということに……誰しもが気がついていた。

　王妃は言う。






『――いいこと？　聖剣の捜索が忙しいのは分かっていますが、このことは、けっっっして、蔑ろにしては、いけませんからね……？』






　いいですね!?　と、王妃にピシャリと念押しされて――その圧に怯える大臣や高官たちは、こうして必死にならざるを得なかったというわけなのである。






「オリバー……貴様もしっかりやらねば後々恐ろしいことになるぞ!?」

「いや、それは分かっていますけどね……」






　げっそりしているオリバーにも、王妃の気持ちは分かっている。

　彼女は長年息子の婚約者選びに悩まされ、それがうまくいかず、側室妃たちにも嘲笑われ続けて。ずっと悔しい思いを重ねてきているのだ。ゆえに、この度の聖剣騒動のせいで、せっかく息子が見せた光明を、みすみす逃してしまうのではないかと心底案じているのだろう。

　でも……とオリバーは顔を歪めた。






「……でも……変に横やり入れることのほうが不安なんスよ……！　あんな恋愛初心者たち相手に、いきなり妃だ婚約だって突きつけたって……」






　うまく行きっこないと主張するオリバーに、大臣たちは厳しい。






「愚か者！　そこをなんとかうまく調整するのがお前の役目だろうが！」

「王室の繁栄は磐石な治世にもつながるのだぞ！」

「有力な候補者が現れたのなら今後は早め早めに……そうだ、お二人のためにもう一度舞踏会でも開いてみては……？」

「ダメじゃ、聖剣が見つかるまではそのような余裕があろうはずが……」

「えぇい！　なんたることだ……聖剣め！」

「………………」※オリバー









　……そんな男たちの騒ぎを遠くに聞きながら……ブレアは疲労をにじませため息をついた。

　そして彼は、オリバーたちの騒ぎを完全無視し、ブレアの傍で作業している男――彼の補佐をしているソル・バークレムに低い声をかける。






「ソル……私は変なのか……？」






　……オリバーが聞いていたら、ずっこけそうな問いであった。

　しかし、男は真剣だ。






「変？　あそこで騒いでおられる大臣様方ではなく？　ブレア様がですか？」






　心底心外そうに片眉を持ち上げて振り返った男に……ブレアは静かにかいつまんだ事情を話す。






「……たかだか夢ごときに、こうも振り回されている己は滑稽だと分かっている。だが……そうは分かっていても、気がつくとつい思い出していて……まったく理性の及ばぬ領域に立たされているようで不可解なのだ……」






　そう訴える青年に、身を正してそれを聞いていたバークレムは、質問よろしいですかと小さく手を上げる。






「何を思い出されておられるのですか？」

「……そうだな…………彼女の寝顔……正確には、眠そうに潤んだ瞳、耳元で聞いた寝息、抱かれた腕の感触……それに香り……我が夢ながら……驚異的な再現力だったように思う」






　苦悩するような顔の王子に、ソル・バークレムは――……。

　平然と頷く。






「なるほど……左様でしたか。それはつまり、相当な思慕であらせられるということでございますね」






　……何やらおかしな調子になってきた。思慕……などという言葉が出てきたが……男二人の様子は、とても恋愛の話をしているふうには見えない。

　まるきり政治の話でもしているかのような調子で二人は議論を交わしていく。

　考えてもみろとブレア。






「ここまで思いつめられたら……相手は気味が悪いのでは？　無断で夢に見るなど……」

「お言葉ですがブレア様、夢とは普通無断で見るものです」

「それはそうだが……できれば彼女の気分を害するような行為は慎みたい。どうすればよいだろうか……」






　問われたバークレムは冷静な顔でブレアに答える。






「そうですね……深層心理が反映されるという夢を操るということは、かなり難しいことだと思います。かといって、夢を避けるために眠らないというわけにもまいりません。これ以上睡眠時間を削るとブレア様の作業効率が落ちますし……私の見立てでは殿下が恋愛状態に陥って以降、すでに通常の数割程度、効率が悪くなっています」

「…………すまん」

「いえ、十分ご自身で補填しておいでだと思います。……思うのですが……そのように気にかかるようでしたら、いっそ一度ゆっくりお会いになる機会をつくられては？」

「機会……？　しかし……」






　時間に余裕がないとため息をつくブレアに、バークレムはつらつらと言葉を並べていく。






「確かに今は聖剣捜索で忙しいですが、適度な余暇を入れたほうが、効率が上がることもございます。逢瀬への欲求が高まりすぎて気が乱れるとおっしゃるならば、一度休まれて令嬢とどこかにお出かけになるとか……欲求が満たされれば多少は感情も落ち着くのでは？　みだりに夢に見てしまうようなこともなくなるかと」

「……なるほど……私は欲求が高まりすぎているのか」






　そういう視点はなかったと腕を組んで感心した様子のブレア。そんな彼に、バークレムは「改善策を検討いたしましょう」と真顔で言う。






「お相手にも協力を要請するといいと思います。ブレア様の窮状を詳細にお聞かせいただければ私が要点をまとめてご令嬢に書状を用意いたします」






　そして男は……紙とペンを手に取ると、真剣な顔でブレアの前に立ち、「さあどうぞ」と、彼の言葉を待っている……。









「……」

「……」






　そのやりとりを――盗み聞いていたオリバーと大臣たちは無言で顔を見合わせていた。






「……あの…………真面目天然たち止めなくて大丈夫ですか……？　クソ真面目な顔で欲求とか逢瀬とか……恥ずかしくて聞いてられないんですが……あれ多分本気ですよ……？」

「うぅむ……王妃様が心配なさるはずじゃ……ブレア様があそこまでとは……」






　大臣は怯んだ顔で頭を抱えて唸っている。

　彼らの視線の先で、バークレムはブレアの言葉に頷きながら、何事かを熱心に書き取っている。……内容が怖いとオリバーは思った。






「ソルの奴……手紙を書くとか言ってますけど……あいつがそんなもの書いたら役所の督促状みたいになりますよ……!?　そんなもの送りつけて大丈夫っすか!?」

「いや……しかし、余暇と娘との外出の誘い……方向性としては間違っていないような気も……」

「本当に……!?」






　大丈夫なんですか……!?　と……オリバーは大臣の肩を大きく揺さぶり動かした……。

















17　その時勇者は魔物の献身に涙する












　ソル・バークレムがせっせとエリノア宛の書状を書きまとめていた時より少し前……

　城下のトワイン家。






　エリノア――絶叫。






「!?」






　それを聞いて――開かれた窓の外で、おはようと上げた手の形のまま驚いているのは、リードだった。






　頼まれていた日用品の配達に来た彼は、己の顔を見た途端ありったけの声を出して叫んだらしい娘の顔を見て……呆然とした。






「ノ……ノア……？　どうした……？」






　何があったんだと家の中のエリノアに声をかけると、娘は窓枠の向こうから、引きつった顔をぎこちなくリードに向ける。

　そのままジリジリと後退られては……リードのほうでも戸惑って当然だ。なんだか拒絶されているようで……地味にショックだった。わずかにリードの顔が曇る。






「……ノア？」

「……ぅ、あ、あの……あのですね？」






　青年の傷ついたような表情に気がついて、エリノアも焦る。しかし――手には聖剣が……。






「ぁああああの……ち、違うんです、あの……」






　あからさまに怪しい敬語を繰り返すエリノア。






「？」






　リードは不思議そうな顔をして彼女を見る。エリノアは、よくよく見ると――何か細長い物を後ろ手に持ってガタガタしている。蒼白の顔面は噴き出した汗であっという間に湿地帯と化していて、どう見ても怪しいことこのうえないが……どうやら、リードに対して拒否反応を示している――というふうでもなかった。






「いったい何に怯えて……？　……あ……」






　不思議そうにしていたリードは――思い当たったような顔をする。

　青年は持っていた荷物を慌てて地面に下ろすと、窓からトワイン家の中を覗きこむ。






「……もしかして……虫か!?　なんか大きいのが入って来たのか!?」

「……え」






　昔から、エリノアは虫が苦手だと知っているリードは（※子供の頃カマキリで怯えさせた前科あり）「俺が退治するから待ってろ！」……と、懸命な顔で床を見回している。

　そんな彼を見たエリノアは……ハッとした。






（！　い、今……今だわ……！）






　リードの意識が己から外れた今、この間にどこかに聖剣を隠せないだろうか。

　エリノアは慌てて部屋の中を見回して……しかし――部屋の中には、こんな立派な剣を放りこんでしまえそうなところがなかった。しかも、物が物で――……いつ〝彼〟が人間態に戻るかも分からないことを考えると――棚の後ろの隙間――剣くらいなら滑りこませられそうな細いところ――に突っこんでみる……とかいう方法では、あまりにも不安がある。

　困ったエリノアは、やはり別の部屋にでも隠しに行くほうが安全だと判断し……未だ、居もしない虫を一生懸命捜してくれているリードの様子を見ながら――じりじりと、扉のほうへ後退って――……。






　……いたのだが。






「ん……？」






　と、そこでエリノアは、その扉の向こうから何やらドドド……という地響きが近づいてくるのに気がついた。

　と、次の瞬間――バターン！　と、居間の扉が勢いよく開け放たれた。






「――ひっ!?」

「え？」






　緊張していたエリノアは盛大な音に大げさに驚いて。危うく隠し持っていた聖剣を放り投げそうになった。

　そして同じく音に驚いてリードも顔を上げる。

　二人の視線の先に現れたのは――……。






　扉を体当たりで突破してきたらしい白い獣……。






「どう――っ!?　っっ――!?」






　――おそらく……〝彼〟は、別室でエリノアの絶叫を聞き、『どうした!?』と、言いたかったのだろう。

　しかし勢いよく飛びこんで来た〝彼〟――こと、犬姿のヴォルフガングは――。

　すぐにエリノアの血の気の引いた驚愕顔に気がついて――更にそこにリードがいることにも気がついた。






（し、しまっ……!?）






　た、と思ったらしい慌てた白犬は、次の瞬間――……。






「わ……………………わん!!」






　――かなり苦しい感じで……犬のフリをすることを決めこんだ。






　その……あまりにも強引なごまかしように……もはやエリノアの顔色は蒼白ではきかなくなっていた。






　目の前にはリード。

　ブルブルする手には聖剣、飛びこんできたのは魔物……。

　おまけに聖剣にはトンチンカンな精神が搭載されていて、この状況下でも空気を読まない彼はいつ人型に戻るかも分からないときている……。






　娘のまるい顔は今にも心臓が止まりそうな、気絶しそうな顔をしている。

　聖剣と魔物の存在発覚の危機に身を竦ませたエリノアは――心の中で、心底リードの鈍感力を願ったが……

　しかし、さすがのリードも、今耳にした犬の声には何か不審な気配を感じ取ったらしかった。






「あ、れ……？　なあ今……ヴォルフ……変な鳴き方しなかった？」






　怪訝そうなリードに食い入るように見つめられて……スサッと視線をそらすヴォルフガング。しかし――その目をそらした先に立っていた娘が、青い顔で背後に隠している物体に気がつくと……魔物がギョッと目を剥いた。






「!?（お……お前は……何を……何をしているんだ!?）」

「（た……助けてヴォルフガングっ!!）」






　――勇者と魔物の間に声なき会話が成立する……。

　哀れなほどに必死な形相のエリノア。

　後ろ手にした手の甲は燦然と輝き、握られた一振りも同じく清廉な光をまとっている。






　それらとリードとを、驚愕の眼差しで見比べたヴォルフガング。

　娘の小柄な背からは、隠し切れていない聖剣がちらりちらりと見えている。

　今はリードがヴォルフガングを見ているからまだいいが……青年の視線がエリノアに移り、少しでも彼女の背後を覗きこもうものならひとたまりもない。






　――いったい何をやっているんだこの阿呆は……!?






　呆れと憤慨の狭間に立たされるヴォルフガング。

　……しかしそうは思うのだが……。

　助けを求めるような娘の蒼白の顔を見て。額に浮かぶ玉のような汗を見て……。

「なあ、ノア――」――と、リードがエリノアを振り返りそうな気配を察して…………。






（………………くっ……お、おのれ勇者めぇえええっっっ!!）






　ヴォルフガングは、気が遠くなるような目眩と怒りを同時に感じて――。

　次の瞬間、彼は苦渋の決断をした。






「……わ…………わぉーん!!」

「!?　ヴォルフガング!?」






　──突然のことだった。

　後ろ足で床を蹴ったヴォルフガングに、エリノアがえっと、目を瞠る。






　――魔将は……娘のためにプライドを捨てた……。






「……わ……！」






　どこか媚びた響きの声で鳴き、ヴォルフガングはビヨーン！　と窓枠を越え、青年に向かって跳んでいった。

　いきなり大型犬に跳びかかってこられたリードが驚く。彼は白犬の巨体を受け止めて――そのまま仲良く地面へとひっくり返っていった。






「ヴォルフ……！　リード！」






　ギョッとしたエリノアが、聖剣を後ろ手に隠したまま窓に駆け寄る。

　と――。






　リードは白犬のモフモフの身体の下敷きになり、地面に倒れこんでいた。

　唖然としているエリノアの視線に気がつくと、半身を起こして笑い「大丈夫大丈夫」と手を振って。彼は、そのまま己の身体の上にいるヴォルフガングの大きな耳の後ろをワシワシと撫でる。






「どうしたんだよヴォルフ、今日はすごく熱烈な歓迎だな？　甘えてるのか？」






　普段は素っ気ない態度の白犬の突進に……リードはなんだかとても嬉しそうである。

　ヴォルフガングは誤魔化すようにワンワン吠えていて。青年からエリノアが見えないよう、彼の視界を己の顔で塞ぎながら……必死にリードに鼻先を近づけ、懸命にしっぽを振って犬のフリをしている後ろ姿に……エリノアが泣いている。






「（ぅ……ヴォルフガング……ご、ごめん！　ホントごめん！　あ、ありがとう……っ！）」

「（いいから……っ！　いいからさっさと……聖剣そいつをどっかに放りこんで来い!!）」※殺気






　エリノアは……ヴォルフガングの献身を酌み――その隙に、すみやかに聖剣を持って居間を出た。






「ど、どうしよう、どこに──……っ!?」






　――と、扉を出てすぐに、ヌッと、平べったいチリ取りとホウキを差し出したコーネリアグレースの姿が……。






「コ、コーネリアさん！」

「ええ。分かっております。テオ坊はあたくしが、こっ……てりっ叱っておきますから。今は……あの哀れな忠犬を助けてやってくださいまし……」






　婦人の凪いだ表情には大いなる哀れみが滲んでいる。エリノアは猛然と頭を縦に振る。






「は、はい！　お願いします！」






　エリノアはコーネリアグレースにテオティルを託す（コーネリア、聖剣をチリ取りに乗せホウキで挟む。※素手では触りたくない）と、慌てて家の外の二人のもとへ飛び出して行った。






「ヴォルフガング！　ヴォ………」






　と……。

　その光景を見て……罪悪感に胸を刺されたエリノアは、あああと呻いて顔を両手で覆った……。









「よーしよしよし……どうしたんだよヴォルフ、今日はいやに甘えん坊だなぁ～」

「わ、わぉ～ん！」






　――動物好きなリードの嬉しそうな声。

　その彼の前で。地面の上に身を投げ出し、あられもない格好で腹を撫でられるヴォルフガング。その顔の……必死なこと……。

　……迫真の演技が涙を誘う。






「…………ヴォ、ヴォルフガング……」






　ごめんんんっっっ！






　……と、路上で涙するエリノア。

　せめてこれが、グレンにだけは、絶対に目撃されないようにと、慌てて二人に駆け寄って行くエリノアの頭には――。

　とてもではないが、先日リードに告白されただのなんだのと……思い出している余裕はなかった……。

















18　エリノア、魔将のプライドを守るため奔走する












「…………」






　モンターク商店の中。

　倉庫で仕事をしていたブラッドリーは、怪訝そうな顔で固まっていた。

　彼の目の前では――。






「グ、グレンー、グレンちゃ～ん、おいでおいで～」






　猫撫で声を出しながら倉庫内をうろうろしているのは――彼の姉。

　手には何故か生魚が握られていて……その姿はあまりにも不審。






「…………姉さん……いったいどうしたの？　そんな魚ぶら下げて……」

「ご、ごめんブラッド、ちょっと待ってて！　グ、グレンー！　出ておいでー！」

「……」






　話しかけて来た弟を、魚を持った手で制し。エリノアは店内を必死で猫捜索。

　生魚を突きつけられた魔王が戸惑っている。

　と、傍の棚の上からトンッと黒猫が降りて来た。






「ちょっとぉ姉上ったら……なんなんですかその愉快な悪巧み感はぁ……」






　黒猫は「嫌いじゃないなぁ」とか言いながら、ニヤニヤしてエリノアのほうに近づいて来る。






「は！　グレン！」

「はい私ですよ。で、なんですかその生臭ぁい貢物は。猫に魚とは、何やら安易すぎてもはや怪しいということにお気づきでないところが姉上らしくて私は好きです――……よ？」






　と、グレンがキョトンとした顔をする。

　彼の青い瞳が怪訝そうに見つめる前で、エリノアは――彼に向かって大きく腕を広げて立っていた。






「さ、」

「……え？　な、なんですか……？」

「おいで！　ほらお魚あげるから！」






　買ったばかりだから鮮度もいいのよ！　――と。真顔で言うエリノアにグレンが引いている。






「……まさか……姉上……私を抱こうっていうんですか……？」






　これまでは、グレンが無理やりエリノアの膝に乗ることなどはあったが……彼女自ら進んでこの小悪魔猫を抱こうとするようなことはなかった。






「え、キモい……何アレ……」

「……（……姉さんがまた変なことやりはじめた……）」






　魔王を呆れさせ、魔物を引かせるエリノア。しかし彼女は、真剣な顔でグレンを手招いている。

　その様子にグレンは思い切り三角の耳を後ろに倒して。






「……陛下～！　勇者がおかしな企みをー……あっ……」

「……」






　グレンがそう言ってブラッドリーにすり寄った瞬間、その小さな身体を少年がつまみ上げた。






「……これでいいの？　姉さん」

「えー陛下――」

「ブラッド！　ありがとう!!」






　ブラッドリーがグレンを抱き上げたのを見ると、エリノアはホッと弟に笑顔を向ける。

　その微笑みにブラッドリーが照れた瞬間――エリノアは、今度はスカートの後ろに挟んであった何かを彼に差し出した。






「え……？　何これ……」

「抱っこ紐よ。急いで作ったの」

「は？」






　エリノアの口から出た馴染みのない道具の名前に、ブラッドリーが戸惑いを見せる。しかし姉の顔はあくまでも真剣だった。






「悪いんだけど、ブラッドしばらくこれでその子を抱っこしておいてくれない？」

「……え……」

「え♡」※グレン

「お願いよブラッド……お仕事も忙しいのは分かるんだけど……これには私の恩人のプライドがかかってるのよ！　私もあとで仕事手伝うから！」

「う、うん分かった……」






　愛する姉に上目遣いに懇願されたブラッドリーは、戸惑いながらも了承する。

　少年魔王は大人しくエリノアに斜めがけの抱っこ紐をつけられて――その中に嬉しげにまるまった黒猫をそっと収めた。するとエリノアは、安堵した顔をして……。






「……これでよし……よろしくねブラッド！　絶対その子、逃さないでね!?」






　お願いよー！　と、言い残すと――姉は店を走り去って行った……。

　残されたブラッドリーは……憮然とした微妙な顔で立ち尽くす。






「…………」

「陛下～♪　えへ。あったかぁい♪」






　黒猫は袋状の抱っこ紐の中でゴロゴロ言っている。












　さてこちらはトワイン家前広場。

　ブラッドリーの愛犬（？）ヴォルフガングとリードが戯れはじめてから、もうすでに結構な時間が経っていた。

　諸々を誤魔化すために身体を張っていたヴォルフガングは――現在リードとボール遊びに興じていた。

　モンターク商店でグレンをブラッドリーに押しつけて来たエリノアは、それをハラハラと見守っている。






　エリノアがブラッドリーに抱っこ紐をつけてきたわけが、これだ……。

　くだんの魔将は――慣れないことをしすぎたせいか、何かのリミットでも外れたようにテンションがおかしなことになってしまっている……。






「あ！　ノア！　なあ親父なんだって？」

「う、うん、おじさんはリードに昼休みとっていいよって……でもあのリードそろそろ……」






　リードが戻って来たエリノアに気がついて。彼女の元へ駆け寄って来た……が、すぐに大型犬ヴォルフガングがそこへドシーンッと乱入する。口にはボール。頭突きで投げろと催促されたリードは、嬉しそうに目尻を下げて白犬に応じる。






「わっ！　分かった、分かったってヴォルフ！　こいつ～今日は本当に積極的だなぁ」

「あ、あ、あ……ヴォルフガング……そ、そろそろ……そろそろやめなよぉ……！」






　エリノアは引きとめたが、どこかグルグルした目のヴォルフガングはその制止を振り切って。リードと共に、アグレッシブに走り去ってしまった……。






「ああぁあああ……ヴォ、ヴォルフガングーッ!!」






　残されたエリノアは地面に膝をつき、手を突き出して嘆いている。

　無理にでも止めてやりたいエリノアなのだが――モフモフの毛で分かりにくいが、ヴォルフガングはその下にかなり引き締った筋肉を備えている。

　あの力に引きずられてしまえば、この平均以下しか体力のない娘では、とても魔将を止めることができなかった……。






（な、何故こんなことに……）






　エリノアは呻く。






　――はじめはもちろんこんなふうではなかった。

　ヴォルフガングは、エリノアと聖剣のためにゼイゼイ必死な顔でリードと遊んでいて――。

　しかし――エリノアは気がつかなかったのだ。ある時点からそれが徐々に変化して……いつしか魔将の目が爛々とした輝きを放っていたことに。

　もはや……ヴォルフガングの耳には、エリノアの制止は届かない。






「ど、どうしたらいいのアレ!?　どうしたら……」






　走り去って行った先で、リードの投げたボールを嬉々としてキャッチして遊んでいる白犬の姿にエリノアが困り果てている。

　一応、魔将の自尊心を守るため、小悪魔グレンはこちらに来ないよう対策したが……

　傍目には楽しそうな青年と犬の戯れにしか見えなくとも、これは――おそらくヴォルフガングの本意ではない。

　多分魔将も混乱してのこと。間違っても、犬の本能が目覚めちゃったんだね……なんてことは思ってはいけないのだ。そんなことを彼に言ってしまったら、後々彼のプライドがどんなに傷ついてしまうことだろう……！






　エリノアは真剣に悩んだ。






（…………これ……もしかしてそっとしておいたほうがいいんだろうか……見て見ぬふりをしてあげたほうがいいやつ……？）






　ヴォルフガングがリードと戯れてもそれは別に悪いことではない。

　しかし……エリノアはあのプライドの高そうな魔将の自尊心が心配で……。






「…………や、やっぱり止めよう。今度は私がヴォルフの助けにならないと……！」






　ヴォルフガングは自分のプライドをなげうってエリノアの秘密を守ろうとしてくれた。そんな彼を放っておくことなどできない。決意したエリノアは、もう一度ヴォルフガングを止めに走ろうと足に力をこめて――。






　と……。

　離れていた場所でポールを投げていたリードが、ふとヴォルフガングを見ながら不思議そうな顔でエリノアに声をかける。






「……それにしても……さっきのヴォルフ、絶対に人の言葉をしゃべったと思ったんだけどな」

「え!?」






　リードのセリフに、エリノアはギクリと肩を震わす。






「……そ、そんなこと……ないでしょ……だ、だって、ヴォルフガングは……犬、だよ……？　そんな、人の言葉なんて……」

「でもあの声は普通の鳴き声とはちょっと違ったふうに聞こえなかったか？」






　問われたエリノアはブンブンと頭を横に振る。

　リードは納得できないのか、「そうかなぁ」と首を傾げている。だが……しかし。それでも、エリノアはゴリ押しするしかないと、ハラハラした顔でヴォルフガングを見た。






　二人の傍へボールをくわえて戻った白犬魔将はそれをリードの足元に落とすと――こわばった、不自然な顔で青年にスリスリ額をすりつけている。そして――どういう仕組みなのか……。

　喉が……。

　ゴロゴロ……鳴っていた……。






「なんだなんだ……この甘えん坊め、可愛いなあヴォルフ！」

「…………」






　リードはものすごく嬉しそうで気がついていない。が……どうやら魔将は甘え方を間違っている。

　――混乱のせいか……それとも普段からいろいろなものに変化するせいなのか……。

　どう見てもあれは猫グレンの真似だな……とエリノアは哀れむような目でヴォルフガングを見た。

　可哀想に……彼の甘えスキルの低さが窺える。






（ヴォルフ……犬は……犬の喉はゴロゴロ鳴らないようっ！　……ふ、不憫……不憫だわ……）






　これは――早よう止めなあかん……っっっ!!　――そう痛感したエリノアは……ボールを投げようとしたリードの腕をガシッと止める。






「あ、あのリード……！　そろそろ……ヴォルフガング興奮しすぎて疲れちゃう……」

「？　でもかなり嬉しそうだぞ？　まだボール投げて欲しそうだし……しっぽも振って喉もゴロゴロ……て、あれ？　犬も喉を鳴らすんだっけ……？」

「ぎゃ！　リード!!」






　ふとそのことに気がついたらしいリード。考えこもうとする彼の腕へエリノアは飛びついた。






「ノ、ノア？」






　エリノアは青年に取りすがって。彼をヴォルフガングから引き離すように自分のほうへ引っ張ると……引き寄せられたリードは驚いて。微かに頬を赤らめている。

　しかしエリノアは必死の形相だ。下では目がグルグルした白犬が、『遊べ遊べ、ボールを投げろ』と、無言の圧をかけて来るしで……そんなうっすらした青年の頬の色味など、判別する余裕はなかった。

　リードの腕をがっしりつかんだエリノアは、お尻にヴォルフガングの頭突きを受けながら……切に訴えた。






「ほ、ほどほ……痛ッ、な、何事も程々が大事でしょ、ね、リード！」

「え……でも……こんなにヴォルフが俺と遊んでくれることあんまりないし……」






　一瞬照れたような顔をしていたリードは、エリノアの言葉を聞くとしゅんと寂しそうな顔をした。それを見たエリノアは慌てて口走る。






「じゃ、じゃあ――私が！　私が代わりに遊んであげる！」

「え……」

















19　リードの戸惑いと、やって来た問題作












　――リードが彼女に想いを打ち明けて以降、エリノアはずっと彼にぎこちなかった。






　毎日朝夕、エリノアはモンタークの店の前を通って通勤をしている。

　以前はその時、病弱な弟のために店に寄っていくのが彼女の習慣で……。






　しかし――今ではブラッドリーの体調もすっかりよくなった。

　それはリードにとっても喜ばしいことだが――必然的に、エリノアが店に顔を出す回数はぐんと減ってしまった……。

　だから彼は。現在、できるだけその時間には、毎日店の前に出て仕事をするようにしていた。

　――少しだけでも顔を見たかった。






　……ところがだ。

　そうして彼が見つめるエリノアは、ここのところどうにも様子がおかしい。

　もちろん、リードが告白した件も少しは原因なのだろうが……。

　最近彼女は、町を歩く時、どこか妙にビクビクしているのだ。

　不安そうな眉、キョロキョロする瞳、こわばった肩、そろりそろりと歩く足……。

　それはまるで、警戒するお尋ね者のようで……。

　そうして歩いて来たエリノアは、モンターク商店の前でリードを見つけると、ハッとしたように一気に顔を赤くする。おろおろしはじめる。

　それでリードは、ああ、今、俺に告白されたことを思い出したんだな……と手に取るように分かるのだが……。

　そんなエリノアの挙動を見たリードは思ったわけだ。






　……ノア……なんかやらかしたのかな……。






　まさか本当にお尋ね者になったわけではないだろうが……心配でとてもハラハラした。いったいエリノアは何をあんなに怯えているのだろう。

　告白の返事も気になったが、まずはその、エリノアの顔を暗くさせる原因について知りたかった。

　――多分あの調子じゃ、返事も催促しないほうが賢明だろうなとリード。

　黙って待つ時間は切ない。……が、甘くもある。

　現在、エリノアは彼の顔を見て顔を赤らめてくれる。

　以前は兄のように接して来て、平気でじゃれついて来たが……今はそれもない。

　それは寂しくもあるが……長い長い片思い期間を経ただけに、エリノアが自分の気持ちを知っていてくれて、異性として意識されている。それだけでもリードは嬉しかった。









　が……――しかし……。そんなリードに、押し売るような、声がする。






「――さ！　お兄さん！　私と遊ぼう！　何がいい!?」

「な…………何がいいって……」






　ぐいぐい来られたリードは言葉をなくす。

　可愛いヴォルフガングと楽しく遊んでいたはずが――何故かエリノアに遊びを強要されることに……。

　なにやらギラギラした目の娘は……リードの腕をがっしりつかみ、恥じらいとは程遠い表情で彼を見つめてくる。

　それを見ているとふと不安がよぎる――。






（あれ……ノア、俺を意識してくれてない……？　もしかして兄貴に逆戻り……）






　リードは戸惑った。まるで……以前のような自分に――告白する以前、長らく兄貴分ポジションでジリジリしていた自分に戻ってしまったかのようで……。

　するとドッと恥ずかしくなった。ぴったり触れあった腕のあたりがこそばゆくて仕方ない。心臓はドキドキした。

　こんな状態で突然『何がいい』かと聞かれても……。






（え？　俺……エリノアと何すんの？　ボール遊び……するのか？）






　そりゃあ、エリノアと過ごせるのは嬉しいが……ヴォルフガングとしていたことをエリノアとする……と、いうのはなんとなく違う気がする。






（……どうせだったらもっと別の――）






　どこかに二人で出掛けるとか、ゆっくり話すとか――あれ？　それは〝遊び〟なのか――好きな人との遊びとは……。

　と、考えたリードは――。






「ぅ……やばい……」






　このままではなんだか自分がふとどきなことを考えてしまいそうで。

　頭が煮詰まってしまったリードは、全身に流れる汗を感じながら、エリノアから逃げるように視線を外した。






「ん？　どうしたのリード」






　突然呻いて下を向いた青年にエリノアが問う。






「いや……ちょ、ちょっと待ってくれるかエリノア……」






　リードは真っ赤な顔ですっかりうつむいてしまって……。






　――それを見たエリノアの目がピカリと光る。






（！　なんか分かんないけど――……チャンスだわ！）






　リードの意識がヴォルフガングから逸れたのを察したエリノア。

　いざヴォルフガングを帰宅させんと、気取られぬよう、そっと白犬の様子を窺って――……ギョッとした。






「っ!?」






　そこでは、たった今の今まで興奮状態で暴れ回って（エリノアのお尻に頭突きして）いたヴォルフガングが……。

　いつの間にかぐったり地面に寝そべっていた。

　ゼイゼイ上下する白い身体にエリノアが青くなる。






（ひ！　ヴォルフ――）






　そう、エリノアが駆け寄ろうとした――瞬間のことだった。

　ふっと辺りを不穏な空気が支配した。エリノアは身を凍らせる。






　……それはまるで怪奇現象のようだった……。

　横たわる白犬の向こう――エリノア宅の影から、何か……おどろおどろしい気配をまとったものが……ヌッと――こちらに向かって伸びていた。

　それは……鋭利に整えられた爪のついた――異様に長い――……太ましい腕。

　暗闇から伸びて来たようなその異形の腕は……そこでぐったりしている白犬をガツ……ッと、ひったくるようにつかむと……そのまま……ずるっ……ずるっ……と……家の角の向こうに引きずりこんで…………。






「………………」






　その尋常でない光景を目の当たりにしたエリノアはゾッとして……寸の間、身体がこわばって心臓もばくばくしたが――






　――恐怖は一瞬で去って行った。エリノアは冷や汗をかきながらも、ほっと胸を撫で下ろす。

　絵面は強烈に怖かったが――異形の腕をギラギラと飾っていた装飾品で、それがコーネリアグレースの腕だと分かった……。

　きっと、婦人は適切に彼を労ってくれるだろう。……多分。






「よ、よかった……」






　エリノアが安堵の息を吐く。

　その深い実感のこもった声に、隣でうつむいていたリードが「……え？」と、悩ましげな顔を上げる。






「どうか……したのか？」

「え？　う、ううんなんでも……あ！　ほらリード、何するか決まった!?」






　無事（？）ヴォルフガングが家に戻されたことが嬉しかったエリノアは、満面の笑みでリードの顔を下から覗きこむ。

　ボールでもなんでも投げますよ！　と、笑ったエリノアに――リードが息を吞む。

　その微笑みには……はからずも、身を挺してくれたヴォルフガングと、いつもナイスなフォローをしてくれる婦人への感謝があふれていた。

　何故か突然、輝かんばかりに愛情深い笑顔を向けられたリードは――わけも分からぬまま恍惚と胸を刺され――と……同時に死ぬほど恥ずかしくなった。






「………………ご、ごめんノア……手、放して……」

「え？　あ、ごめん……」






　言われて、そういえばずっとリードと腕を組んでいたのだと思い出したエリノア。

　腕をつかんでいた手を緩めると、リードがすぐさま慌てた様子でさっと腕を抜いていった。






「え……」






　その……これまでにないリードのよそよそしい態度にエリノアがキョトンとしている。

　リードはそのまま何故か顔を背けてしまった。






「……リード？」

「……や、エリノア……顔、やばいから……」

「え……？　私……変な顔してた？　ご、ごめん……」






　後ろめたいことが多すぎて顔から邪なものでも出ていただろうかとエリノアがしゅんとする。と、リードがしまったという顔をした。






「いや、そういう意味じゃ――」






　と、リードが慌てて何かを弁解しようとした――時。









「――っどういうことですか!?」

「ぎゃっ!?」






　――突然、ピシャリと打つような声が飛んできた。

　エリノアは驚いて、思わずビクッと肩をすくめる。






「え……な、何……？」

「……なんだ……？」






　リードも怪訝そうに瞬きをして。二人は並んで声の主を探して振り返った。

　すると――。






　そこには、厳しい顔をした青年が一人。

　王宮文官の制服をまとい、少し青みがかった灰色の髪を後ろに撫でつけるように流している。顔にはメガネをかけていた。その奥にのぞく色素の薄い水色の瞳は、冷たくエリノアとリードを睨んでいる。






「…………ノア、知り合いか？」

「う、ううん……」






　不思議そうなリードにエリノアは首を振る。

　しかし青年は明らかにエリノアとリードのことを見ていた。

　彼は恐ろしく冷たい瞳でエリノアを刺すと――ツカツカと、戸惑う二人に向かって歩み寄って来る。






「!?　!?」






　ギラリと光るような視線が怖くてエリノアがたじろぐと、リードがエリノアを庇うように前に立った。

　と――青年は、怒気をはらんだ言葉を叩きつけてくる。






「あなたには……ブレア様の婚約者としての自覚はあるのか!?」

「!?」

「え!?」






　エリノアが唖然と口を開ける。リードが驚いた顔でエリノアを振り返った。

　しかし……噛みつくように言われた言葉に、一瞬呼吸を忘れかけたエリノアは――次の瞬間、青年の発言を切るようにひっくり返した。






「な――……ないですけどっっ!?」

「!?　……な、なんですって……!?」






　間髪入れず、ガーンッ！　……と、目を瞠った青年。その驚愕に、エリノアのほうでもさらにギョッとしてしまう。

　エリノアは、身構えた。






「な――なんです!?　なんですその唐突で微妙に恐れ多い言いがかりは……!?　あ、あなた誰ですか!?　いいいいいったい……!?」






　エリノアはリードの背の後ろから飛び出ると、その前に立って……いつものように、決して頼りにはできそうもないファイティングポーズで青年を威嚇した。うろたえた娘は今にも、現れたオールバックの青年に飛びかかっていきそうで。リードが慌ててエリノアの肩を抱いてなだめている。






　――そんな寄り添う二人を……厳しく観察するような目で見ていた青年は――青年は――……青年も……。

　実は混乱していた。






（……ど……どういうことだ……!?　彼女は……ブレア様の想い人のはずでは……？　私は何か……間違ったのか……!?　黒髪、緑の目、小柄……ブレア様から聞いた将軍の養女殿の特徴と一致するが……？？？？）






　真面目な青年は……真面目な顔のまま、ジリっとエリノアを凝視して困惑している。（凝視されているエリノアも目をグルグルさせている）






　青年の名は――ソル・バークレム。

　彼の手には、彼の力作――オリバーの言うところの問題作――……エリノアに対する、ブレアの想いを彼が事務的にまとめた書状がしっかりと携えられていた……。

















20　エリノアとソル。












　ソルは険しい顔で黙りこんだ。

　その手にある仰々しい書筒には、ブレアからエリノアに宛てた文（※ソルとりまとめVer.）が収められているのだが……。






　おそらくその宛先だろう黒髪の娘は――現在、不審者を見る目でソルを見ていた。

　動揺しているのか、娘の構えられた拳はブルブルと震えていて……。

　ソルは怪訝そうに首を傾げる。






（…………どういうことだ。容姿の特徴から判別するに、この女人はタガート将軍の養女エリノア・トワイン嬢で間違いないはずだが……）






　宮廷勤めであるソルは、棟も敷地も違う王宮勤めのエリノアとは面識がない。先日行われた舞踏会にも彼は出席していなかった。

　ゆえにソルは〝エリノア・トワイン嬢〟の容姿の情報を、かなり詳細にブレアから聞き出してきたつもりだったのだが……。






　――それはつい先ほどのこと。

　ブレアの執務室で、ソルが令嬢はどんな方ですかと聞いた時、ブレアは表情も変えず言った。






『愛らしい』

『……………………。ブレア様、それではおそらく私にはエリノア嬢は判別不能です』






　キッパリとしたブレアの言いように一瞬無言になったソル。

　色々と思うことはあったが、しかし、『愛らしい』だとかいう、思い切り主観に左右されそうな情報だけではどうしようもない。青年がもっと詳しく情報が欲しいと願い出ると、ブレアは少し首を捻って……

　しばし考えるそぶりを見せてから、彼は――不意に、小さく微笑んだ。






『！』






　その、あまりに珍しい表情に――ソルが思わず息を吞む。

　王子の表情は柔和で……とても幸福そうであった。

　普段は鋭さしか感じさせない瞳は、まつ毛の一本一本にまで優しさが宿っているかのようにさえ見えた。

　目撃したソルは、そのまま言葉をつぐんだが……ブレアはそんな配下の驚きに気がつく様子もなく、一つ一つ思い出すような口調で語った。






『……そうだな……頭髪は漆黒で二つに分けて結われている。瞳はいきいきと鮮やかな緑。額が綺麗な形をしていて愛嬌がある。頬はふんわりとまるかった。身長は――』






　スラスラと続けられる王子の言葉に聞き入っていたソルは……すっかりブレアの幸せそうな様子に感じ入ってしまう。令嬢の特徴を書き留めようと手にしていたペンがぶるぶると震えた。






　――そうか……ブレア様は、こんなにもエリノア嬢のことが……！

　――これはきっと……幸せなご夫婦になるに違いない……！






　――と確信した青年の思考は早々と飛ぶ。感動するソルのまぶたの裏には、もはやブレアとまだ見ぬエリノアとの結婚式の様子までがまざまざと浮かんで……。






　……いたのだが。

　そんな彼は知る由もない。

　ブレアの口から『愛らしい』だとか『ふんわり』などという、およそ彼らしからぬ形容詞の連発に――彼らの背後では、騎士トマスらが黄色い悲鳴（野太い）を上げ悶絶していて……。

　さらには、オリバーが腹を抱えて笑っていたなどとは――。

　真面目青年はまったく気がつかなかった。






　しかしともかく。

　そうやって知らぬところで外野達に騒がれながらも……三十項目ばかりの娘の特徴をしっかり暗記し、ソルは王子の幸せを願い、勇んで城下に降りて来たのだった。






　――ところが……。






　教えられた娘の住まい周辺で……ソルは早々に特徴に合致しそうな娘を見つけたのだが――。

　その娘は、彼の目の前で、見知らぬ男の腕に自分の腕を絡めて……何やら楽しげに語らっていた。

　そんな男女の親密な様子に……衝撃を受けたのはソルだ。

　彼はすっかり王子と娘の間には、公式にはされていないが、なにがしの結婚の約束がなされていると思いこんでいて……まるで、浮気現場に居合わせてしまったような気持ちになっていた。

　脳裏には、幸せそうに〝エリノア嬢〟について聞かせてくれたブレア王子の顔が浮かび――……令嬢を夢に見てしまったと言い気恥ずかしそうにしていた様子が浮かび――……。






　気がつくと――

　ソルは娘たちに向かって怒号をあげてしまっていたのであった。









　そうして娘に怯えたような目で見られたソルは、先ほど彼女が言った『ないですけど』発言に困惑して……。

　向かい合った両者の間には、ジリ……ッとした沈黙が流れる。






　と、そこでソルはハッとした。

　そういえば――己は彼女に本人確認すらしていなかった。






（……！　そうだ……もしかしたら人違いかもしれないではないか――）






　きっとそうに違いないとソルは安堵する。娘の容姿はかなりの部分でブレアの言った特徴と一致するが、似た者がいないとも言い切れない。

　そもそも王家の婚約者（誤解）たる令嬢が、別の男と親密そうにしていること自体あり得ないではないか。

　そうか、これは失礼なことをしてしまったと青年は、姿勢を正し、ピリッと緊張感漂う顔でエリノアに一礼する。






「失礼、申し遅れました。私はソル・バークレム。第二王子殿下付きの書記官です」

「え……」






　丁寧に挨拶されて、ぽかんとしたエリノアの拳がやや下がる。

　隣でリードが驚いたような顔をした。






「ブレア様の……？」

「王子様付き書記官……？」






〝書記官〟と言えば、難関試験を突破した宮廷の事務方。しかも王子付きともなると、相当優秀な人材ということになる。






「左様です。突然失礼をして申し訳ありません。人を探しておりまして……どうやら早合点してしまったようです」

「は、はあそうでしたか……」






　落ち着いた様子で礼儀正しく謝罪されたエリノアは、おずおずと頷く。

　ソルは下げていた頭を上げると、エリノアたちに問う。






「それで……ご存知でしたら教えていただきたいのですが、この辺りにタガート家ご養女のエリノア・トワイン嬢がお住まいだと――」

「え……？　…………エリノアなら……私ですが……」






　……と、エリノアが戸惑ったように答えた――瞬間。

　ソルの和らいでいた瞳がカッと見開かれる。






「やはりそうなのではありませんか！」

「ぎゃっ!?」

「あなたは……ブレア様というものがありながらどうしてみだりに別の男に触れるのですか……!?　腕を組み身体を密着させるなど言語道断！　これは……婚約解消にもつながりかねない事件ですよ！」

「……じ、じけん!?」










[image: ]










　エリノアが思い切りドン引いている間に、ソルは続けざまにたたみこむ。






「ブレア様がどんなにお嘆きに――！」

「ご養父たる将軍にも迷惑が――！」

「なんという軽率な――！」

「え、え……!?　えぇぇ……」






　驚いたのはエリノアだ。

　この人は、突然現れていったい何を言ってるんだと、わけが微塵も分からなかった。

　戸惑っている間にも憤慨しているらしい青年は、次から次へと捲し立てていくしで……エリノアは、混乱の渦に叩きこまれていく。






「……っ、何言って……こ……婚約……こんや、く…………!?」

「ノ、ノア、大丈夫か!?　ちょっとあんた……」






　困惑して次第に追い詰められていく様子のエリノアに、リードが慌てて二人の間に割って入ろうとするが――遅かった。

　逃げ場に窮したネズミ――いや、エリノアは、ソルの猛攻に、ついにプツンといってしまう。

　その足がダンッ……と、地面を足で踏みつけて……。






「だ……黙れこのエリートめっっっ！　ちょっ……人の話聞きなさい!!」






　キャシャー！　と、突沸とっぷつしたエリノア。ソルに向かって威嚇を開始。






「……！」






　その顔を見て、一瞬ソルの動きが止まる。

　……が。

　冷静な青年は、嘆かわしいと言いたげに目を細めただけであった。






「……なんというお顔ですかお嬢様……いけません、そんなに白目を見せないでください」

「な、なんだと……？」






　ソルの冷静な返しにエリノアが更に目を剥いている。

　青年はエリノアの激高をものともしなかった。






「そのようなおかしな力み方をしては眼球を痛めます。眼病でブレア様を悲しませるのですか？」

「…………」






　一瞬呆れすぎてクラリときたエリノア。

　どうやら……男性陣から偏愛的な人気を集めるブレアの陣営から……また、変な奴が派遣されてきたらしい……とは、なんとなく分かった。






（さ、さては……騎士オリバーのまわし者だな!?）






　騎士にとってはまったく心外な思いこみではあるが……そう熊騎士を思い出したエリノアは……歯がみして地団駄を踏む。






「っ！　ブレア様の周りには、どうしてこう……変な側近が多いの!?」

「……お嬢様埃が……スカートがめくれます。おやめください」

「な……なんなんだこの人……えーい！　スカートに触らない！　そんなことする前にちゃんと事実確認しろ！　私はブレア様の婚約者じゃありません！」






　地団駄を踏んだエリノアのスカートを、そ……っと、なおそうとするソルに、エリノアが憤慨する。

　と、その言葉に、エリノアのスカートに舞った埃をはらい、形を整えようと地面に片膝をついていたソルは……。

　その姿勢のままエリノアを見上げる。






「…………変ですね……」






　怪訝な顔をする青年に……。

　エリノアはとても「変なのは……お前だ！」……と、指先を突きつけてやりたかった……。

















21　エリノア、熊騎士に連行される。












「お」

「む……」






　翌日、宮廷の廊下。

　オリバーの顔を見たエリノアが嫌そうな顔をする。






「よう新人。ここにいるってことは……ブレア様の手紙は無事に受け取れたんだな」






　オリバーが軽い調子で手を上げると、その場で立ち止まったエリノアは、高い位置にある彼の顔をキッと睨んだ。






「……オリバー様……変な人を家にまで送りこんでこないでください！」

「……なんかものすげー濡れ衣な匂いがぷんぷんするんだが……」






　嫌な予感がする、と目を細めたオリバーにエリノアは憤慨している。






「あなたとの戦いは王宮限定でしょう!?　自宅にまで被害を及ばせるのはルール違反ですよ！」

「…………」






　残業代請求するぞと怒るエリノアに……オリバーはやっぱり何かあったんだなと悟る。まあ、ソルはあんな男であるからして、普通にことは進まないだろうとは思っていた。

　しかし変だなとオリバー。

　昨日の生真面目天然たち（ブレアとソル）の様子では、手紙の内容はかなり事務的なものであったと推察されるものの、それは恋文であったはずで……。

　結局ブレアはエリノアを茶会に誘うことに決めたようであったのだが。






（……それにしては……）






　エリノアの様子はとても、王子から恋文を受け取ったという風には見えない。

　しかも……エリノアは――いつものメイド服を着ているのだ。






　なんでだよ！　――と、心の中で突っこむオリバー。






　年頃の娘が異性に二人で会おうと誘われたら、普通は着飾ってくるものじゃねぇのか。

　トワイン家は裕福ではないようだが、仮にもエリノアは将軍家の身内になったのだから……相談すれば王子との茶会のために幾らでも衣装の準備ができそうなものではないか。さらに言えば、娘をいたくお気に入りのハリエット王女に相談するという手もある。






　そう思ったオリバーは顎に指をかけて問う。






「……お前……ブレア様の手紙受け取ったんだよな……？　その変な書記官が持ってきただろ？」

「はあ、受け取りましたけど……ほら」






　問われたエリノアは、エプロンのポケットから丁寧に折り畳まれた手紙を取り出す。






「……ちょっと見せてみろ」

「はあ、どうぞ……」






　受け取った手紙を恐る恐る開くオリバー。

　そんな男の顔に、エリノアは怪訝そうな顔をしている。






「いったいなんなんですか……？」






　不審気なエリノアの前で、オリバーは急いでその文字列に目を走らせ――

　と、案の定――そこには固い文字が並ぶ。しかも……短い。






「…………エリノア・トワイン殿、第二王子殿下が指定された日時、集合場所は下記の通りですぅ……？」






　眉間に縦皺を入れて呆れ顔をするオリバーに、エリノアは、はぁそうですけど……と彼を見上げる。






「手紙っていうか……呼び出し状でしょう？　仕事内容が書かれていないのが不安なんですけど……まあ、場所がサロンだからお茶のお給仕かなって。私宮廷こっち側で仕事したことないですけど大丈夫でしょうか……て、あれ？　騎士オリバー？」

「な、何!?　これだけか……？　いや……っ、まだ他になんかあっただろう!?」

「え？　ほ、他？」






　その紙には――『ともに過ごしたい』だとか、『会いたい』だとか……およそ恋文らしき文字は一つも書かれてはいない。

　無機質に並んだ文字を見て、嘘だろとオリバーが呻く。

　昨日あれだけ熱心な聞き取りをしておいて……たったこれだけの内容なんてひどすぎる。いくらソルが恋愛ごとに疎そうであるとしてもこれはおかしい。

　必死な顔で手紙とエリノアとを見比べている騎士の様子に……エリノアが一層不審そうである。

　と、ああそういえば、と手を打つエリノア。






「そういえば――バークレム書記官が書筒から何か抜いていたような……」

「抜いた!?」

「ええ。なんでも、進捗状況に見合わないから回収するとかなんとか……」

「進捗……？」






　オリバーは意味が分からないという顔をしたが――ことの次第はこうだった。

　ブレアとエリノアが婚約状態にあるわけではないと己の勘違いを悟ったソル・バークレム。

　ブレアから聞き出した言葉を率直に書き並べた文は熱烈で――ソルにより結婚を前提とした文章にまとめられていた。

　己の先走りを知ったソルは――。

　今それを、エリノアに見せることは適切でないという判断を下す。






　青年書記官は真面目な顔を暗くして、やや斜め下を見ながらエリノアに言ったのだ。それは思い切り断腸の思いだと言いたげな様子であった……。






『……申し訳ありませんお嬢様……どうやらこれは……状況に見合わぬようです』

『はあ……』






　哀愁漂う青年の顔に、エリノアが分からんという顔をする。

　青年は書筒を握りしめてクッと顔を歪めた。






『もっと調査が必要だった！　私としたことが……苦手分野だと分かっていたはずなのに！　苦手なことほど事前の下調べが肝心であると知っていたはずが……！』

『…………（めっちゃ苦悩してる……）』






　思わずエリノアが無言でいると、隣に立っていたリードが『ノア、この人なんか面白いな』と、にっこり笑って……エリノアはそんな彼に……頷いてやることができなかった。






『…………そ……そう……？』






　街中で人目もはばからず呻きたおしている青年を面白がれるなんて。リードはやっぱり心臓強いな……と、エリノア。直前のやりとりのこともあるし、とても面白がれる余裕はなかった――。












「…………と、いう感じでした……」






　昨日の出来事をオリバーに話してやったエリノア。しかし聞けば面白がって大笑いするんだろうなぁ……と、思っていた騎士は、微妙な顔で顔面を押さえている。






「…………」

「？　ほら、上級侍女に上がったばかりの時は、あなた方武官の方々に試されるようなことをされたじゃないですか。だから……今度はブレア様周辺の文官方から何か殿下の侍女としての資質を問われているのかなと……や、もちろん騎士オリバーからの刺客説を一番信じていますけども」

「…………」

「まあ、そんなわけで……自宅前で大声出されるやら、ひざまずかれるやらで、このご近所迷惑書記官どうしよう……と、思っていたわけなんですけど……」






　エリノアは、ふっと微妙そうに笑う。






「バークレム書記官は、次の瞬間にはシュッとした顔で復活なさって。現在の状況ではこの一枚しか渡せませんとか言って、さっさとお帰りになっていかれました。なんでも……再調査？　なさるそうです……もう……何が何やら……」






　エリノアが言うと――頭痛を耐えるような顔をしていた騎士オリバーがげっそり笑う。






「……期待を裏切らねぇでき栄えだな……」






　その言葉を聞いたエリノアは、「やっぱり」と言いたげに眉間にしわを寄せる。






「やはりあなたの差し金だったんですか!?　別に呼び出されて宮廷こっちで仕事するのはいいんですけどね……なんでわざわざ書記官様を差し向けるんです！　どうせあなたがあの融通の利かなそうなお方を唆そそのかしたんでしょう！　あんな方に調査とか……勘弁してくださいよ！」

「……はぁ？」






　あんな厳しそうな書記官に身辺調査されるなんて、世間に対して隠し事の多いエリノアは冗談じゃないと思った。

　が、オリバーは不満気な顔をする。

　俺じゃねぇしと言いたい騎士は……しかしこの怒れる娘に、ソルを差し向けたのが結果としてブレアであるという事実を言ってしまってもいいものかと悩んだ。

『勝手に夢に見てしまった』とか言って、いちいち思い悩むような男なのだブレアは。オリバーがそれを伝えてしまうと、そこに色々とまたトンチンカンな不和が生まれそうで怖い。






「…………ち、面倒くせー」

「!?　な、なんだ!?」






　いかにもうんざりだと言いたげな騎士は、舌打ちすると。素早くエリノアの後ろ襟を掴んで捕まえる。






「テメー……もうこのままブレア様の執務室にぶちこんでやる……」






　上から恐ろしい顔で睨み下ろされたエリノアが慌てる。






「いや……!?　集合場所は向こうのサロン……多分お茶の準備とか……」

「黙れこのチビ！　朝まで鍵かけて出られなくしてやろうか！」

「!?　（朝まで……こき使われる……!?）きゅ、急な残業は家族が心配で……」

「俺はお前とブレア様のほうが心配だよ！　メイド服なんか着てきやがって……ひん剥いて婚礼衣装にでも着替えさせてやろうか……！」

「はー!?」※エリノア、キレる。






　……結局エリノアは、抵抗虚しくそのままオリバーに連行されていったのだった……。

















22　リードの悩み、ブラッドリーの微笑み。そしてコーネリアの賞賛。












　あのさぁと切り出されて、ブラッドリーは顔を上げる。

　そこには少し悩んでいるような青年の顔があって。ブラッドリーは不思議そうに品出しをしていた手を止めた。






「どうかしたの、リード？」

「いや……ブラッド……第二王子のブレア様って、知ってるか？」

「……！」






　リードの口から出てきた名に、一瞬ブラッドリーの顔から表情が消える。

　少年はしばしの間黙っていたが、リードに向かって静かに返す。






「…………知ってるけど……あの男がどうかしたの？」






　少年の声音はわずかに剣呑な響きを帯びていたが……相変わらずリードがそれに気がつくことはなかった。

　青年は、少年の問いにそれがと続ける。少しだけ言い出しにくそうな顔をしていた。






「もしかしてと思ったんだけど……お前が前に言ってたエリノアが気になっている男って……第二王子殿下のことなんじゃないか……？」






　ポリ……と頬を掻きつつ言う兄貴分に……ブラッドリーは険しい顔をする。

　もちろんリードが気に入らないのではない。出てきた名前が気に入らないのだ。






「……どうして……そう思ったの？」

「いや……なんていうか……最初はテオさんだと思ってたんだけどさ……どうもエリノアの反応を見てると違う気がして……」






　普段、エリノアとテオティルは非常に距離が近い。いつ見かけてもテオティルはエリノアのスカートの端を握っているし、彼の彼女を見る目はいつでもキラキラとして幸せそうだった。

　しかし反対に、エリノアがテオティルを見る目は、いつでもハラハラハラハラしている。まるで手のかかる弟か子供を見るように……。

　そこには世話をしなければという固い意思は見えるのだが、異性を意識するような色は皆無で……。






　それを変だなと思っていた矢先に現れたのが……あの、例の〝正体不明の金の髪の男〟だった。

　以前夕暮れの街でエリノアと共にいるところを目撃した彼を思い出しながら、リードはブラッドリーに向かって語りかける。






「あの人……かなり身分が高そうだった。見た感じ、動作や雰囲気は武人ぽかったんだけど……もしかして……」

「……」






　少年は無言でリードを見ている。

　その緑の瞳を見返しながら、青年は、一瞬躊躇してから、言った。






「もしかして……あの人がブレア様だったんじゃないかって」

「…………」






　答えを求めるようなリードの視線に、沈黙していたブラッドリーはため息をついて。兄貴分に向かって小さく首を横にふる。






「……ごめんリード、僕も別にあの男については詳しく知らないよ。第二王子についても姉さんが仕えているってくらいで……その二人が同一人物かも僕には分からない」






　──もちろんブラッドリーは、リードの予想が当たっていることは分かっている。しかし、自分の情報源はほとんどがグレンたち魔物。彼らから得た情報を、何も知らないリードに話してしまうのは少々危険だ。

　グレンは猫化してどこにでも進入し、内部の人間しか知り得ないような情報だって持ってくる。

　それを、王宮に立ち入ったこともないはずのブラッドリーが知っていれば明らかに不自然というもの。ましてや、それをリードに話してしまうことは、この優しい兄貴分を何かの危険に巻きこみかねないことである。

　もしリードがそれを悪意なく別の町民に漏らし、それが広まり王宮にまで及べば、情報の質によってはリードが罰せられないとも限らない。






　そういうわけで、この時ブラッドリーにできたことはといえば、困ったような笑みを彼に浮かべて見せることだけだった。

　すると、リードが眉尻を下げて苦笑する。






「……だよな、エリノアもペラペラ王宮のことを漏らすようなやつじゃないし……悪いブラッド」






　ごめんなと言う青年に、ブラッドリーは頭を振る。






「ううん……僕こそ役に立てなくて……」

「いいや、詮索するような真似して悪かった。俺もあの人のことは聞かない約束をエリノアにしてたんだけど……」






　青年は少し目を伏せてため息をつく。

　あの正体不明の男については、何か事情がありそうな気がして。それでエリノアには『聞かない』と言ってしまったのだ。だったらその約束を、ちゃんと守っていたい。そう思うリードなのだが……。

　昨日の書記官の言葉がどうしても引っかかっていた。






『あなたには……ブレア様の婚約者としての自覚はあるのか!?』






　あの青年は──はっきりとそう言っていた。

　それは驚くべき言葉だった。

〝ブレア〟といえば、この国の第二王子で、武人として名高いエリノアの主人、ということしかリードは知らない。

　巷には彼の様々な噂が流れてはいるが、そんな不確かなものはあまり信用ならないのだと彼は心得ている。

　まあしかし、どちらにせよ彼にとっては遠い世界の人物であることだけは間違いがなかったのである。

　が──。






「はー……」






　まさかこんな形で王国の第二王子のことで思い悩む日が来ようとは。リードは深いため息をついた。

　もちろんエリノアは完全否定していたし、そんなことが本当にあるのかはリードにも判断できない。

　しかし……宮廷の書記官が、わざわざエリノア宛にブレアの書状を持ってきたのだけは確かで……。

　そう考えるとリードの心の中は大きくざわめいた。

　それは……テオティルがエリノアのスカートを（無自覚で）めくっていたのを目撃した時とは比べ物にならないほどの苦しさで──。






（……ダメだ、あんまり考えすぎると沼にハマりそうだ……）






　リードはやるせなさを紛らわせるように己の前髪をくしゃくしゃと掻き回す。

　──数年越しの想い。やっとのことで〝告白〟という難所を抜けたと思ったら。一進一退。また大きな壁に行きあたった気がして。

　と、表情の曇ったリードにブラッドリーが気遣うような顔をする。






「リード……大丈夫……？」

「ん？　ああ……」






　そんな少年に気がつくと、リードは悪い、と苦笑する。

　不安そうに見上げてくる弟分が可愛くて、リードは苦笑いを浮かべたまま、彼の少し波打った黒髪をポンポンと撫でた。






「大丈夫だよ。昨日はほら……宮廷からわざわざ書記官が来て変なこと……エリノアがブレア様の婚約者だなんて言ったりするから……ちょっとな、気になった」






　……まあ……〝ちょっと〟じゃないからこうしてブラッドリーにまで聞き出すような真似をしてしまっているんだけど、とリードは内心で己を笑う。






（……俺ももうちょっと冷静になろう。エリノアの負担になるのだけはごめんだ──……）






　……と、そこでリードの思考が途切れる。青年は……キョトンとまるい目でブラッドリーの顔を見下ろしていた。






　──思いがけず……その弟分の目が、暗く、剣呑に細められていた。






「……ブ……」

「……書記官？」






　名を呼ばれる前に、低い声がリードの言葉を繰り返す。

　その少年のどこか普段と違う様子に戸惑いながらも……リードは答えた。






「あ、れ？　聞いてないか？　昨日宮廷から使いが来て……いやエリノアはもちろん（全力）否定してたけど……なんだってそんな誤解が生まれたのかと……誤解が生まれるくらい王宮でエリノアが第二王子殿下と仲良さそうにしているのかな、と……？」

「………………どいつ？」

「？　ブ、ブラッド？」






　少年は微笑んでいた。美しく、しかし……どこかそれは禍々しい。

　リードはそんな彼に唖然としている。






「リード……そんな反吐が出そうな勘違いで押しかけてきたクソ野郎はなんて名前だったの……？」

「……えっと…………ブラッド……目が笑ってないのな……」

「そう？　僕、愉快でたまらないよ、そんな命知らずがいたなんて。……で？」






　そいつの名前は？　容姿の特徴だけでもいいんだよ、と──素晴らしい微笑を浮かべる少年に……リードは何か底知れないものを感じて……






「………………」






　ピーンッと何かを本能的に察したらしい青年。……スッ……と、ブラッドリーから視線を外す。






「……、……、…………覚えてない」






　リードは件の書記官殿のため、口をつぐむことを選んだ。

　もちろんリードはソル・バークレムの名前をきちんと覚えていたし、特に彼に義理があるというわけでもない。

　が……このまま口を割ってしまうと……何かとても大変なことになりそうな予感がした。

　リードは咄嗟に営業スマイルを顔に張り付かせて少年を見た。






「顔もよく覚えてないな……えっと……ノアがなんかすごいブチ切れてたし……」






　そっちのほうが気になってあまりよく見てなかったと笑顔で誤魔化すリードに、これまた妖艶な笑顔を浮かべたブラッドリーがにじり寄る。






「嘘……だよね……？　リードはすぐ人の名前覚えるよね？　お店でも一度来たお客さんのことは必ず覚えてるじゃない……」

「やー……ほら、商売中のことじゃなかったしさ、え、えーと……し、仕事しようぜブラッド！」

「リード……？」






　ブラッドリーに微笑みかけられたリードが冷や汗をかいて後退る。






「ブラッドその顔やめろ……なんかエリノアの怪奇顔の百倍怖え！」






　……リードは生まれて初めてブラッドリーのお願い事から逃げ出した。

　そうして思いがけずエリノアに対する苦悩が吹き飛んでしまったリードではあるが……今度はブラッドリーの様子が心配で心配で胃が痛かったという。









　※今件を後々聞かされたコーネリアグレースは……ブラッドリーを魔王だとは知らぬはずの彼の察しの良さを、絶賛したらしい。






「リード坊ちゃんの危機察知能力は素晴らしいですわ……その書記官とやらは命拾いいたしましたわねぇ……下手に容姿なんか漏らそうものなら犯人探しで町には血の雨が降りましたもの」






　……恐ろしい恐ろしい……とは女豹婦人の言葉。

















23　抜け目なし。ハリエット。












　さて、こちらは宮廷のブレアの執務室。

　奥の机で仕事をしている青年は、一見まったく冷静な様子にしか見えないが……灰褐色の瞳が何度も何度も見ているのは……壁際に置いてある立派な振り子式のホールクロックだった。

　青年は幾度もその時計の針を見ては、仕事に戻り、また……を繰り返している。

　見かねたソルが彼に声を掛ける。






「……ブレア様、お約束の時間まではあと一時間ほどがございますから大丈夫でございますよ」

「いや……まあ、分かっているのだが……どうにも落ち着かん……」

「左様ですか……」






　気遣うようなソルに、ブレアは苦笑しため息をこぼした。






「いかんな……浮き足立っていてすまない」

「いえいえ大丈夫ですブレア様。それに、本日の茶会の準備も万全ですから」






　ソルが励ますように拳を握る。生真面目な書記官の顔には、何故か並々ならぬ気合が充実していた。彼は己の胸に手を当てて恭しい調子で言う。






「不肖、ソル・バークレム……昨日の失策を償うべく、エリノア嬢のことをいろいろと調査してまいりました」

「な、何……？」






　そう意気ごむ男ソルは……昨日エリノアと対決したその日のうちに、エリノアの職場である王宮へ走り、侍女頭や彼女の同僚たちに、娘の嗜好などについて調べを入れていた。

　それをたった今聞かされたブレアが目をまるくしているが、いそいそと懐から小さなメモを取り出したソルはつらつらとそれを読み上げている。






「侍女頭や同僚たちによりますと……」






　貧乏暮らしの長いエリノアは、あまり菓子類は嗜まず、特に贅沢品に対する拒否感が強いらしい。しかも……と、ソルが尋ねた侍女頭は言った。






『何度か王宮の祭事で侍女たちにも豪華な祝膳が振る舞われたことがあったんですけど……あの子はいつもそれを家に持って帰るんです。多分弟の為ね。あの子自身が口にしているところは一度も見たことがありませんわ』






「……」






　それをソルから聞いたブレアは複雑な気持ちになった。

　なんと弟想いな姉だろうかとしみじみ感動したが、反面、そこまでエリノアに想われる弟が心底羨ましいと思った。そしてついつぶやきが漏れる。






「……エリノアの生活は、すべてその弟を中心に回っているのだな……」

「はい、そのようですね。しかし……ということはです。此度茶会に招いても、出した茶うけなどをトワイン嬢が弟君用にお持ち帰りされてもなんですので……土産用の茶菓子も予備の予備まで手配済みです。豪華なものは苦手とのことですので、素朴な菓子を。確実に召し上がっていただけるよう、菓子製作はハリエット王女に依頼させていただきました」






　と、ソルが真面目に言った途端、ブレアがギョッと目を剥く。






「ハ、ハリエット王女……だと!?」






　しかしソルは冷静な顔で頷く。






「はい。トワイン嬢は最近ハリエット王女に心酔されているとか。王女の手製ならお召し上がりになることを断ることはないでしょう。将軍のご令嬢、ルーシー様とも迷ったのですが……ルーシー嬢は菓子作りが不得意だそうで……」

「そ……そんなことの為に王女の手を煩わせたのか!?」






　出てきた兄、王太子の婚約者の名にブレアは慌てるが……ソルはいえいえと首を振る。






「大丈夫ですブレア様。菓子製作はハリエット王女からのお申し出です」

「な、何……？」

「私が王宮でトワイン嬢を調査しているのを何故かご存じで……おそらくどこぞで王女の息のかかった者（密偵）でも見ていたのだろうと私は踏んでいるのですが……王太子殿下も忙しくて暇を持て余していたから是非と。断ったほうが恐ろしいことになりそうだったのでお願いするに至りました」

「…………」

「『茶会後のガールズトークが楽しみだわ。ブレア様にまたエリノアさんをお借りしますと伝えてね♡』……だ、そうです」

「………………」






　無表情でハリエットのセリフを伝えてくるソルの言葉には──。

　赤い顔を手で押さえ、無言になるしかないブレアであった……。









　そうしてブレアが沈痛の面持ちでソルの言葉を聞いていると……。

　不意に、執務机の傍にソルとは別の書記官がおずおずとやって来た。






「あの……お話中申し訳ありません。ブレア様……各地の領主たちから調査報告書が届いているのですが……ご確認いただいてもよろしいでしょうか……」






　おっかなびっくりそう言った彼は、離れた場所にある応接用の広いテーブルの上を指し示す。

　そこには王国内の地図が広げられていて、高官たちが微妙そうな顔をこちらに向けて待っていた。

　どうやらブレアの机や傍の作業台の上はすでに資料類で溢れていてもうスペースがないゆえに、あちらまで見に来て欲しいということらしかった。

　そう告げる書記官の顔には、王子たちのボーイズトーク（？）を邪魔したくはないが……という葛藤が滲んでいて。多分、あちらで待つ高官たちに『お前ちょっと行ってこい』的に押し出されて来たに違いなかった。

　それを悟ったブレアは無性に気恥ずかしくなった。咳払いを一つ。分かったと言って立ち上がり、もう一度だけ時計に目をやった。

　エリノアに指定した時間まではまだ時間はある。

　それまでに仕事をいくつかこなせば少しは気も落ち着くだろう。……そう胸のうちで思って。ブレアは高官たちが待つテーブルのほうへと足を向けた。






　──その時だった。






　バンっ！　と大きな音がした。激しい音に、ブレアと執務室内にいた数名の官たちがいっせいに顔を上げる。

　と、木を叩きつけるような音と共に──威勢よく執務室の扉が開いて。

　現れたのは──

　熊のような大男。──オリバーだ。

　どうやら飴色の戸を蹴り開けたらしい大男は──皆がその腕に収まっていた〝何か〟がなんなのかを認識する前に、面倒そうに──その〝何か〟を抱く腕をグッと引き──……。






「!?」






　その動作を見て。誰よりも早くその意図と、〝何か〟の正体に気がついたブレアはギョッと目を見開いた。






　──次の瞬間空に放り出され、ひらめく白と黒。






　その光景に──記憶の中の何かが重なった。






「っ！」






　瞬間、咄嗟にブレアは叫んでいた。


















「────姉上っ！」

















24　〝姉上〟と呼ぶ者












　ぽーい……っと、自分が放り投げられた時。

　エリノアが、一番腹が立ったのは……。






　──ちょ、この熊──

　──ブレア様の執務室のドアを足蹴にしたわ!?






　……と、いうことであった。






　エリノアは騎士や衛兵に粗雑に扱われることには高い耐性がある。

　自分が放られたことよりも、仲間たちが丹精こめて磨き上げているだろう扉を蹴り開けられたことにむかっ腹が立った。






　──お……のれ……美しい扉になんてことを……！

　──怪力熊め……！

　──修繕費にいくらかかると……！






　床にゴロゴロと転がされた暁には華麗なターンを決めて、今日こそそのクマボディに頭突きをかましてやる！






　と、刹那の時間にも熊騎士の暴挙に向かって元気に腹を立てていたわけだが……。

　浮遊感を感じながら、タイミングを見計らおうとした、その瞬間に──思わぬ声が耳に入ってきて。エリノアの頭突きは不発に終わる。






「────姉上っ！」

「──え」






　切羽詰まったような声だった。それを聞いた途端──エリノアの瞳がまるくなる。咄嗟に何か疑問を感じ、頭突きの件は頭からきれいにはじき出されて──。次の一瞬には、背に何かが当たっていた。しかし、それは覚悟したような床の感触や身体を打ち付ける痛みの類ではなくて……。






「大丈夫か姉上！」

「…………あ……」






　気がついた。

　エリノアは、駆け寄って来たブレアのたくましい腕に受け止められていた。






　が……

　エリノアは、間近に見える王子の凛々しい顔に慌てるよりも先に……怪訝な思いに駆られる。






「あ、ありがとう、ございます……？」






（……あれ？　今ブレア様、なんて言った……？）






　確かに今──王子は自分のことを『姉上』と呼んだ。






「？　？　？」






　エリノアが怪訝そうなのと同様に、それを聞いたオリバーや執務室内でこの騒動を唖然と見守っていた官たちも「ん？」と、おかしな表情をしていて……皆、不可解そうに王子の顔をまじまじと見ている。

　それを見て、やはり聞き間違いではなさそうだ……と思ったエリノアは……。






　ハッとして青ざめる。






　現状、自分のことをそう呼ぶものは──たった一人しかいない。

　エリノアの脳裏に、にゃは～ん♪　と、しっぽをくねらせる黒い獣の姿が思い浮かぶ。






（ひっ、まさか──……グ……グレン……!?）






　エリノアは言葉を失って。心配そうにこちらを見下ろす〝ブレア〟を食い入るように見上げた。






　──グレンはエリノアのことを『姉上』と呼ぶ。

　それは、どうやら彼の母であるコーネリアグレースが、元々はエリノアの弟ブラッドリーが魔王であった時代、彼の乳母を務めたことが関係しているようだ。つまり……グレンは魔王とは、人間で言うところの乳兄弟。それもあってか、彼は普段からブラッドリーに馴れ馴れしく、且つ、その姉であるエリノアのことも、乳兄弟の生まれ変わりであるブラッドリーが呼ぶのに倣い『姉上』と呼んでくるらしいのだ。が──……。






　エリノアは青ざめる。まさかまたあの愉快犯グレンがブレアに化けているのかと。彼女がそう思ったのも無理はなかった。奴の前科は数えきれず……。

　──けど、とエリノアは自分が放り投げ入れられた執務室の中を怯えた様子で窺う。

　そこには幾人もの高官や書記官たちの姿がある。仕事の手を止め不審そうにこちらを見ている者、隣の者と顔を見合わせている者……

　それを見てエリノアの顔の血の気がさらに引く。

　宮廷とは、王族の住まいである王宮とは違う。政治の場だ。そんな大事な場所に忍びこんで……魔物グレンはいったい何をしでかそうというのか……。






「ぅ……うぅ……」






　どうしたらいいんだとエリノア。顔面を汗が滝のように流れ落ちる。

　こんな人の多いところで、いったいどうやってこの黒猫を回収したらいいんだろう。






「どうした!?　大丈夫なのか？」






　エリノアがブレアの腕の中で身を竦ませていると、その様子にブレアが不安そうな顔をする。

　執務室に現れたオリバーが、エリノアを放り投げようとしていることを察したと同時に駆け出していたブレア。

　瞬発力を駆使してなんとか娘を無事受け止めたと思ったのだが……腕の中の娘はどこか様子がおかしい。

　もしかしてどこか怪我でもさせてしまったかと慌ててエリノアの身を調べようとする青年の──。






　……フリをしているだろうグレンのそのあまりの演技力（※違う）に──エリノアが目を剥いて慄いている。

　が……エリノアはぶんぶんと頭を振った。






（だ……ダメだわ……驚いてる場合じゃない！　私が……私がこの演技派猫の所業を止めなければ……！　みんなが騙される……ブレア様の大事な職場が荒らされてしまう！）






　そう痛切に思ったエリノアは──腹をくくって──。






「っ!?」






　──次の瞬間、エリノアを案じていたブレアに予想外のことが起こる。

　彼の腕の中にいたエリノアが、いきなり──……ガシッと……ブレアの両手をとったのだ。その思いがけない大胆さにブレアが凍る。






「ど……どうしたエリノア……？」






　ギョッとしたブレアに、彼女はまるで挑みかかるような目をして、低い声で言った。






「（猫）殿下…………一緒に逃げましょう……」

「!?　!?」






　エリノアの据わった目……有無を言わさんとばかりに鼻先までに寄せられる顔……繋がれた両手に動揺していたブレアは……その言葉に困惑を深める。






「な、何……に、逃げる……？」






　心配やら恥ずかしいやら意味が分からないやらで……平静さを失ったブレアは──もちろん己がエリノアのことを『姉上』などと呼んでしまったことが全ての原因だということにも気がついてはいない。

　周囲では、オリバーや官たちがポカーンと口を開けて二人のやりとりを見ている。

　そんな彼らの前でエリノアは「いざ！」と、勇ましく立ち上がると……繋いだブレアの手を神妙な顔でぐいぐいと引っ張った。






「エ、エリノア……？」※ブレア。汗をだらだらかいている。

「さ……行きましょう（偽）ブレア様……」※エリノア。無駄に凛々しい。

「し、しかし……」

「お急ぎくださいませ!?　わたくしめから逃げようったってそうは行きませんからね！」

「!?　!?」






　──そうして……。






　ブレアは何故だか鼻息の荒いエリノアに連れ去られて行ったのだった。






　パタンと閉じられる執務室の扉。そこに消えて行った王子と殺気立った娘の様子に……。

　執務室に残された面々はしばしの間無言であった。が……。

　立ち尽くしていたオリバーがボソリと言う。






「…………なんか……俺には理解できねぇ事態が起こった気がしたんだが……？　……〝姉上〟……てなんだ？」

「「…………」」






　問われた高官たちは、無言。誰にも何も分かりはしない。

　と、そんな中……この事態にも、一人冷静に奥で仕事をしていたソルがオリバーの近くまでやってくる。






「？　皆さん何をぼんやりなさっているのですか。仕事してください」






　真顔のソルにオリバーが呆れる。






「お、前なぁ……今ブレア様が新人娘に連れ去られただろう!?　そしらぬ顔か!?」

「はあ……逢瀬のために随分手段を選ばないお嬢様だなとは思いましたが……いいではありませんか、結局はお二人でお過ごしになるということでしょう？　まあ、サロンのほうの茶会もせっかく用意いたしましたからあちらにもお立ち寄りいただきたくはありますが…………問題ありません。それよりも……」

「!?」






　ソルにジロリと睨まれてオリバーが眉間にしわを寄せる。






「な、なんだよ……」

「女性を放り投げるとは……あなたはいったいどういう神経なのですか……？　無礼にも程があります。騎士の名が泣きますよ！」

「!?」

「そもそもあなたたちは──筋肉至上主義などと──その筋肉は女性を放り投げるためのものでは──騎士道精神が──」

「ちょ、それ……後でもいいだろ!?」

「いえダメです」






　オリバーは、冷たい顔のソルに、延々、こんこんと説教される羽目となり……ブレアを追いかけることができなかった……。

















25　〝ブレアなグレン〟との逃亡劇　①












　──妙な既視感だった。






　己の手を引き、前を駆け足で急ぐ娘。

　そう遠くないいつか、どこかで同じような出来事があったような気がするが──それがいつだったのかが思い出せない。






　──こんな不可思議な感覚は今日に始まったことではない。






　黒髪の揺らめく後ろ姿を見つめるブレアの目が惑う。






（エリノア……どうして私はお前を見ると──……）















「──…………よし。無事に逃げおおせたようね……」

「…………」






　そう言う娘は、柱の角から半分だけ顔を出して、周囲をジロリと睨んでいる。

　ブレアを連れて宮廷を出たエリノア。人気の少ない建物の裏手にまわり、辺りを警戒している様は少々挙動不審だ。

　そんな娘の後ろで、ブレアはひたすらに無言である。






「…………」

「このまま人気のないところまで引きずりこんでやる……。ふう、一か八かだったけど……騎士オリバーを撒くなんて私も少しは足が早くなったようね」






　額の汗を腕で拭いながら、良かったと安堵する娘の後ろで──ブレアは多分それは違うだろうなと思った。









「……ところで……」






　しばしの間沈黙していたブレアが、コホンと一度咳払いをしてから問う。






「……これは……いつまで繋いだままに……？」

「え？」






　地味に赤い顔でエリノアに問うと、娘の視線が「これ」と示された二人の手に落ちる。

　エリノアにがっしり握られたものの、握り返していいのかが分からずにジリジリしているブレアの手。

　それをきちんと認識すれば……互いの立場や状況を考えて、さすがに彼女も慌ててブレアの手を解放するのだろう……と、やや寂しく思ったブレアの目論みは──しかし、きれいさっぱり裏切られる。

　エリノアは……不審そうな顔でブレアを見て、何故かいっそう手に力をこめる。






「!?」

「なんなの……？　私から逃げようとでも……？」






　エリノアは、もう片方の手でガシッとブレアの服の下端を握りしめた。驚くブレアをよそに、娘の顔は、絶対逃がさんと言いたげで。睨むように見上げられたブレアが困惑している。






「いや……逃げようというわけでは……しかし……」






　ブレアは彼なりに慌てて、エリノアと、繋がれた手との間で視線を彷徨わせる。

　恥ずかしいことこの上ないが、正直なところ手を繋げるのは嬉しかった。






「…………いいのか……？」






　青年が気恥ずかしそうに問うと──途端、エリノアの顔が、うっと怯む。






「ちょ……ちょっと！　そういうしおらしい照れた顔するのやめて！　ま、まったく……（グレンのくせに）ブレア様（の顔）だから調子が狂う……」

「……」






　エリノアは、はー嫌だ嫌だとぼやきながらも、顔が熱いのか……片方の手で己の顔を扇いでいる。そんな姿を見て、ブレアの表情がわずかに綻んだ。

　この後の時間、茶会を開きエリノアをもてなす予定だったブレア。

　エリノアの逃亡劇の理由は、まるきり、さっぱり分からなかったが……ひとまず、共に過ごせることが嬉しかった。

　茶会は無駄になるかもしれないが……。






（……まあよい……ソルとご尽力いただいたハリエット王女には申し訳ないが……）






　宮廷裏は緑が美しく整えられていて、人も少なく静かだ。天気もよく、二人の間には緩やかな風が流れている。こうして穏やかな時間を共に過ごすのも悪くない。






　──と、エリノアが王子主催の茶会にメイド服で来ようが、自分に対する口調が少々乱暴でも一向に気にしないブレアが密かにほのぼのしていると──。






　そんな彼とは裏腹に、彼の前をハラハラハラハラしながら歩いていた娘が、不意に彼を振り返る。娘はおどろおどろしい顔で、ブレアに向かって呼び掛けた──。






「子猫ちゃん……」






　……と。






　その途端の……青年の表情のこわばりようはすごかった。

　歩いていた二人の足がちょうど、人気のない裏庭にたどり着いた時のことだった。






「……こ………………」






　思いがけなさすぎる呼びかけに──思わず言葉が詰まる。形の良い灰褐色の瞳はギョッと見開かれて……。






「……子猫……？　…………もしやそれは……私のことか……？」






　と、娘の目がジロリと細くなる。






「あなた以外に誰かいます？」






　驚愕する王子の問いに、エリノアは即座に答えた。

　彼女としては、ひとまず人気のない場所に〝ブレアなグレン〟を連れて来ることができた。今後、もうこういったことがないように、ここで一度、この演技派愉快犯猫を、しっかり叱っておかなければと意気ごんでいた。






「まったくこの子は……遊ぶのは家でって言ったでしょう？　どうして待っていられないの」

「………………」






　手を繋いだまま子供のように叱られたブレアが戸惑っている。ちなみに、普段から素行のいいブレアは幼少期からほとんど誰にも叱られたことがない。あるとすれば、王妃にあまりに女性の影がないことを嘆かれるか、オリバーにチクチク嫌味を言われるか、あとはもう少し表情を豊かにできないかと心配される程度で。

　しかも幼少期を除けば身体が小さかったことも、愛らしい容姿などでもないブレアが、誰かに〝子猫ちゃん〟などと呼ばれたこともあるわけがなかった。






「……子猫……」






　唖然とするブレアをよそに、エリノアは困り果てている。






「困ったわ……どうしたらあなたの（悪巧み）欲求を止められるのかしら……まさか魔の手が宮廷にまで及ぶとは……」

「…………」

「もしかして……愛情不足なの!?　いつもつれなくされているから!?」






　だからかまってちゃんなのかと問われて、ブレアが怯んだ。






「…………ぅ……」






　エリノアは「君主ブラッドリーからの」という意味で〝ブレアなグレン〟に問うたのだが──。

　ブレアからすると、まるでエリノアに対する己の堪え性のなさを指摘されているかのような気がした。そんなに自分に会いたかったのかと遠回しに言われているような気がして。気恥ずかしそうなブレアの顔色はだんだんひどいことになっていく。






（……やはり急に呼び出したのは強引すぎたのか……家（王宮）で会うまで待てと……）






　と、エリノアがハッとした顔をする。






「まさか……今回のブレア様の呼び出し状……あれもあなたの仕業だったんじゃないでしょうね!?」

「すまん……私だ……」






　苦悩に満ちた顔のブレアの身体が斜めに向く。

　エリノアの口はあんぐりと開けられた。
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「……文書……偽造!?」

「ぎ、偽造……？」






　ショックを受けて頭を抱えるエリノア。それを見たブレアは戸惑っている。






「なんてことなの……（猫に）国家が弄ばれている……書記官様まで使って……な、なんという重罪……」

（※重罪と言われてブレアが、うっと呻く）

「なんとかしなきゃ……でもブラッドリーはもう抱っこ紐は嫌そうだったし……私が責任持って監視するしか……？　え？　でも昼間は仕事だし……猫連れでお仕事なんか……は、そうだ！」

「エ、エリノア？」






　ぶつぶつ独り言を言い続ける娘の名をブレアが呼ぶ。と、エリノアは、がばりと身を起こし、真面目な顔でブレアの両腕をつかむ。そして──。

　まるで……どこぞの異世界の名プロデューサーが、新人アイドルにでも言い渡すような口調で、言った。






「よし…………ひとまず君……侍女に化けようか？」

「な……、に……!?」










[image: ]










　ギョッとするブレアに、エリノアはパッと表情を明るくする。






「そうよ、そうだわ。侍女だったら宮廷にいても王宮にいても目立たないし……上級侍女が下級侍女に手伝いを頼むのも自然なこと……私が連れていても目立たない！」






　いい考えだわと、一人納得しはじめた娘に──ブレアは心の中で……どこがだ!?　と、激烈に突っこんだ。

　エリノアは〝ブレアなグレン〟……つまり、変化自在な黒猫魔物に、〝メイド服を着た女の子〟に化けろと言ったつもりだが……ブレアはそれを、〝侍女の服を着て女装しろ〟という意味だと受け取った。

　青年は、思わず──侍女たちの──エリノアと揃いの制服を己が着ているところを想像し──。

　その異様さに、うっと青ざめて甚大な精神ダメージを受ける。（※かわいそう）

　それは──絶対に目立つやつなのでは……!?　と、ブレア。息も絶え絶えである。






「…………エ、エリノア……話が一つも見えてこないのだが……何故、女じょ……」

「え？　だって」とエリノアはすんとした顔で言う。






「あなた、前も女装してたでしょう？」

「!?」






　グレンが以前、己の姿になったことを思い浮かべながらエリノア。だったら違う女の子にだってなれるはずだと思って──……。

　しかし、どうしてだか〝ブレアなグレン〟は、突然おびただしい汗をかきながら、拒絶反応を見せる。エリノアは不思議に思った。

　娘はキョトンと首を傾げ……。






「……私の制服貸してあげようか？」……と、言った。






　その言葉にブレアが再び動揺する。






「お、お前の制服を……私に着ろと……？」






　なんだか色々と思うところがありすぎて気が遠くなるブレア。

　しかしそれを根性で耐えた青年は、なんとか平静を装いながら手のひらを上げる。






「いや……申し訳ないが…………私は女人の装いは好まぬ……それにおそらくサイズも合うまい……いや、そうではなく……頼むエリノア……ひとまず何故そのような要求を私にしているのか、わけを説明してほしい……」

「え……？」

「お前と共に過ごすには……かような試練が必要なのか……？」

「しれん？」






　エリノアが今度は反対側に首を傾げる。この猫はどうしてこんな小芝居をしているんだろう。（※してない）

　だって、以前エリノアわたしの姿でリードにちょっかいを出した時は（※二巻十一話参照）、あんなにノリノリで楽しそうに女のフリしてたじゃないの──。






　……と、思ったところでエリノアは、不意に何か違和感を覚えた。

〝ブレアなグレン〟は、何故だか非常に困ったような顔で……。

　垣間見える切実さが、なんだかとても……。






〝グレンらしく〟、ない。






「…………あれ……？」






　何かが引っ掛かった。悪い予感しかしない引っ掛かり方だ。

　なんかこんなこと前にもあった気がするぞ、とエリノアの本能にグサリと警告めいた何かが刺さる。






（あれ？　あれ？　あ……れ……？）






　エリノアの頭の中に走馬灯のように過去の映像がさらさらと流れて行く。









『……ブレア様はもっといつも怖い顔だったような……目も、もっと尖ってたと思うわ……』

『……やっぱり見た目が同じでも、中身がビシッとしてないと引き締まらないのかしらね？　中身、猫だもんね』

『……ねえ、ちょっと……猫になってくれない？』

『……ほら、ちょっとふかふか猫になってごらん？　豹でもいいわ。ちょっともふもふさせなさいよ──』






　……過去に己の勘違いで犯した過ちを思い出したエリノアの顔面から──まさか──……と、血の気がひいて行く。

　ついでに本日分の己の発言、行動の一切合切をそこに足すと──……。

　いっそ気持ちがいいくらいに一気に身体が冷えていった。

　そのまま真っ白な顔色になったエリノアを見て、ブレアが驚いている。






「……エリノア!?」






　──その心配そうな、真摯な表情を見たエリノアは……。

　ブルブルしながら、なんとかかすれ声と最後の勇気を絞り出した。






「…………ブ…………」

「？　エリノア？　大丈夫か？」

「…………ブレア、さま……？」






　もはや泣きそうなその声に、ブレアが目を瞠る。






「顔色が……気分が悪そうだエリノア、医師のもとへ行くなら連れていくが……」






　抱えてもよいかと、優しく問うてくる青年の声には気遣いがこもっている。

　大きな左手は娘を気遣うようにさりげなく背を支え……右の手は体温を測るように額にそっと乗せられた。

　その──ふわりとした感触を感じた瞬間、エリノアは──察した。察して──諸々察して──……。






「っ────……」






　そのまま気が遠くなった。






「!?　エリノア!?」






　ふーっと、天に召されるような姿で崩れ落ちていくエリノアに、ブレアがものすごくギョッとしている。

　エリノアはその顔を虚に見ながら心の中で、叫ぶ。






　──ブレア様……

　──だって……

　──だって、姉上って呼んだじゃないかぁああっっ（泣）!!
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　崩れ落ちた娘を咄嗟にブレアが支える。






「エリノア!?」






　紙のような白い顔。ぐったりと力の抜けた身体。閉じられた瞳を見ると、どっと全身に焦りが広がる。が……ブレアはそれでも冷静さは失わなかった。

　青年は、エリノアを支えたまま、すぐに上着を脱ぐと、それを素早く草の上に広げた。そしてその上にエリノアの頭を乗せて、地面に楽な姿勢で横たわらせる。

　右手で娘の呼吸を確かめて、同時に左の手を彼女の首の付け根に当てて脈拍を探った。






「……遅い……」






　呼吸はあるが、顔色は悪く額には玉のような冷や汗が滲んでいる。

　それを見たブレアは一瞬だけ苦しそうに眉間にしわを寄せて。躊躇なく娘の制服の第一ボタンを外した。少しでも呼吸を楽にするためだった。






　ブレアはこの娘の状態を、おそらく一過性の意識消失ではないかと判断した。一時的に、脳に行く血が欠乏したことが原因ではないかと。

　戦場にも出たことがあるブレアは、こういった症状で気絶する者を何度も目にしたことがある。

　差し迫った窮状に立たされた時、多くは新兵たちが恐怖で気を失うことがまれにあった。

　そういう場合、転倒時に怪我さえなければ、横たわらせ頭部の位置を低くさせてやればいい。そのまま安静にさせていれば血液が脳に行き渡りやすく、意識を取り戻すことが多い。──ただ……失神が長引くと、血流不足で脳に障害が残ることもある。

　ブレアの表情が不安に曇る。






「エリノア……」






　呼びかけて軽く頬を打つ。しかし反応はなかった。白い顔で、ピクリともしないエリノアを見ていると胸が締めつけられた。

　ブレアは周囲に視線を走らせた。が、もとより人気のない場所を目指していたエリノアに連れてこられた裏庭そこには、まずいことに人気がまったくない。

　誰ぞいるかとブレアが上げた声にも、応じる声はなかった。仕方ないと、ブレアは身を浮かせる。

　今、エリノアの傍を離れることには抵抗があるが、少し走れば誰かしら使用人なり衛兵なりはいるはず。その者に医師を呼ぶように頼み、すぐに戻ろうとブレア。しかしそれでも不安なのか、その目が一瞬エリノアの顔を見て──。






「──おや？」






　横たわるエリノアに目をやった、ちょうどその時だった。

　突然──ブレアのごくごく間近で声がした。






「!?」






　それが聞こえた瞬間、ハッとしたブレアの身体が反射的に動く。

　素早く身を返したブレアは、そこに──腕を伸ばせば楽に届く距離に男が立っていることに気がついた。

　ブレアが一瞬唖然とする。

　それは、かなり唐突なことのように思えたのだ。






（この者は……いったいどこから……）






　エリノアに気を取られていたとはいえ、普段から気配に聡いブレアがこんな間近に来るまで男の接近に気がつかなかった。直前彼が辺りを見渡した時には、確かにそこには何者の姿もなかったというのに。






「…………」






　草を踏む音すらしなかったことを不審に思ったブレアは、エリノアを庇うような形で身構える。手を貸してくれる者は必要だが……この男がブレアに気配を悟られぬように忍び寄ってきたのだとしたら、その理由が気がかりだった。

　まさか刺客かとブレアの胸に危機感がよぎる。






　──と……。

　唐突に現れた不審な男──その輝くような銀糸と、鮮やかなオレンジ色の瞳の男は。

　身構えるブレアなどには目もくれず、素早い足取りで横たわるエリノアに駆け寄って来た。






「エリノア様！」






　男は娘の閉じられた瞳を見て悲しそうな表情をする。

　その顔を見て、ブレアは思い出した。男は以前、王宮の廊下でエリノアと手を繋ぎながら共に歩いていた者だった。それを思い出すと一瞬胸が軋むが……男の害意のなさそうな様子にブレアの警戒がわずかに緩む。

　男に対する不審さがなくなったわけではなかったが──今は倒れた彼女が先だ。

　敵でないのならと、ブレアはエリノアに向き直り、娘を見つめる男に声をかけた。






「すまないが医師を呼んで来てもらえないだろうか。急に気を失ってしまったのだ。おそらく一時的なものだとは思うが……」






　と、そこでやっと男の目がブレアを見る。彼は一瞬、何かを見透かさんとするように、じっと食い入るようにブレアを見つめていたが……不意に、その口元がふわりと持ち上がる。






「……君は相変わらず心配性なんだね……大丈夫だよ」






　どこか親しげな言葉にブレアが怪訝そうに眉間にしわを寄せる。が、男はそう言うと、エリノアの傍らに膝を突き、彼女の手を柔らかく取って呼びかけた。






「エリノア様……起きてください」

「！」






　男がゆったりとそうエリノアを呼んだ、瞬間のことだった。

　エリノアと手を重ねた男の手のうちから光が生まれた。

　柔らかい光は繋いだ手を沿うように流れ、そのままエリノアの身体を伝ってそよぐ。

　光に包まれて──見る見るうちに、エリノアの青白かった頬に血色が戻るのを見て──ブレアが息を吞んだ。






「これは──……」






（回復、魔法──？）






　呪文もなく、陣もなく、魔法道具すらもなく。あっさり行使された技にブレアが目をまるくしている。と、エリノアの手を握っていた男が「よし」と安堵したように言った。






「もう大丈夫ですよ。まあ、そう重篤なものではありませんでしたし、すぐにお目覚めになるでしょう」

「そ……」

「──それより」






　一瞬ほっとした顔を覗かせたブレアに、男が言葉をかぶせるように言う。叱るような口調だった。






「ブレア……あまりエリノア様を驚かせてはいけませんよ？」






　ブレアを敬称なしに呼び、男はそう言うと……まったく警戒のない様子でブレアに向かって手を伸ばす。






「エリノア様はいろいろと心労を重ねておいでなのだから……いくら求愛活動の一環だとは言っても──」

「!?」






　その瞬間ブレアがギョッと目を瞠る。

　銀の髪の男は、まるで子供にするように、そのままなんと──大の大人であるブレアの頭を、よしよしと撫でたのだ。

　男は朗らかな様子だが……されたほうのブレアはというと……見知らぬ男の奇行に顔をこわばらせている。

　だが……そんな引き気味の王子を気にすることもなく──男はふと、ごめんねと彼につぶやいた。

　唖然としていたブレアは、その言葉に虚を衝かれたような顔をする。銀の髪の男は少し寂しげな目をしていた。






「たくさん祈ってくれたのに……リステアードを選んであげられなかったね……」






　男は厳しい顔をしているブレアにもう一度ごめんねと言って。その慰めるような響きにブレアは戸惑った。

　男が今言った名は……彼の兄、王太子の名前だった。






「──それは……どういう──」

「…………ぅ……」






　ブレアが青年に問いかえそうとした時、彼らの前に横たわっていたエリノアの口から呻き声が漏れる。






「！　エリノア……気がついたのか!?」






　見ると、うっすらとまぶたが開き、そこに緑色の瞳が覗いていた。声を掛けるとエリノアは、ブレアを見て眩しそうな顔をした。






「……ブレア……様……？」






　その応答に、ブレアの口からほっと息がもれる。

　顔色も、すでに普段と変わりない。






「……ああ私だ。よかった……大丈夫か……？　いや動くな、今医者を──」






　そう言って、起き上がろうとするエリノアを押しとどめ、顔を上げたブレアの動きが……一瞬止まる。






　──気がつくと……。






　もうそこに、銀の髪の男の姿はなかった。
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「……こぉらテオ坊ちゃん……」






　自慢の金棒でテオティルを器用に吊し上げたコーネリアグレースは、おどろおどろしい声で青年に言った。






「あ、コーネリア殿」






　吊し上げられておきながら……ほがらかに微笑を浮かべる聖剣に、婦人の目が尖る。






「のんきな……テオ坊！　勝手にうろついてはダメだと言ったでしょう！　何故第二王子と接触なんか……！」






　婦人が牙を剥いて怒ると、聖剣は「ああ、」と顔を綻ばせる。






「ブレアですか？　あの子は昔からよく私のところにも通ってくれて……信心深く家族思いで良い子です」






　王宮には子供が少ないですからねぇ、あの子は特に私のお気に入りでーと、長閑な花でも散らしそうな顔で笑う聖剣に……コーネリアグレースがキレる。






「ぅおだまらっしゃいっ！　何が子供か無機物め！　もう少し人間の生態をお学びなさい！　あんな好奇心と行動力に満ちた世代の若者のどこが子供か！　いきなり力を使うなんて……王子が坊の正体に気がついたらどうするのです！」






　愚か者！　……と、コーネリアグレースは、テオティルごと金棒を振り回しはじめた。が、テオティルは、何食わぬ顔でストンと身軽に金棒の上から降りて来る。婦人はそれを恐ろしい顔で歯噛みしながら睨んでいた。

　テオティルは、己の胸に手を当て神妙な顔で言った。






「仕方がなかったのです。エリノア様がものすごく怯えていらっしゃったから私は心配で……しかし……心配は要らなかったようですね、だって相手はあのよい子ですから」






　にこーと笑う聖剣に、コーネリアグレースはしらっとした目を向ける。






「……その良い子とあんたが直接話したことをお知りになったら……そっちのほうがよほど恐怖なさると思いますけどね……」

「？」






　やれやれとコーネリアグレース。






「まったく……今日は洗濯物も溜まっていて忙しいっていうのに……何かテオ坊を手っ取り早くシメる方法はないのかしらねぇ」






　はーやだやだと婦人がため息をこぼした、同じ頃──。






　エリノアは、宮廷の裏庭から医務室に運びこまれていた。

　白いシーツのかけられた寝台に身を起こした娘は、寝台脇に座るブレアを困ったような顔で見た。

　もう大丈夫だ働けるとエリノアは言うのだが……娘が寝台を降りようとすると、ブレアの顔が途端に曇る。その顔を見るとエリノアも弱くて……






　なんとも申し訳ない状況だとエリノアは肩を落とす。

　王子は忙しい職務の合間に、わざわざ茶会を開いて身体を休め、精神を癒そうとしていたのだろうに。

　給仕をするべく呼ばれた者に振り回された挙句、こうして倒れられていては気も休まるまい。






（……ブレア様の貴重な時間を奪うなんて……）






　そう思った娘の肩はますます落ちていく。

　が……本来ブレアは、エリノアと過ごしたいがために彼女を呼んだわけで、給仕をしろと呼び出したわけではない。が、エリノアの中ではそういうことになっていた。

　胃の痛む思いで見上げると、心配そうな王子の顔。その背後には、既にオリバーが駆けつけている。

　壁際から自分たちを静観するような騎士の目に見られていると、王子に話しかけづらくて仕方がない。が……エリノアには、ブレアに言うべきことがあった。娘は思い切って、おずおずと言った。






「あ、の……ブレア様……」

「どうした？」






　すぐにブレアから返事がある。

　ずっとしょんぼりしていた娘がやっと口を開いて。少なからずほっとしたブレア。

　気分は大丈夫か、水でも飲むかと穏やかに問うと……エリノアが唐突に──ガバッと寝台のうえに身を投げ出した。






「す──すみませんでしたぁあああ!!」

「!?」

「…………」※オリバー。生暖かい目。






　いきなりの土下座。その思い詰めた様子に……ブレアは驚き、オリバーは「まーたやってるよ」と、半笑いを浮かべる。






「やめなさい、どうした……何を謝る？」






　止めるブレアに、エリノアは寝台のうえに正座して懺悔を捧げる。






「わ、私……ブレア様に大変な失礼を……文書偽造だとか子猫ちゃんとか女装しろとか……」

「あ、ああ……そのことか……」






　頷くブレアの耳に噴き出す音が聞こえた。後ろでオリバーが盛大に笑い出したのだ。そのままゲラゲラと腹を抱える騎士を……ブレアが壮絶に睨んでいる。

　しかしエリノアは、騎士の反応などに気をはらっている余裕はない。娘は白い布団に埋まるほど頭を下げている。






「本当に……本当に申し訳ありません……わたくしめどうかしておりました……お許しください！」

「エリノア……もうよい。そのように嘆くな。身体に障る」






　エリノアは布団の上にヒキガエルのように這いつくばっている。

　ブレアは慌ててエリノアに寄り添った。つい数十分前に、その娘の青白い顔を見たばかりである。心配でならないブレアは、ハラハラしながら娘の両肩を引っ張り上げて、支える形で肩を抱き、布団に入るよう促した。






「謝るな……いいから横になりなさい」

「で、でも……」






　そうは言われても。エリノアはとても楽な気持ちにはなれなかった。

　自分はこの真面目で綺麗な目をした主人に、よりによって──『子猫ちゃん』『女装』と……。






（自分よ……何故あんなことを言った──）






　優しくされると余計にいたたまれず、思い出した途端、ドバッと涙が出た。






「……殿下……！　血の気が引きすぎてもう御手を煩わせることもなく自動的に死刑になりそうな気がします!!」

「お──落ち着け」






　……背後でオリバーはゲラゲラと笑い続けている……












「少しは……落ち着いたか……？」

「は、はい……」






　問いかけにエリノアは頷く。

　彼女の隣に座ったブレアは、エリノアの背を優しく撫でていた。

　その穏やかさに……なんとか落ち着きを取り戻したエリノアだったのだが。しかし。

　今度は落ち着きを通り越し、だんだんと動悸がひどくなって来た。

　王子自らに介抱されている不思議に、エリノアは今更気がついた。






（ブ……ブレア様、優しい……近い……優しい……）






「……エリノア？」

「！　っはいぃ!!」






　思わずほわっと浮き足立っているところを、心配そうに覗きこまれて。驚いたエリノアが跳び上がる。






「大丈夫か？」






　純粋に心配そうなブレアに心が痛む。






「ぅ……すみません……邪よこしまでした……」

「？」






　不思議そうなブレアに、恥入るエリノア。

　娘は滴る汗を誤魔化すように、コホンと咳払いをすると、「あの殿下」と、ブレアの顔を見上げた。






「一つお聞きしたいことがあるのですが……よろしいでしょうか……？」

「聞きたいこと？」






　なんだと視線で問うてくるブレアに、ペコリと頭を下げる。






「ありがとうございます。あの、ですね……いろいろと無礼を働いてしまったのは重々承知の上なのですが……」






　エリノアはそもそもを考えた。今回の騒動は、ブレアにもエリノアの勘違いを引き起こす要因があったと思う。いやもちろん、突然因縁をつけて来て、ブレアの執務室にエリノアを放りこんだオリバーの責任もあると思う。普段から散々エリノアを化かすグレンにもだ。

　しかし……エリノアは、ブレアが言ったことがどうにも引っかかっていた。

　ブレアは何故、あの時あんなふうに自分を呼んだのだろう。

　エリノアは、おずおずと問う。






「その……先ほど執務室で……ブレア様は何故私のことをあんなふうにお呼びになったんですか……？」

「？　あんなふうに、とは？」






　どうやらブレアは本気で分からないらしい。不思議そうな様子にエリノアは……思い切って切りこんだ。






「何故……〝姉上〟なんて……」






　──途端……






　医務室の中に沈黙が広がる。

















29　逃亡劇顛末。羞恥、ブレアのターン。












　深い──沈黙。






　エリノアとオリバーが──それぞれじっとブレアの反応を窺っている。

　エリノアの問いに対し、彼がどんな顔を見せるのか。二人は瞬きもせず青年を見つめている。そんな凸凹コンビに食い入るように見つめられた青年は──。

　一瞬呼吸を止めて。しかし落ち着いた顔のまま──まず、不安そうな緑色の瞳を見返した。






「………………姉上？」






　聞き慣れない言葉に、冷静なブレアなりに驚いたのか、目がまるく見開かれる。灰褐色の瞳の奥には戸惑いが浮かんでいた。






「……なんのことだ？」

「え……あ、の……」






　怪訝そうな言葉に、エリノアが困ったような顔をしてブレアから視線を外す。その先には医務室の壁に寄りかかるようにして立つ騎士オリバーの姿が。

　珍しく犬猿の仲であるオリバーに助けを求めるような顔をするエリノア。──と、これまた珍しく──オリバーも頷いて、エリノアに同調する素振りを見せた。

　騎士は、腕を組んだままけろりとした調子で「言いましたよ」と、ブレアに言う。






「確かにブレア様、俺が執務室に新人娘（エリノア）を放りこんだ時、こいつのことを、〝姉上〟と、呼んでおられました」

「……な、何……？」






　途端、ブレアの眉間がこわばった。オリバーは笑いながら腕をとくと、エリノアの寝台の傍へやって来る。






「俺も知りたいです。なーんで殿下がそんなことを突然言い出したのか。ははは、姉上って。だって。こいつ、こいつですよ？」






　こいつこいつと言いながら半笑いのオリバーはエリノアの眉間にドスっと指を刺す。エリノアは、うっと呻き声をあげた。






「ちょっ……なんで笑うんですか騎士オリバー……殿下に失礼でしょう！」






　エリノアは眉間に指を突き立てられたまま、オリバーのニヤニヤした顔を睨んでいる。調子に乗ったオリバーが指をグリグリしていると……突如、その手がパァンッ……！　と、弾かれた。






「……！」

「ぅ……ゃ……やめろ熊くっ……あれ？」






　突然のことに笑いを引っこめて、弾かれた己の手を唖然と見るオリバーと……そのオリバーに必死に抵抗していて何も見えていなかったエリノア。

　振り返ると……ブレアが暗黒顔でオリバーを睨んでいた。






「…………やめろオリバー……」

「………………すんません……」

「？」






　で……と、ブレアはややムッとしていた顔を平静に戻し、エリノアに向き直る。オリバーはその後ろでブレアによって叩き落とされた手をやれやれとさすっている。






「私が姉と言ったというのは……その……お前に向かってか……？」

「え……は、はい……そのように聞こえました……」






　ブレアの問いに、エリノアが恥ずかしそうに頷く。なんだか改まって確認されると、とてつもなく妙な状況だと思った。

　一国の王子に、しがない立場の自分がするべき問いではなかったかもしれない。そう思うと……エリノアの視線はだんだんと下へ落ちていき、代わりにどんどん体温は上昇していった。赤らんでいた頰の熱はあっという間に耳にも額にも広がっていって。口元は気恥ずかしそうに結ばれている。

　その緊張した目が様子を窺うように、ちらりと上目遣いに自分に向けられた時――。

　一瞬、グラっと来たブレアは……いやそれどころかと内心で思い切り己を叱咤した。※オリバーが生暖かい顔で見ている。

　娘は必死だ。その懸命さに自分も真面目に応えてやらなければ──と、焦ったブレア（顔に出ない）は……。






「！」






　思い出した。






　──確かにあの時──

　ひるがえるメイド服を目にした時。──……発せられた己の声が、エリノアをそう呼んだ。






「!?」






　鮮明な己の声を思い出して──……。






　その一瞬──静まり返っていた室内に、ガタッ……！　と大きな音が響いた。唐突な音にエリノアがビクッと肩を震わせる。






「え……？　ブレア様……？」






　どうやらそれが──イスの音だと察したエリノアは彼を見上げて──ぽかんとする。

　視界の中で……なるほど、王子の座っていたイスは先ほどよりも大きく後ろにずれている。つまり今の音はその拍子に鳴ったわけだ……ったのだろうが……。






　そうしただろう青年は……顔が……かつてないほどに赤かった……。

　それを見て、驚いたのはエリノアである。






「で、殿下!?　大丈夫ですか!?」






　無言で赤面しているブレアを見て、エリノアは思った。まさか──今の音は、彼が動揺して鳴らしたのか。

　そんなに驚かれるとは思っていなかった娘は、慌てて寝台のうえでブレアのほうへ身を寄せる。

　いつも冷静なブレアのことだ。もっと冷静に、淡々と理由を話してくれるのではないかと……思っていたのだが……。

　しかしその動揺を見て、エリノアはなんとなく察した。王子は、意図的に自分のことを『姉上』と呼んだわけではないのだと。






（な、なんだ……別に意味があったわけじゃない、のか……）






　そうかそうかとエリノア。

　王子だって人間だ。うっかり人の呼び名を間違えてしまうこともあるだろう。

　そうだったのか……と思ったエリノアは――そこでハッとして。しまったとブレアを見る。エリノアが納得している隣で……ブレアは……。

　顔面を押さえ、無言で苦悩の表情を浮かべている。※恥ずかしい。






（…………しまった……ブレア様が……超絶、不快そう……）






　エリノアは慌てた。

　己が主人の単なる言い間違いをわざわざ追求し、恥をかかせてしまったことを悟った。娘は慌てて手を振る。






「あ……申し訳ありません、つまらぬことを……いいんですよ!?　別に……殿下が私をなんとお呼びになっても……！」






　なんだか……苦悩している彼が可哀想で……

　エリノアは、室内の空気を変えようと懸命に腕を振った。

　特に壁際の騎士の顔がいただけない。ニヤニヤ生暖かく笑う騎士に、エリノアはギョロ目でやめろと訴える。が……。

　そんな慌てた娘には、残念なことに……すべては以前、ブレアをグレンだと思いこんだエリノア自身が、彼に『姉上』と呼ばせたことが原因（※強要はしなかった）なのだとは……カケラも思い出すことはできなかった。

　そして当然ながら、メイナードによってその時の記憶を消されているブレアもまた同様である。

　ブレアは羞恥から立ち直ることができずに呻く。

　自分が何故そのような間違いをするに至ったのかが分からずに、彼は無性に恥ずかしかった。相手が他でもない、エリノアであるだけに余計である。

　なんせこの男──ついこの間、様々な葛藤の末、やっとエリノアを名前で呼べるようになったばかりで……。






（わ……分からぬ……何故私はそんな間違いを……）






　答えはもちろん、グレンのせい。……だが、当然そんなことはブレアには分からない。

　そもそも〝姉〟という単語はどこから出て来たのだとブレア。

　もしやあの直前──彼女と共に暮らす弟が羨ましいだのと思ってしまったのが原因か。──そう思うと……更に己が女々しく思えて余計に気恥ずかしい。

　ブレアは……苦悶を浮かべ……なんとか言葉を絞り出した。






「…………す、すまない……それは……非礼を……」

「え？　い、いえ、そんな……姉でも妹でもお好きにお呼びください。こ……光栄です！」






　エリノアはそうブレアを励ましたつもりだが、ブレアは複雑そうな表情を浮かべる。その顔を見て──エリノアが再びそこでハッとする。






（そ──そうか……！）






　閃きにエリノアが唖然とする。






（…………最近なんだか……ブレア様がやけに親しくして下さると思っていたのよ……）

（そうか……そうなんだわ……殿下は…………私を思っていてくださったのか……）












　──お姉さんだと。












　……

　……

　……

　……おそらく……この心の声を、オリバーが聞いていたとしたら……エリノアは速攻で顔面にビシッと手刀を落とされたことだろう。

　しかし残念なことに……この部屋唯一のツッコミ属性騎士にはエリノアの心の声が聞こえなかった。

　そういうわけで。止める者のいないエリノアの思考は確定に至り、娘はなるほどなるほどと頷く。

　エリノアは、全てを悟った。（ような気になった）。






「……意外です……だけどあり得る（？）……私、姉生活長いし……」

「…………」※オリバー。だがしかし何かを察する。






　きっと母性ならぬ、姉性か何かが滲み出ているんだな……と……。

　己の身長と、王子との歳の差をうっかり忘れ、かなり的外れなところに着地した姉属性生物エリノアは……。






　なんだか少し──……がっかりしている自分に気がついた……。






（あ、あれ……？）






　胸が少し痛いような、隙間風が吹くような、そんな変な心持ちだった。

　けれども。

　エリノアは、それを振り払うようにして、寝台の上で、大丈夫ですよ！　とブレアに勇ましく拳を握って見せる。






「そういうことならば……わたくしめ弟もおりますから得意分野（？）です！　どんとこいです！」

「エ、エリノア……？　いや、私は別にお前を姉と呼びたいわけでは……」






　急に張り切り出したエリノアに、ブレアが戸惑っている。（※しかし心的ダメージが大きくてエリノアに押し負ける）






　──そんな二人の背後で……笑う者が一人。






「すげぇな……」






　ブレアの背後でオリバーがつぶやいた。






「あのブレア様に子猫ちゃん？　女装しろって……？　阿呆か！　……すげー見たかったじゃねーか」






　先程のエリノアの謝罪発言の内容を思い出し、くそーと悔しがるオリバー。

　そんな彼の前で、崇める王子は赤くなったり青くなったり……もはや自分の存在は忘れ去られているようだ。

　それを見ながら……。

　オリバーは、もう一度、しみじみと言った。






「……すげぇなぁ……」






　あんなに必死で表情豊かなブレアをオリバーは見たことがなかった。

　寡黙な彼の感情がああもはっきり表に出てくることはそうそうなくて。……その貴重な機会のすべてには、あの娘が関わっているように思えた。






「なんだかなぁ……」






　オリバーはため息をつく。

　ずっと、敬愛する王子の相手には、それなりの令嬢をと願い続けて来たが──。






「…………ブレア様に〝子猫ちゃん〟なんて言える令嬢……他に見つかる気がしねー……」

















30　吹っ切れた熊騎士












「……今日はもう家で休め。送らせる」

「え……」






　寂しげにそう言われて。

　馬車を手配するようオリバーに命じるブレアに、エリノアは戸惑った。






「そんな馬車なんて……歩いて帰れます。それに私はもう大丈夫です。お仕えもちゃんとできますよ？」






　エリノアは急いで寝台の上から降りる。一介の使用人が王室の馬車を利用するなんてとんでもない話だった。

　それに強がりなどではなく、何故だか身体はとても軽かった。

　目が覚めてしばらくはぼんやりもしていたが、今では倒れたというのが嘘のように頭もスッキリしている。気力も十分充実していて、すぐにでも働けそうだとエリノアは思った。もちろん……それはテオティルのおかげなのだが……エリノアはまだそれを知らない。（※知れば仕事どころではなくなると思われる）

　倒れたり寝そべったりしてしまったから、乱れた身なりを整えてくる必要はあるが、それ以外は特に違和感もなかった。

　エリノアは、平気であることを主人に示すために、キリッと背筋を伸ばし、ブレアに向かって朗らかに言った。






「お気遣い大変ありがたく感じます。でも……ご迷惑でなければいつも通り勤務させてください」

「…………」






　が──

　それでもブレアは困ったような顔のままだった。……明らかに心配している。それも、ものすごく。

　それはエリノアにも伝わった。






（ぅ……）






　ブレアの無言の心配を感じ取ったエリノアがたじろぐ。

　申し訳ないが……つい……ほっこりしてしまった……。






（……ブレア様が私を心配してくださっている……お、お姉さんな私を……）






　キュンとした。

　何故かブレアのいかめしい顔がとても可愛らしく思えてくすぐったかった。

　それは光栄だし、有難いし、嬉しかった。

　湧き上がってくるのは、心の底からこの人のお役に立ちたいという気持ちだ。

　おそらく……〝お姉さんと思われている〟＝〝頼りにされている〟というエリノア的図式も大いに作用した。

　頼りにされていると思うと……ついつい頑張ってしまうのがエリノアである。

　こんな凛々しい人に、こんな可愛らしい顔で頼りにされてしまったら……ときめきすぎて──……馬車馬のように働けそうだ、と──。

　ややズレた乙女心を彼女が発揮してしまったのは。青春のほとんどを労働と弟の世話に費やして来たエリノアならではである。

　額まで真っ赤にした娘は、うずうず拳を握る。






「で、殿下！　わたくしめ元気です！　お茶会のお給仕したいです！」

「……給仕？」






　ぜひ！　と言うエリノアに、彼女をもてなすために茶会に誘ったはずのブレアが、戸惑う。そういえばずっとエリノアが「給仕、給仕」と言っているのは何故だと彼は怪訝そうだ、が……。

　次の瞬間に、エリノアがてれっと微笑んだのを見て、たじろいだ彼はそれを忘れる。






「ぅ……」

「介抱していただいたお礼もさせていただきたいのです。ささやかなことしかできないのが心苦しいですが……せめておいしいお茶をお淹れします！」






　見るからに張り切っている娘に──ダメと言えないブレア。こっちはこっちでときめいている。

　自覚はないが、その隙をついてブレアに退出の礼をしたエリノアは、そのまま意気ごんで医務室の出口に向かいドアノブをひねる。そして一瞬立ち止まって、嬉しそうに首を傾げてにっこりと笑った。






「すぐサロンでお茶の支度を整えますので──ブレア様はゆっくりおいでくださいね！」

「…………」






　その顔を見た時ブレアは……痛感した……。






　──私は……。

　──このエリノアのてれっとした顔に相当弱いな……!?






　ひとたび剣を握れば負けなしで。戦場ではどんな困難な局面でも、活路を見出し決して歩みを止めなかった己の足が……今はその微笑みひとつで凍ってしまう。いや、足ばかりか全身が固まる。固まって、広がる感情に囚われてしまう。






（…………そしてそれが……欠片も嫌でないときている……）






　そう己を振り返ると──それがどんな名で呼ばれる感情なのかを思い出して、ひどく恥ずかしくなった。己がすでにエリノアに囚われてしまっていることを知り、青年は密やかなため息をこぼして──






　……いたのだが。

　エリノアは、もうその時にはドアノブを回して扉を開いていた。張り切った娘は鼻息荒く足を踏み出していて──そんな王子の痛切な感情には気がつかなかった。

　娘はそのまま元気に医務室を飛び出て行き──廊下からは、意気ごみすぎの娘が衛兵に廊下を走るなと注意されている声が聞こえて──……。

　ブレアはハッと我に返る。






「！　ま、待て、エリノア！」






　病み上がりで走るなと、慌てて娘を追いかけようとするが、それをオリバーに阻まれる。






「オリバー!?」

「まま、落ち着いてくださいよブレア様……医者も大丈夫って言ってたんですから、大丈夫ですよ。俺、追いかけて様子見ときますし」

「し、しかし……」

「大丈夫。なんかどうにもあいつ給仕のために呼ばれたと勘違いしてるみたいですけど……茶会の用意なんかソルがとっくにきっちり整えてるんですから。サロンに行ってもせいぜいでき上がった茶をカップに注ぐくらいしか仕事はないっス。茶会で大人しくさせときましょう。ね？　そのほうが安心でしょう？」






　冷静な顔の騎士は、エリノアが目の届くところにいてくれたほうがいいだろうと王子をなだめる。






「多分あいつ馬車なんか乗らないですよ。そうかといって城下を歩いて帰宅しているうちにパッタリ倒れられても嫌でしょう？　誰かをつけてもいいですけど、倒れてからでは遅いですよね？　大丈夫、茶を淹れるくらいなら安静にしているのとそう大して違いませんよ」

「…………」






　ブレアに言い聞かせる騎士は、本当は、エリノアが倒れるようなことはもうないだろうと思っている。が、あえてそうブレアを説得にかかった。

　彼の目から見るとエリノアは健康そのもの。ブレアは心配しすぎだ。が、それならばだ。忙しい中、王子が健気にも前倒し前倒しで仕事をこなし捻出したせっかくの貴重な時間だ。むざむざそれをお流れにすることもあるまい。

　オリバーは不意に、ふ……っと諦観ていかんしたような笑いを口の端に乗せる。






「もう……諦めて茶を飲みに行ってくださいよ……俺らも色々と上の方々にせっつかれて大変なんスからね……」






　王妃様とか、王太子様とか、ハリエット王女とか、とオリバー。耳の早いハリエットに至っては、もうこの騒ぎすらすでにどこかで耳に入れていそうで非常に怖い。側近は、ガシッとブレアの両肩をつかむ。






「な、なんだ!?」

「ブレア様……新人娘の微笑み一つに負けてる場合じゃないんですよ！　みんな期待してるんですから！　さっさと耐性つけてください！　ブレア様だってあいつと一緒に過ごしたいんでしょう!?　今日中に腕くらいは組みましょう。キスまでいってもいいくらいですよ！」

「!?」






　その言葉に、ブレアがぐっと喉をつめる。咳きこむのをなんとか堪えた青年は、赤い顔でオリバーを睨む。






「お、お前は……」






　いきなり何をと顔を歪めるブレアに、オリバーは容赦しない。どこか吹っ切れたふうのオリバーは──目をカッと開いてブレアに迫る。






「まずは頰くらいならハードル低いでしょう？　額とか耳とか首とか髪とか……色々手はありますよ！」

「……おいオリバー……発言に気をつけろ。お前の爛ただれた私生活が透けて見えるようだぞ……」






　やや白い目で言うブレアに、オリバーはケロっとして首を振る。






「大丈夫です、ブレア様の恋愛ごとに関しては、待たされすぎの王妃様方はもう、婚約前だとか順序がどうとか……そういう小事は問題になさらないですし、いきなり爛れても多分暖かく見守られますよ！」

「…………」






　呆れてものも言えないという顔のブレアに、オリバーは考えてもみてくださいと力説する。






「殿下だって、結局最終的にはあれを押し倒さなければならないんですよ!?　早めに耐性つけていただかないと──」






　寝所でまで俺にフォローさせるつもりですか──!?　と、言った瞬間オリバーは……。

　真っ赤な顔でこめかみに青筋を立てたブレアに、ゴスッと一発、強烈な拳を貰うこととなった。






「……言葉と腹に気をつけろオリバー……」（※冷酷な目）

「……っ……俺は負けませんからねブレア様……！」






　冷たい顔で自分を見下ろす王子に、騎士は、早く息子の妃が欲しい王妃様がどんだけ怖いかあんた知らないでしょう!?　と異議を唱え──。






　王子と騎士がそんなおかしな対立をしていた頃。

　サロンを目指したエリノアも、そこである者と対峙する羽目となっていた……。






「………………」

「………………」






　サロンの美しい扉の前で──無言でエリノアと睨み合うのは……。






　あの──

　ド天然書記官、ソル・バークレムであった……。

　出会いが出会いであったがために、エリノアは緊張と警戒に引きつった。それを静かに見下ろすソルの顔は、冷静すぎて、感情が読めなさすぎる上に圧が強い。二人の間には──ずももと不穏な空気が漂っている。

















31　ソルとハリエット












「……お嬢様……なんですかそのお姿は……」

「え……え？」






　厳しく眉をひそめ、いかにも嘆かわしいと言いたげに問われたエリノアが目をまるくする。






　ブレアたちと別れて意気揚々とサロンにやって来たエリノア。

　ところが──そのサロンに入ろうかというところで、件の書記官ソル・バークレムに捕まった。

　エリノアにとって彼は、なんだか冷淡な表情といい、意味の分からない挙動といい……あまり心臓に良い相手ではない。今日も何が気に入らないのか……しょっぱなからこれである。いったいなんなんだとエリノアがビクビク身構えていても、彼は一向に意に介したふうもない。

　冷たい顔で行く手を阻んでくる書記官は──どうやら──。

　エリノアのメイド服を睨んでいる。

　青年が気難しそうな顔で眼鏡の蝶番ちょうつがいを指で押し上げると、そのレンズの表面が鋭く光る。






「……あらゆる不測の事態を想定しておいたつもりでしたが……こう来られますか……さすがブレア様の意中のお方、なかなかに想定を超えておいでになる。まさか……メイド服でおいでになるとは……」

「え……」






　ぶつぶつ独り言を言っているソルに、エリノアがなんですかと不安そうな顔をする。






「あの、聞こえませんでした、もう一度……」

「ですから。これです、メイド服です！」

「ぅ……!?」






　ビシッと手のひらで示されて、ビクッと肩を揺らすエリノア。






「お嬢様……そのお召し物はあまりにも此度の会にはそぐいません！」

「え……あ、の……この格好どこかおかしいですか？　……普段どおりだと思うのですが……」






　失神騒ぎのせいで多少乱れはしたが、鏡だって覗いて来たし、土や草がつきしわになったエプロンだって、通りかかった同僚侍女になんとか頼みこんで交換させてもらった。エリノアだって、王子の茶会におかしな身なりで行くわけにはいかないともちろん分かっている。が……そんなエリノアを、ソルは威圧に満ちた目で見下ろして来る。

　どこがいけなかったのだろうとおずおず問うと、ソルはまた眉間に深いしわを刻んだ。






「おかしくはありませんが相応しくもありません。あなたはいったいここに何をしにいらしたのです。そのまま中へお通しするわけには参りませんよ！」

「!?　!?」






　サロンへの入室を拒絶されて唖然とするエリノア。






「や、ちょっと待ってくださいよバークレム書記官……だって……昨日時間と場所指定の手紙を持ってこられたのは……あなたじゃなかったですか!?」

「ええまさに」






　平然とそう頷いてから、ソルはため息をつく。






「私としたことが……ドレスコードの記載を忘れていたのですね……」

「ド、ドレスコォド……？」






　あまりに馴染みのない言葉の登場に、エリノアの声が裏返る。

　侍女は侍女である。給仕する側にドレスコードもくそもあるだろうか。

　それが適切な装いを意味しているのだとしたら、エリノアに相応しい装いはこのメイド服以外にあるわけがない。娘は困惑の表情を浮かべるが……。






　ソル側からすると、小規模で内輪なものとはいえ、王子主催の茶会に言わば仕事着で現れたエリノアは言語道断。まったく理解できないというエリノアの顔に、青年の顔には一層厳しさが増していく。






「お嬢様……わたくしのような者がご注意申し上げるのもなんですが……その格好はありません。せっかく殿下が安らごうという時に……お嬢様がその格好では」

「え……？　あの……侍女わたしの格好に安らぎとかを求めちゃうんですか……？」

「あなたがブレア様を安らがせずして誰がそうできるのですか!?」

「え……（な、何故か物凄い期待を寄せられてい、る……？）そ、そうですか……？　空気のようにお仕えするのが使用人かと思っていました……まあ、侍女にはそういう面も……（……ある、の……??）」






　今回の茶会に対して、認識の違う二人の会話は悲しいほどに噛み合わない。

　エリノアは給仕をしにここに来ているつもりだが、ソルは茶会参加者としての装いをエリノアに求めている。

　ソルは額を押さえながら、まったく……と、こぼす。






「殿下との茶会ですよ？　給仕をしに来ているのではないというのに……私はてっきり女性なら誰もが喜んで装ってくるものだと……」






　そう言うソルの言葉に、エリノアがえっと弾かれたように目を見開いた。






「え……給仕……じゃ……ない……？」

「給仕？　……茶会ですよ？」

「え？　茶会……ですよね？」






　戸惑ったような顔と怪訝そうな顔。確認しあった二人の間にシーンと音なき音が広がっていく。

　エリノアはソルの表情を見て、まさか、とつぶやく。






「…………あの、まさか……まさかとは思うんですが……もしかして……私にブレア様と差し向かいで茶を飲め、と──？」






　恐る恐る問うエリノアに、ソルが眼圧をあげて眉を歪めた。






「それ以外に──何があるというのですか──？」






　なんて当たり前のことを──と、言いかけて──ソルがハッとする。






「まさか……そんなこともお分かりで──なかった……!?」

「ぇ、えぇ!?」






　途端、思い切り残念な者を見る目で慄かれて……エリノアがなんと心外なと目を剥いている。






「いやっ!?　だって……っそ、そんなこと一言も手紙には……てっきり仕事かと……」

「そんなことこそ私は書いていなかったはずですが」

「そ……れは……確かに……」






　ソルがキッパリ言う通り、手紙には仕事だとは一言も書かれてはいなかった。だが──

　エリノアは超絶納得いかなくて、だらだらと顔汗流しながら思った。






（私も勘違いしたのかもしれないけど──ものすごく……いや絶対に、バークレム書記官の手落ちもある気がするのは私の──気のせいなの!?）






　いや絶対そうである。

　堅苦しさを前面に押し出したソルの手紙は、オリバー評するところ、「役所の督促状」で。






（な、納得できない……）






　エリノアは心底そう思ったが……苦情を申し立てようにも……ソルはすでにエリノアの顔を見てはいない。

　真顔に戻った書記官は、困りましたねぇとエリノアのメイド服をジロジロと眺めている。






「……ふむ、エプロンを外せば……まあ……いやしかし……華やかさに欠けるか……」

「あの……バークレム書記官……」

「ブレア様もあまり華美なものはお好みではないが……せっかく用意した茶会……やはり多少は特別さを演出したい……さて如何したものか……」

「あ、の……」






　エリノアはまずそもそもどうして己がブレアの茶会に呼ばれたのかと、そこを聞きたかった。

　が、エリノアの装いをどうするかに没入しはじめた書記官は、ちっともエリノアの呼びかけに応えてくれない。

　どうしようこの人、もういっそ、王子本人にことの次第を問いに戻るか……と、考えていると──。






「──そういうことなら任せてちょうだい」

「……ぇ？」






　突然、鈴を転がすような声がした。

　可憐な響きにエリノアが振り返ると……廊下の向こうから、侍女二名を後ろに伴った美しい乙女がこちらへやって来る。それを見たエリノアは、あっ！　と、反射的に表情を明るくした。






「ハリエット様！」

「ご機嫌よう、エリノアさん」






　現れたのは──王太子の婚約者、同盟国の王女ハリエット。

　彼女が大好きなエリノアは、頰を紅潮させて慌ててかしこまる。

　ハリエットはそんな娘の傍に立ち止まり、にっこりと笑顔を向けてから、ソルに声をかけた。






「こんにちは、バークレム書記官」

「これはハリエット様……おいででしたか（やはり見張っておいででしたか……）」

「ふふふ（当たり前よ、だって楽しそうなんですもの）」

「？」






　何やら含みのある顔で挨拶を交わす二人に、エリノアが不思議そうな顔をしている。

　と、ハリエットが朗らかに言った。






「ねえバークレム書記官、随分お困りのようだけれど、少しの間エリノアさんをお借りできる？」

「……と、いいますと……」






　ソルの問いに、ハリエットは実はねと、うきうきした調子で答える。






「先日わたくしが手配したエリノアさんのドレスがもうでき上がっているの。それを着てもらったらどうかと思うのだけれど」

「え？」






　突然の申し出に、エリノアがパチパチと瞳を瞬く。するとハリエットは、ほらとエリノアに思い出させるように言った。






「この間部屋へ遊びに来てくれた時に採寸したでしょう？　ドレスを仕立てるつもりだと言っておいたじゃない」

「あ……」






　言われてエリノアは、先日ハリエットの部屋を訪れた時、なんだかわけの分からないままに身体の採寸をされたことを思い出した。

　確かハリエットは、聖剣騒動で王太子が忙しくて暇だからエリノアのドレスでも仕立てるわと言っていて……。






「そういえば……」

「ね？　せっかく仕上がったのだし、わたくしとしても早くエリノアさんが身につけているところを見たいの。それがブレア様のお役に立つなら殊更嬉しいわ」






　可憐に首を傾け、どうかしらと問う王女に──ソルはまったく逆らわなかった。そのあっさりした了承に、ソルに散々驚かされたエリノアは目を剥くが……まあ当然である。二人の利害は一致している。






「それはそれは……是非お願いいたします。しかしお急ぎください。すぐにブレア様が参られます」

「ふふ、任せて」

「ぇ、あ、の……」






　自分抜きでさらさらとことが進んでいく様子に……エリノアがものすごく戸惑っている。

　このままでは、なんだか理由も分からないまま、『侍女→参加者』という心の切り替えもろくにできないまま。着飾らされ、王子との茶会という一大イベントに挑まされそうな気がして……かなり焦った。

　なんせ、王子との茶会なのである……そんな大それたものに侍女の自分が突然挑めと言われても、そうそう心構えなどできなかった。






「お、お待ちくださいハリエット様……バークレム書記官!?」






　せめてその茶会はどういった趣旨で、他には参加者はいるのか、そういった情報が欲しかった。それに王子においしいお茶をと意気ごんでいたが、それは叶うのかと──聞きたいことは色々とあって──。

　……しかし。

　次の瞬間エリノアは、唐突に両側からガシッと腕をつかまれる。






「ひっ!?」






　驚いて目をやると──ハリエットの侍女たちだった。

　エリノアの腕をしっかりとつかみ、にこ……と笑みを浮かべる顔には……どこか有無を言わさぬものがある。

　──もう諦めて王女の言う通りにしなさい、と、いう声が……鮮明に耳に聞こえるようであった……。






「ぅ……」（※女社会で生きているため、女性の圧に弱い）

「さてと、では行きましょうかエリノアさん。急ぎましょう」

「ぇ、は、はい……」






　ハリエットがにっこりと微笑み、ソルが「いってらっしゃいませ」とお辞儀する。

　そうしてあっさりとソルに送り出されたエリノアは──王女ハリエットに、ずるずると連行されていく。

　王女はいたくご機嫌で……しとやかな彼女にしては珍しく、小鳥のさえずりのような鼻歌をも口ずさんでいたという……。

















32　魔王の力の使い道。












　──グレンは揉めごとが大好きだった。

　主君であるブラッドリーの魔力のリミッターを怒りで外し、魔界側でこちらに来たくて来たくて仕方がないと待ち焦がれる同胞たちを呼び寄せるという目的も……あるにはあるが……。

　それを置いても、グレンは揉めごとを外野から眺めるのが大好きである。






　この日、忠犬ヴォルフガングは体調不良。

　グレンはその理由は知らなかったが（興味もない）、彼の不調により、グレンは再びブラッドリーからエリノアの警護を任されることとなった。

　はじめは気乗りがしなかった。最近、エリノアには聖剣テオティルが金魚の糞のようについて回っている。それがとても鬱陶しくてたまらないのだが……。

　だがしかし、エリノアのストーキングをはじめると……グレンはその気乗りのしなさをすぐに忘れてしまった。









「…………ブホッ」






　黒猫が物陰で噴いている。

　そして無言で悶え苦しみはじめた。いや──声こそ出さないが……どうやら笑い転げているらしい。どうして彼がこのような有様かというと……。

　また、エリノアが自分とブレアを勝手に取り違えたのを目撃した為だった。






「な、なんて懲りない勇者なんだろ……！　ぅ、迂闊が過ぎる……女神もよくあれを勇者にしたな……！」






　女神とは余程のんきな生き物らしいと、グレン。






「姉上もあれを本気で真面目にやってるから信じられないよ……こ、子猫ちゃんって……」






　大声で笑いたくて笑いたくて……しかし宮廷で潜んでいる現状それができず。グレンはヒゲの辺りがムズムズして堪らなかった。

　ブレアにもそうだが、そもそもあれがグレンであったとしても、よくもまあ魔物な自分に「子猫ちゃん」だなんて言おうと思ったものだ。グレンは呆れを通り越して感心してしまう。






「天性のうっかり者だなぁ……面白くて困る……」






　はー……と、深いため息をこぼすグレン。

　あのブレア──エリノアが、がっしり手を繋いで執務室から連れ出したブレアが、グレンでないと悟った時の、エリノアの顔は特に必見だった。すーっと顔色が白くなっていって。喜劇のように倒れゆく様は、まるで抜けかけたエリノアのマヌケな魂が目に見えるかのようだった。

　グレンはクスクス笑う。






「あとで絶対、聖剣野郎とブレアが接触したことも教えてやろうっと♪」






　エリノアは、今はまだそのことを知らないが、知ればきっと跳び上がって驚くことだろう。その時が楽しみでならないグレンは、ウキウキしながら──部屋の隅に置かれたテーブルクロスの下から室内を覗く。

　視線の先では──エリノアが、真面目な顔をしたハリエットの侍女たちに、あれよあれよという間に、身につけているメイド服を脱がされて行く。

　娘は時折「ぅ、あ、あの……」と、呻くように声を漏らしているが──どう見てもあの顔は状況に頭がついて行けていない。

　そんな彼女の前には一人掛けのソファが置いてあって、そこにゆったりと腰を下ろした王女は、茶を楽しみながらエリノアをニコニコと眺めている。






　グレンは翻弄されているエリノアをニヤニヤと見ていたが──不意に、そうだったと頭を振る。






「おっと、メイドに脱がされて下着姿の姉上にニヤけてる場合じゃなかった……仕事仕事」






　そう言って、グレンはペロリと赤い舌を口の端に覗かせて床を見下ろす。と、それと同時に絨毯張りの床に、小さいが複雑な転送魔法の陣が現れる。






「さぁてと……それじゃあ姉上にはもう一騒ぎ楽しませてもらおっかな♪」












　転送魔法でグレンが向かったのは、トワイン姉弟の自宅だった。

　そこにちょうど、昼食のためにモンターク商店から一時的に戻って来ていたブラッドリーがいた。






「…………姉さんが……？」






　報告を聞くと、ブラッドリーの目が一気に険しくなる。

　その目を見上げるグレンは、嬉々としてブラッドリーの足にまとわりついた。






「そうなんですよぅ、しかもブレアと二人きりだって言うんですぅ♪」

「…………」






　第二王子の名を聞いて、ブラッドリーは更にムッとした顔をしたが……その目は怪訝そうに黒猫を見下ろす。






「……姉さんは確か給仕に呼ばれたと言っていたはずだけど……その話……本当なの？」






　ブラッドリーは、今日エリノアがブレアの茶会に呼ばれたという話は既に聞いていた。いつもはブレアの私的な場所で働くエリノアは、執務室なんて緊張するわと言っていて……。

　信用ならない黒猫の言葉に、ブラッドリーは疑わしげな顔をしている。

　すると、黒猫は「ヤだなぁ」と、媚を売るような顔でゴロゴロと喉を鳴らし、尚のことブラッドリーの足にすり寄っていく。






「私が陛下に嘘つくわけないじゃないですかぁ。どうやら給仕とかいう話は、姉上様のいつものうっかりな勘違いだったみたいなんですよぉ」

「…………」






　姉のうっかりと言われてブラッドリーが黙りこむ。確かに姉はうっかり者だ。それで失敗していることも多々である。そうしてどうやら茶会の話が本当だと察したらしいブラッドリーは、苦々しい顔で舌打ちする。






「……ブレア……またあの男なのか……」






　……余談だが。シスコンのブラッドリーの頭には、「ブレアはエリノアが好きなのか？」という最初の前提となりそうな疑問が既にない。

　何故ならば、ブラッドリーにとってそれは愚問に値するからだ。

　この、少々拗らせた弟にとってエリノアは、誰がなんと言おうと、人類一優しく、愛らしく、器量良しなのだ。

　誰がいつエリノアを好きになってもおかしくはなく、ブレアも当然そうであると思っている。

　なんともまあ偏った認識ではあるが……この、ブレアを今消しても悪い虫は数多湧いてくるだろうというブラッドリーの認識が、多少はブレアの身を守っているとも言える。その理論からすると、エリノアに近づいて来る虫は次々湧いてくるはずで、ブレアを消しても無駄なのだ。






　そういうわけで……ますますシスコンが悪化して来たらしいブラッドリーは、実感のこもった声をもらす。






「……ああ、もういっそ姉さんとリードだけを連れて魔界に帰りたい……」






　三人だけで暮らせたら幸せなのに……とつぶやくと、黒猫があははと半笑いで突っこんでくる。






「陛下、それだと多分リード死にます、魔界には濃い瘴気しょうきがありますし。姉上はどうだか分かりませんけど」

「…………」






　指摘にムッとして。無言で睨むと黒猫は尾をくねらせて、えへっと笑う。






「やだー陛下ったら素敵なお顔♪」

「…………」

「それでぇ、どうなさいますか？　茶会、邪魔しに行きます？　現在姉上はハリエットとかいう他国の王女に身ぐるみ剥がされた上めかしこまされておりますが……」






　黒猫はワクワクした様子で主君を見上げる。

　ブラッドリーはどうするだろうか、ブレアとエリノアがイチャイチャしようものならきっとまた激怒するはず──と。期待に瞳をまるくして……。

　が……。






　ブラッドリーはしばし何やら考えるそぶりを見せた。そして沈黙の後、彼は、低い声でつぶやいた。






「………………ブレアは……」

「はい！」

「──無視しよう」

「…………は……？」






　主君の言葉にグレンがぽかんとする。

　グレンの期待をよそに、ブラッドリーはふんと鼻を鳴らし、切り捨てるように言った。






「あいつは姉さんの視界にも入れたくないけど……仕事相手なんだしある程度は仕方ない。茶を飲む程度なら……まぁ……許可してもいい。せいぜい姉さんに高級な茶と茶菓子でも貢いでくれればいいよ」

「……えー……」






　主君は「もちろんブレアが姉さんに何かしたら消すけど」とは付け加えたものの。あまりに期待外れな言葉に、グレンがそんなぁという顔をする。が、ブラッドリーは……それよりもだ、と黒猫を視線で射る。そのあまりに真剣な眼差しに、驚いたグレンが思わずヒクッとシャックリをして──。

　黒猫が身をすくめ、恐々と主君の言葉を待っている、と……。

　ブラッドリーは厳かに言った。






「僕は──……着飾った姉さんが見たい」

「──ぇ、」






　ど真剣な魔王の顔に……グレンが、ガーンと言葉をなくす。






「………………へ、陛下……？　え……そんな厳かな顔で？　なんかめちゃシスコンなお言葉が聞こえた気がしたんですが……」

「（無視）害虫野郎ブレアなんてどうでもいい。そんなことより……姉さんは普段全然着飾ったりしないし……ものすごくレアなんだよ。王女が監修するなら……多分化粧もするよね……!?」

「え？　ぇえとぉ……」






　戸惑う黒猫を尻目に、ブラッドリーは暗い顔でガリッと己の爪を噛む。






「エリノア姉さんが可愛い格好するなら、今回は絶対に僕が最初に見たい……この間の舞踏会の時はあのルーシーのほうが先だったんだ……！　しかも色々あったから姉さんを十分に誉めてあげられなかった！　それが僕は死ぬほど悔しくて……だから今回は、絶対にブレアより後は嫌だ。僕が最初に見て、最初に姉さんに可愛いよって言いたい……ブレアが僕より上手い褒め言葉を先に言ったりしたら絞め殺したくなる……」

「………………」






　言って、主君はフッと笑った。グレンは……彼の声音のおどろおどろしさにゾッと身を凍らせたままで。そんな黒猫にブラッドリーは微笑みながら言った。






「ふふふ……グレン、僕、魔力があってよかったよ」

「…………」






　大抵のことならなんでもできるもんね……と、笑う彼の足元には……赤黒い邪悪な色の転送魔法用の陣がじわじわと広がって行って……






　グレンは悟った。魔王はどうやら……

　その偉大な力を、ややしょうもないことに使おうとしている。






「………………」






　あんぐりと口を開ける黒猫の頭には──太ましい母の慈悲深い顔が思い浮かぶ。






　──いいのです……いいのですグレン……。

　──どうでもいいから……御命令に従いなさい……。






　それが平和というものです……と、わけ知り顔の母は、生暖かく菩薩のような顔で微笑んでいた……。

















33　不機嫌な鏡台と、楽しげな鏡台。












「……ブレアが……茶会……？」






　鏡台の前に座っていたビクトリアは、侍女の報告に眉を持ち上げた。

〝ブレア〟と聞いた途端に吊り上がった目は、そのまま傍でかしこまっていた侍女に向けられる。彼女が厳しい視線に萎縮したのと同時に、バンッとビクトリアの手が鏡台の卓を打った。






「どうしてもっと早く報せに来ないの！」






　叫ぶと今度は鏡台の上に置いてあった香水の小瓶が鷲掴みにされて、側室妃の手から勢いよく放たれる。それは、怯えている娘の足に当たって砕けた。辺りには濃厚な香りが充満したが、しかし叱咤された侍女も、そのほかの使用人たちも恐ろしくて皆身動きができなかった。






「そういうことは私を起こしてでも報せるべきでしょう！　ああ、なんて気が利かないの！」

「も、申し訳ありません……」






　怯えてひざまずく侍女に、ビクトリアは不機嫌そうな冷たい視線を投げかける。






「まったく……愚図な娘ね……！」






　……と、そういう彼女はたった今寝巻きから着替えたばかり。昨夜遅く……というより、今朝方まで友人の邸宅で夜会に興じていた側室妃は、もう昼食時も間近という時刻にもかかわらず、起床したばかりなのである。

　報せが遅れたのはそのせいで。おそらく言葉通りに起こしていたとしても、今度は眠りを妨げたことを叱責されただろうことを、誰もが分かっていた。

　しかし、もちろん侍女たちには反論する勇気はない。ビクトリアは人の意見を聞き入れるような人物ではないし、常に己の考えが一番正当であった。そして、反対意見を認めず、何よりも、彼女自身の感情が第一に優先されるのだ。彼女自身が気に入らなければ、使用人などすぐに処罰してもいいと彼女は思っている。

　そんな主人の気性を知るからこそ、侍女は床にひざまずいたまま青い顔で身動きができなくなった。

　ビクトリアは、うつむいた頭に冷たい一瞥をくれると、鼻を鳴らし鏡台に向き直った。それを見て、周囲の使用人たちは慌てて彼女の身支度を整えはじめる。

　──どうやら……侍女たちにとっては幸いなことに、ビクトリアの興味はすぐに先の話題に戻ったらしい。






「……それで？　あの無粋な男が茶会を開くなんていったいなんの天変地異なの？　何を企んでいるやら……参加者は誰？」

「それが……タガート家の養女だけだそうで……」

「……はぁ？」






　侍女の言葉に、ビクトリアが怪訝そうに振り返る。






「誰ですって？　タガートの……ああ……トワイン家の没落娘ね」






　あらそう、とビクトリアは冷笑を浮かべる。






「どうせ王妃あのおんなが催促でもしたのね。この聖剣騒ぎでブレアの婚約が議会で議論される前に流れるんじゃないかって心配しているのでしょう……いい気味だわ。しかもその目指すところが結局貴賤きせん結婚だなんて、本当になんて馬鹿な女なのかしら！」






　侍女たちに髪の手入れをさせながら、ビクトリアは肩を揺すって笑っている。そうしてひとしきり笑ったあと、側室妃は冷たい目で鏡の中を睨みつけていた。






「それにしても……クオレス・トワインの娘は癪に障るわ。あの父親のせいでいったいどれだけ私たちの計略が不発に終わったことか。あの男がいなければ、タガートだってとっくに失脚させられていたはずなのに。あの血がいまだに王宮内にあるなんて……」

「……でしたらさっさと王宮から追い出してしまえばいいではありませんか」






　ビクトリアが忌々しげにつぶやくと、そこへ茶器を乗せた盆を手にした中年の侍女がやって来た。

　まるで笑うことなどとうに忘れてしまったとでも言いたげな表情の婦人は、ビクトリアが隣国から嫁いで来た時に共にこの国に来た古参の侍女である。茶器をビクトリアの傍のサイドテーブルに置くと、そこで器に茶を注ぎながら冷たい声で続けた。






「お気に召さないのであれば、我慢することなどありません。王妃が口出ししてくるようでもやりようはあります」






　しかし側室妃は、狡猾そうな女の言葉に愉快そうに笑いながらも……首を振る。






「あら、そう急せくわけには行かないわよ。なんの因果か知らないけれど、あの娘は今、ブレアから王位継承権を奪う重要な鍵となっているのよ？　あの二人には是非仲睦まじく貴賤結婚をしてもらって、王宮を一緒に出て行ってもらわなければ。王太子を排除できても、ブレアが残るのでは安心できないじゃない。目の敵にされてかわいそうな我が息子クラウスのためにも……。議員たちにはちゃんと〝贈り物〟をしている？」






　ビクトリアは目を細めて中年の侍女に問う。






「はい、御命令の通りにしております。ですが……やはり受け取らぬ者も多数おります。ブレア王子を支持する者たちは頑固者が多くて……」

「まあそうでしょうねぇ……でも、それこそやりようがあるのではなくて？　家門を地盤から揺るがしてやるとか、子を使って脅すとか。あの小賢しいクオレスだってその昔、最後の悪あがきで私たちの策謀の証拠をつかんだけれど、結局は息子の医師を買収してやったら屈した……そうだわ……あの息子はまた使えそうよね？　調べさせて」

「かしこまりました」






　侍女が従順に頷くのを見ると、ビクトリアは座っていた椅子の肘掛けにもたれかかる。






「ああ嫌だ、なんだかクオレス・トワインのことを思い出していたら余計に気分が悪くなってきたわ」

「お薬をお持ちしましょうか？」

「いらないわ、それより……ブレアは茶会をどこで開いているの？」






　侍女がそれに宮廷のようだと答えると、ビクトリアはもう一度鼻を鳴らし、目を細めて考えるようなそぶりを見せた。






「ふぅん、そう……なら……気晴らしにちょっと冷やかしに行ってみるのも面白いかもしれないわね……」






　そう言って口の端を持ち上げる側室妃の顔に──侍女たちは、皆内心薄ら寒いものを感じていた……。









　　　　　＊　＊　＊









　一方、宮廷の応接間。

　その部屋では──ある侍女が、ハリエット様、と嬉々として顔を上げたところであった。






　楽しそうな様子の侍女が、己の主人に問いかけながらクシで梳いているのは──……目を点にして立ち尽くしている娘──下着姿のエリノアの黒髪である。

　ドレスの下に着る専用のすべらかなスリップを着せられたエリノアは、呆然と侍女たちにされるがままになっている。






「御髪を整えるのはドレスを着たあとになりますけれど、どうなさいます？　結いますか？」






　しかし問われたハリエットは、いいえと首を振る。






「髪を結い上げると時間がかかってしまうから、今日は下ろしておきましょう。ブレア様をあまりお待たせするわけには行かないわ」

「あらそれは残念。ではせめて素敵な髪飾りをお付けしましょうね」






　何色がいいかしらと、その侍女が言うと、ハリエットがそうねぇと首を傾ける。






「ドレスは薄桃色なの。髪飾りは……瞳に合わせて緑もいいけれど……こっちの紫の髪留めも素敵よねぇ」

「黒髪ですからいろんな色が映えますわ。ローズの髪飾りはいかがですか？」

「それもいいけれど、お相手がブレア様だからあまり派手にはしないほうがいいと思うの。シンプルに品のいい程度の可愛らしさが一番刺さると思うわ」






　ハリエットが微笑んでそう言うと、侍女もどこか含みのある顔で笑む。






「あらふふふ……かしこまりました、とりあえず方向性は清楚系ですね」

「よろしくね、ああ、ついでに靴も合いそうなものを選んで来てちょうだい」






　髪留めを取りに行こうとする侍女に、ハリエットが呼びかけると、はーいと浮かれた返事が返ってくる。

　それを聞きながら──。






「………………」






　エリノアはこわばった顔でひたすらに困り果てていた。






　──つい数分前、ハリエットたちに引きずられやって来たこの応接間。

　ブレアの執務室と同じフロアにあるこの部屋には、おそらく普段なら勤勉な主人に似合った厳格なしつらえの応接セットがあるだけだったのではないかと思うのだが……。

　現在そこは、ハリエット総指揮のもと、大きな鏡台と煌びやかな装飾品類が運びこまれた、非常に眩く、非常に女子力の高い空間と化していた……。

　そこにははじめ、ズラリとハリエットの侍女たちが待ち構えていて……居並んだ侍女たちに出迎えられたエリノアは、思い切り気後れしたのだが。その迫力にたじろいでいるうちに、あっという間に部屋へ引きずりこまれてしまった。

　その後は、幾人もの侍女たちに身を清められて化粧もされて──いた頃には、既にソルにダメ出し食らった例のエリノア愛用のメイド服は綺麗さっぱりどこかへ消えていて……。

　その見事な流れ作業には言葉もなくて。

　感心するやら唖然とするやら……どうしたらいいのか分からずに……現在、部屋の中央の絨毯の上に立たされたまま目を点にしていたというわけだった。






　さて、ハリエットがデザインから携わったというそのドレスは、デコルテや袖口には繊細なレースがあしらわれている。裾丈は足首が見える程度で、歩くと透け感のある裾がふわりと舞う。過度な露出もなく、可憐なハリエットらしいドレスだった。

　それを着たエリノアを見ると、王女は両手を合わせて喜んだ。






「あらいいわね！　柔らかい色がうまく瞳の色を引き立てているわ。やっぱり髪飾りは緑がいいのではないかしら」






　ハリエットが弾んだ声で言ったタイミングで、ちょうどよく髪飾りと靴をとりに行っていた侍女たちが戻って来る。彼女たちもドレスを身につけたエリノアを見ると華やいだ歓声を上げた。

　その中の一人、先程エリノアの髪をどうするかハリエットに問うていた侍女は、にこにことエリノアを褒め称える。






「まあ……なんて可愛いらしいんでしょう……！　とてもお似合いです」

「ぅ……お、それ、いります……」






　うっとりと見つめられて戸惑うエリノア。ぎこちない様子にハリエットがクスリと笑う。






「ふふ、よかった。では、さっそく装身具類を選びましょうね」






　ハリエットに促されると、侍女たちは王女の両脇に並び、手にしていた布張りの立派な宝石箱を開く。背後では別の侍女たちが何足もの美しい靴を並べていて──。

　それを見て、エリノアは鳥肌が立った。

　さすが王女様、なんという豪華な世界だろうか。おそらくあの箱の中の装飾品の一つ一つは、エリノアが普段使っている髪飾り類の何十倍もの価値を持つ。そう考えると──貧乏性のエリノアは、気が遠くなるような気がした。






（…………包囲されている……贅沢品に包囲されているわ……！　こ、怖い……！）






　一歩でも動けば、床に並べられた靴を踏んで傷つけてしまうのではないか……ちょっとでも動けば、ハリエットの総額いくらになるかも想像できない宝石箱をひっくり返して借金地獄に陥るのでは──という不安が渦のようになって身体が凍る。何せ──エリノアはとんでもなくそそっかしい自分をよく知っている。これが、ルーシーなどの身内からの借り物などであればまだ気持ちも楽なのだが……相手は同盟国の王女ハリエット。大惨事になる予感しかしないエリノアである。






　と、そんなエリノアの異変にハリエットが気づく。






「あら……ダメだわクレア……」






　エリノアの前に立ち、両手に持ったどちらの髪飾りがいいかと見比べていたハリエットがはたと手を止める。

　王女に呼ばれたクールな顔の侍女クレアは傍で靴を選んでいたが、不思議そうに王女の横へやって来た。






「？　ハリエット様、どうかなさいましたか？」

「それが……エリノアさん、装飾品を近づけるとダメみたい。見て、緊張で表情が……」






　ハリエットが手持ちの髪飾り（大きな宝石付き）をエリノアの頭に近づけると、棒立ち状態の娘は一気に顔が引きつる。さらに、もう一方の手に持っていた飾りを近づけてみると……今度は額に冷や汗が滲み、身体がガタガタ振動しはじめて……。

　ハリエットがいやだわと眉をひそめる。






「なんだか──……ぷるぷるしてて可愛いわ……どうしましょう……」






　可愛い、子ウサギみたい……とか言いながら……可憐な王女はエリノアの頰をツンツンと指でつついている。それをクレアが止めた。






「……王女……どうしましょうじゃありません、つつきすぎですおやめください、お可哀想です」

「あら？　あらら？　ごめんなさい、つい。うふふ」

「……」






　クレアは呆れた様子を見せながら、エリノアの額の汗をハンカチで拭きとっている。






「しかし困りました、これではお化粧が汗で流れてしまいます。せっかく可愛らしく仕上げましたのに……」

「でもどうして？　髪飾りが怖いのかしら……もしかして宝石？　高価だから？　エリノアさん、こんなのただの綺麗な石ころよ、噛み付いたりはしないのよ？」






　落ち着かせようとするハリエットに……エリノアは辛うじて青い顔でニコ……と、引きつった顔で笑って見せる。生気のない顔は明らかに虚で……それを見たハリエットは、真面目な顔でクレアに向かって首を振り、断じる。






「ダメね。逢瀬デート向きの顔じゃなくなってしまっているわ」（キッパリ）※クレア、微妙そう。（可愛いって言ってたのに……）






「残念だけれど……高価なものをつけるのは諦めましょう。ブレア様の前であまり変な顔はさせられないもの」






　デートは宝石よりも笑顔よ、とハリエットは力強く断言した。

















34　ハリエットの抜け駆けと関所の突破。












　エリノアの身支度を終えて。ブレアとの約束のサロンに娘を戻したハリエットは、ほっと息をつく。






「どうなることかと思ったけれど……可愛らしいでき栄えでよかったわ」

「あの……しかしハリエット様、エリノアさん、まだお顔が……」

「顔？」






　クレアのためらいがちな指摘に、ハリエットがキョトンとする。

　エリノアは今――彼女たち二人の視線の先で、サロンの扉を背に、栗色の髪の侍女に化粧とドレスの最終確認をされているところであった。

　エリノアの顔は先程ほどひどくはないが――あまりハリエット以外には興味を持たないクレアが、「あれはちゃんと呼吸できているのかしら……」と、ハラハラする程度にはこわばっていた。






「あのままでは舌を噛んでしまいませんか!?　転んでドレスを破くとか……もう一度深呼吸でもさせたほうがいいのでは!?」

「……クレアあなた……随分エリノアさんの心配しているのねぇ……」






　落ち着かぬ様子のクレアに、ハリエットが感心したような顔をしている。

　だが、さすがは一国の王女。ハリエットは落ち着き払ったものだった。






「まあまあクレア……多少の緊張は仕方ないのよ。着飾って殿方と会うのだもの、化粧はどうか、ドレスは似合っているか、お相手は気に入ってくださるだろうかって、細かなことがいちいち気になってしまうものよ。だってエリノアさんは女の子なんですもの」






　ね？　と、小首を傾げて笑うハリエットに、クレアは「……それはそうかもしれませんが……」と言いつつも……。

　だがしかし、と――厳しい視線を再びエリノアへ向ける。

　クレアは思っていた。ブレアのことももちろんあるだろうが……エリノアの緊張の何割かは絶対に、サロンの扉の前で後ろ手に腕を組み、看守のような顔で彼女を睨み下ろしている書記官ソルのせいだろうと……。






「…………」






　エリノアを萎縮させているソルに、クレアが若干イラッとしている。

　まあ……ソルは単に、ブレアのために万全を期そうと気合の入った顔をしているだけのつもりなのだが。いかんせん、真面目すぎる書記官殿は、いつものように表情が堅すぎて威圧感が半端ない。

　あれではエリノアの緊張は高まっていくばかりだとイラつくクレアをよそに……ハリエットはコロコロと笑う。






「クレアったら……顔が怖いわ、バークレム書記官を睨むのはおやめなさい」

「ですが……」

「心配は分かるけれど、あとはブレア様にお任せするべきなのよ。ゲストの緊張を和らげるのもホストの役目なんですもの。そこまで口出ししては、ブレア様の成長を妨げるだけだと思うの（もしかしたら緊張で可愛らしいハプニングでも起こるかもしれないじゃない？　それはそれで二人の仲が深まるかもしれないし……）」






　ニコニコしているハリエットの顔には、思い切り「楽しみだわ」と書いてあって……クレアは呆れを滲ませる。






「王女……心の声がものすごく漏れてます……」

「あらいやだ、ふふふ、ブレア様がんばれってことよ」






　おっとり己の両頬を手で覆うハリエット。クレアはソルを睨んでいるのがなんだか馬鹿らしくなったのか、やれやれとため息をついている。






「そうそうクレア、今回使わなかった装飾品たちだけど、王宮のほうへ戻しておいてね。そしてエリノアさんにもまた部屋に来てもらってちょうだい。せっかく彼女のために用意したんだもの、ぜひ身につけて見せてほしいわ（※着せ替え人形にして遊びたい）」

「……かしこまりました（王女の心の声が聞こえる……）」

「次回は王太子様もお呼びしましょうね。本当は、エリノアさんのドレスができ上がったら絶対に呼んでくれって言われてたの。……ふふ、抜け駆けしてしまったから次こそは呼んで差し上げないとひがまれてしまうわ」

「はぁ、左様ですか……」






　呆れを飲みこんで頷く侍女の前で、ハリエットは浮き足立って、楽しみだわ～と歌うように言うのだった。









　――さて、こちらはエリノア。

　緊張した顔で待っていると、彼女のスカートの裾を整えていたハリエットの侍女がにこりと顔を上げる。






「はい、終わりましたよお嬢様。とても綺麗になりました」

「あ……ありがとうございます、あの、すみません何から何まで……」






　エリノアはおずおずとそう言った。何せ、着ているものが高級すぎて、鏡を見ても何が正解なのかもさっぱり分からない。

　一応化粧を施された自分も鏡で見てきたが……見慣れなさすぎて、頭には『!?』と、巨大な疑問符しか浮かばなかった。

　分からないゆえに、すべてハリエットたちに委ねてここまで来たが……。口紅をひいた自分は近年稀に見る派手さなのではないのか。いや、もしやケバいのではないか。これを人様に披露して大丈夫なのかと……メイク初心者なエリノアには不安ばかりが募るのだが……。

　ここまで付き添って、丁寧にエリノアの髪やドレスを整えてくれた栗色の髪の侍女は、

「いいえ。お手伝いできてとっても楽しかったです。お似合いですよ、本当に可愛らしいですから自信を持ってくださいね」と、にっこり笑ってくれる。その優しさに、エリノアはホロリと胸を打たれた。






（な、なんという優しさ……ハリエット様の侍女さん天使……）






　エリノアは感動しながら、彼女に改めてもう一度ありがとうと言って。それから――。

　今度は、グッと顔に力をこめて。引きつりそうに力をこめて。己の右手、サロンの扉の前に……まるで仁王像のように立ち塞がっている男、ソル・バークレムを……おそるおそる見上げた……。






「あ、あの……いかがでしょうかバークレム書記官……」






　先ほどメイド服には『癒し成分がない』とか言って、大いにダメ出しをくれたその書記官に、腕を広げて見せると――彼はメガネの向こうから厳しい視線をエリノアに注ぐ。その冷淡な眼差しに、エリノアはうっと身構える。恐怖したわけではないが、また変な因縁でもつけられるのではないかと警戒した。

　と……。

　エリノアを点検していたソルは、なるほどと生真面目な顔で頷いた。






「……ふむ、随分改善されたようですね、結構です。どうぞお入りください」






　相変わらず愛想もなく堅苦しい感想ではあったが、そのジャッジにエリノアはホッと息をついた。青年が、いつ「ケバい。不合格ですお嬢様！」と、冷たく言い放って来るのではないかとハラハラしていたのだ。が、ソルはそのまま扉の脇に退いて、サロンに通じる扉をカチリと開く。






「さ、ブレア様がお待ちです」






　……そう言う青年の心内は「これならばきっとブレア様もお喜びになる」「よかった……」と、満足に満ちていたが……不器用な青年が、「ありがとうエリノア嬢……可愛らしいですよ……」と、思いながらニコッと笑ったつもりの顔は、微笑み慣れがしていなさすぎて。ニヤリとなんだかかなり見くだすような表情となり……。






「!?　（な、何!?　なんなのこの笑いは……結局着飾ってもその程度か……て顔、なの!?）」






　エリノアはギョッとして。ソルの感謝は一ミリたりとも伝わりはしなかった……。

　何故だか己の笑顔（？）を見て急にしゅんとしたエリノアに、ソルは不思議そうである。






「？　どうかなさいましたかお嬢様、早くお入りください」

「は……はい……」






　最後の最後でダメージを与えられてしまったエリノア。やっと開いた扉を見て、なんて遠いんだろうと嘆息する。たどり着くまでにこんなに苦労するとは……さすが王子様の茶会……と、エリノアは畏敬の念を抱く。

　が、エリノアは扉の先をキッと睨み、両手を握る。






（と、ともかく関所ソルを突破したわ……！　ブレア様まであと少し！　待っていてくださいね……今〝お姉さん〟なわたくしめがお茶を淹れに参りますからね！）






　いざ殿下においしいお茶で癒しを！






　エリノアは、意を決して足を前に踏み出した。









　――それとほぼ同時刻。侍女が一人、廊下を急いでいた。






　どこか気配を消すように、素早く廊下を通り抜けて行く後ろ姿には隙がない。侍女は幾度か使用人たちとすれ違ったが……まるで実態のない風のように、人に認識される前に消えゆくような身のこなしに、誰も彼女に目を止めることはなかった。

　やがて彼女は宮廷の外への扉を見つけて、戸口を抜けて外へ出た。そのまま壁に囲まれた人気のない場所に出ると、やれやれと栗色の髪をかきあげて――。






　と、そこへ――「よろしかったんですか？」と、声がかけられた。






「……！」






　背後からの問いに、侍女は弾かれたように振り返る。

　栗色の髪に焦げ茶の目。それは、先ほどエリノアの世話をしていた、あの侍女だった。

　同盟国アストインゼルの侍女たちの制服を身にまとい、どこか牧歌的な、平々凡々とした容姿の娘。だが……茶の瞳は意外なほどに冷たく鋭く細められている。

　その視線を辿ると――緑の植木の下に一匹の黒い猫。






　黒猫は、しっぽをくねらせながら、にゃあんと甘えたように鳴き、栗色の髪の娘にトコトコと駆け寄った。娘は、その猫が己の足にまとわりつく様子をじっと見下ろしている。






「姉上様、サロンに入って行っちゃいましたよ？　邪魔しにいかなくて本当にいいんですか？」






　黒猫――グレンが問うと、娘はふいっと黒い身体から目を逸らして再び歩きはじめる。






「あ、待ってくださいよぉ！」

「……」






　口をきいた猫に特に驚くこともなく、娘はより人目のなさそうな建物の死角に向かって足を進めて行き――と、……暗がりにその足が踏み入った瞬間、娘の顔がゆらりと歪む。

　一瞬現れた黒い霧が、娘の頭の先からつま先までをそよぐように流れて行ったかと思うと……そこにはもう、アストインゼルの侍女の姿はなかった。

　代わりにそこに現れたのは――。






「……言っただろう……僕は姉さんを邪魔しに来たんじゃない……着飾った姉さんを見に来たんだ」






　冷たい真顔で堂々とシスコン発言する少年――……。






　ブラッドリーだった。

















35　天使の正体












　娘の姿から元に戻った主君にグレンが、陛下ったらぁと愉快そうに笑う。






「何もそんなものにお化けにならなくても。周りの奴らみんな気絶でもさせて、堂々と姉上を愛でに行けばいいじゃないですかぁ♪」






　するとブラッドリーは、まるで虫けらを見るような目で足元のグレンを見る。






「そんなことをしたら姉さんがかわいそうだろ……僕は着飾った姉さんを見に来ただけだ。騒動を起こすつもりはない」

「いやいやいや……だからってぇ、まさか気高き陛下がメイドに変化するなんて考えもしませんでした！　ま、私は眼福でしたけど。あんなひらひらしたもの着た乙女の中身が陛下だと思うと……きゅんきゅんして、はぁはぁです、えへ♪」






　主君の冷たい目にも負けず、グレンはゴロゴロ喉を鳴らしながら、いたって幸せそうにブラッドリーの足に身をすりつけている。そんな配下にブラッドリーはいやそうに眉間にしわを寄せ、素っ気ない。






「……目的に沿った効率の良い方法を選んだだけだ」

「目的って……姉上を誰よりも先に褒めたいってやつですか……」






　あははとグレン。

　まあその戦法でいけば、確かに誰よりも先にエリノアに感想を伝えることが可能だろう。普通……まともな男は女人の支度部屋に侵入などしないのだから。






「はー……陛下は本当に姉上のこととなると手段を選びませんねぇ……姉上もまさかせっせと髪を梳いてくれていたのが自分の弟だったなんて思いもしなかったでしょうねぇ」

「……別にいいだろ、僕が姉さんの髪を梳くのは今日にはじまったことじゃない、家でも毎日してることだ」






　何が悪いんだとブラッドリー。






「これまで散々世話をかけてきたんだから、これからは僕が姉さんのお世話をしたいんだ。髪だって梳きたいし、寝癖も整えたいし、なんなら洗ってあげたいくらいだし乾かしてあげたい。靴だって履かせてあげたいしお化粧も──……」






　暗い顔でつぶやかれる魔王の願望は加速して行くばかりで止まりそうにない。

　延々続くブラッドリーの言葉を傍で聞いているグレンは心底愉快そうに笑う。ブラッドリーが邪悪な顔をすればするだけ喜んでしまうのがこの黒猫である。魔王が欲望を吐き出すことは彼にとってはとても心地良い……が……。

　主君の言葉はいささか所帯染みている気もする。






（うーん……陛下がもっと精神的に病んで下さると一気に闇の力が強くなりそうなんだけどなぁ……）






　グレンは、なんとかならないかなと悪知恵を働かせながら、ぶつぶつ続けるブラッドリーを眺めている。






「──……だから最終的には僕一人の稼ぎで姉さんを養ってゆっくりしてもらいたいし、リードが今すぐお嫁にくれって言ってもすぐには困るっていうか……数年……いや十数年くらいはそういう期間を設けてからじゃないといくらリードでもお嫁にはあげられない……ああでもその間に他の男に取られるくらいなら──……」

「……まあまあ陛下、姉上完全扶養計画も先走り気味の嫁入りの心配も後でお考えいただくとして……本日の件はどうなさるんですか？　まさか……姉上とブレアの茶会……放っておかれるので？」

「……」






　グレンが言うと、ブラッドリーはピタリと黙する。その顔は、考えるのもいやだと言いたげに歪んでいるが……。

　しかし、彼は邪魔しに行くとは言わなかった。ムッとした顔のまま、何かを堪えるように言う。






「……せっかく姉さんが着飾ったのに、他のやつには見せたくないから無理に阻止ってのは……少し傲慢だろ」






　その言葉に、グレンが驚いて目をまるくする。






「傲慢？　魔王が傲慢で何がおかしいというのですか？」






　それが魔王というものではないのかとグレン。だが、ブラッドリーは頷かなかった。






「子供じみていることはしたくない。姉さんもなんだか張り切っていたし……」






　サロンへ入って行ったエリノアはとても意気ごんだ顔をしていた。その出鼻を挫くような真似を己がするのはいかがなものかとブラッドリー。

　そんな主君にグレンはぽかんとしている。






「はぁ……」






　あんなに手段を選ばずここまで潜入しに来たはずなのにと、主君のためらいが理解できないらしい。

　ブラッドリーは一瞬サロンの方向へ心配そうな視線を向けて……何かを振り切るようにして、反対方向に向かって歩きはじめる。その後を、グレンが慌てて追って行く。






　ブラッドリーは──姉の一生懸命なところがとても好きだ。

　しかし……そこには大きな負い目も感じている。






　病床にあった頃から、エリノアの懸命な労働や看病によって生かされてきたブラッドリーは、頑張っている姉の邪魔を己がしてはいけないのだという思いが強い。いや、魔王である自分を取り戻す以前は心身ともに辛かったゆえにそれどころではなかった。

　だが……健康体を手に入れ、様々な出来事を経て、徐々にその思いが強くなってきた。

　大好きな姉が他の男と二人きりで茶を飲んでいるなんて、面白くないに決まっている。……その思いに囚われて、暴走しそうなことだってある。

　だが……同時に、自分から解放された姉が、のびのびと彼女の人生を謳歌できるようにはなればいいとも思っているのだ。

　少年魔王はため息をつく。

　堂々巡りだった。姉には幸せになってほしい。が……まだ誰よりも自分の傍にいてほしい。

　彼の中にも、様々な葛藤や感情の矛盾が渦巻いていた。大きな力を持っているからこそ、我儘に振舞うことを我慢することは辛くもある。






　と……そんな主君について歩きながら……黒猫のグレンはやれやれとため息をこぼす。






「では……このままお帰りになるんですね？」

「……ああ」

「左様ですかぁ……ま、仰せのとおりに。はぁ……でもなぁ……」

「？」

「激カワな姉上を見たブレアが、茶会で、ど・ん・な！　不埒な真似をするか分かりませんけどぉ、陛下は頑張りたい症候群の姉上のために、ブレアは捨て置くと……」






　グレンはわざとらしい調子でそう言い、それを聞いて……。

　行きかけたブラッドリーの足がビタリと止まる。






「……」

「お茶会なんてハイソなイベントでおろおろしている姉上も見ものだったのにぃ、お茶をひっくり返しますかねぇ、ビクビクし過ぎて高価な茶碗を割ってショックで倒れたりしないかなぁ～」

「……」

「あ、それに、よそ行きの姉上可愛かったですよねぇ、メイドさんたちに上手にお化粧してもらっちゃって」

「……」

「でも残念、姉上のメイク技術じゃ、もうあれは再現不可能だろうし……金輪際もうあんな可愛い姉上様にはお目にかかれないかもなんですねぇ、今日限定なんてぇ、寂しいなぁ」

「…………」






　あー残念残念ー……と、これ見よがしに言う黒猫に、ブラッドリーは……。






「………………」






　一瞬の葛藤ののち、唐突に──無言でくるりと身を反転させた。

　そしてそのまま今来た道を戻りはじめた主君に、それを見た黒猫がニマニマルンルン後を追いかける。






「あっれぇ？　陛下ぁどこに行かれるんですかぁ？　お帰りになるんじゃなかったんですか？」

「…………やっぱりもう一度潜入する……」






　いいように動かされていると分かってはいるが……不安に駆られ、レア姉に釣られ……

　まんまと黒猫に乗せられてしまうブラッドリーだった。
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のんきで愉快、モフモフありの平和なお話が好き。
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